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＜ 通貨換算率（2019 年 11 月）＞ 
 
1 ドル= 108.928000 円 
1 パプアニューギニア・キナ（PGK: Papua New Guinea Kina）＝32.632300 円 
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プロジェクト活動写真 
 

成果共通の活動 

 
整備された教科書開発室 

 
JCC 会議 

 
本邦研修：国定教科書開発強化研修 

 

 
第三国研修：ミャンマーでの学びあい 

教科書政策検討会議 APEC 会合でプロジェクトの教科書を見る 
河野外務大臣とパト外務大臣 

 
成果 1に関する活動 

 
戦略・計画ワーキンググループ会議 

 
導入戦略・計画の策定・協議 
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ステアリング委員会 

 
 
 

 
国家計画モニタリング省での啓発 

 
成果 2に関する活動 

 
教科書作成手順の協議 

 

 
単元や内容の構成や教示する順番の検討 

 
専門家による教科内容に関する指導 

 
教科書・指導書の第１ドラフトの開発 

 
教科書用写真撮影  

開発された教科書ドラフト 
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成果 3に関する活動 

 
パイロット校教員への研修 

 

 
マイクロティーチングによる検証 

 
パイロット校教員への教科知識の研修 

 

 
パイロット校でのドラフト試行 

 
パイロット校授業のモニタリング 

 

 
試行後の検証ワークショップ 

 
パイロット校への理科教材配布 

 
カリキュラム委員会での教科書承認 
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教科アドバイザリー委員会での教科書承認 

 

 

 
カリキュラム審議会での教科書承認 

 

 
ベースライン調査会議 

 
エンドラインの学力調査 

 
成果 4に関する活動 

 
授業観察シートを活用したモニタリング 

 

 
教材開発ワークショップ 

 
パイロット研修 

 
E ラーニング局での教材ビデオ収録 
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略 語 表 
 

略語 正式名 日本語 

APEC Asian Pacific Economic Cooperation Conference アジア太平洋経済協力会議 

BL Baseline Survey ベースライン調査 

CDD Curriculum Development Division  カリキュラム開発局 

CREATE Project for Curriculum Reform at Primary Level of 
Basic Education in Myanmar 

ミャンマー初等教育カリキュラ

ム改訂プロジェクト 

C/P Counterpart カウンターパート 

CRIP Curriculum Reform Implementation Project カリキュラム改革実施プロジェ

クト 

DAC Development Assistance Committee 開発援助委員会 

DFAT Department of Foreign Affairs and Trade (of 
Australia) （オーストラリア）外務貿易省 

DNPM Department of National Planning & Monitoring 国家計画モニタリング省 

DTP Desk Top Publishing デスクトップ・パブリッシング 

EL Endline Survey エンドライン調査 

ELD E-Learning Division E ラーニング局 

EQUITV Enhancing Quality in Teaching through TV programs テレビ番組による授業改善プロ

ジェクト 

FD Financial Division 財務局 

GESD General Education Service Division 一般教育サービス局 

GPEF Global Partnership for Education Fund 教育のためのグローバルパート

ナーシップ基金 

ID Inspection Division 学校査察局 

JCC Joint Coordinating Committee 合同調整委員会 

JICA Japan International Cooperation Agency 独立行政法人 国際協力機構 

M/M Minutes of Meeting 会議議事録 

MSD Measurement Service Division 試験サービス局 

NCD National Capital District 首都特別区 

NEP National Education Plan 国家教育計画 

NCSF National Curriculum Standards Framework  国家カリキュラム基準フレーム

ワーク 

NIST National In-Service Training 国家現職教員研修 

 
 
 

vi 



 
 

 
 
 

略語 正式名 日本語 

OBE Outcome Based Education 成果主義教育 

PDM Project Design Matrix  プロジェクト・デザイン・マト

リックス 

PGK Papua New Guinea Kina  パプアニューギニア・キナ 

PISA Programme for International Student Assessment 国際学習到達度調査 

PIST Provincial In-Service Training 州現職教員研修 

PNG Independent State of Papua New Guinea  パプアニューギニア独立国 

PNGEI Papua New Guinea Education Institute パプアニューギニア教育研修所 

PD Procurement Division 調達局 

PDoE Provincial Division of Education 州教育局 

PPD Policy and Planning Division 政策計画局 

QUIS-ME Project for Improving the Quality of Mathematics 
and Science Education 

理数科教育の質の改善プロジェ

クト 

R/D Record of Discussion 協議議事録 

SBC Standards Based Curriculum  基準達成型カリキュラム 

SEOC Senior Education Officers Conference 全国教育幹部会議 

STEM Science, Technology, Engineering and Mathematics ステム（科学・技術・工学・数

学）（教育） 

TBW Textbook Writer 教科書執筆者 

TED Teacher Education Division  教師教育局 

TIMMS Trends in International Mathematics and Science 
Study 国際数学・理科教育調査 

TMT Top Management Team トップ・マネジメント・チーム 

TOT Training of Trainers トレーナー研修 

TSC Teaching Service Commission 教員サービス委員会 

UBE Plan Universal Basic Education Plan 基礎教育完全普及計画 

WALS World Association of Lesson Studies 世界授業研究学会 
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I. プロジェクト概要 

本プロジェクトの概要は以下のとおりである。活動なども含めたプロジェクト全体の

詳細については後述する。 
 

(1) 国名 

パプアニューギニア独立国（PNG: Papua New Guinea） 
 
(2) プロジェクト名 

理数科教育の質の改善プロジェクト (QUIS-ME: Improving the Quality of Science and 
Mathematics Education) 
 
(3) 実施期間 

 変更前：2016 年 3 月～2019 年 2 月（3 年間） 
 変更後：2016 年 3 月～2019 年 11 月（3 年 9 カ月間） 

教科書・指導書のドラフト開発が進んだ結果、想定以上に写真、図表、イラストが多くな

ることが判明し、それらのドラフト原稿（ワードファイル）から、デスクトップ・パブリッ

シング（Desk Top Publishing: DTP）原稿（インデザインファイル）へ変換する作業に想定以

上の時間がかかった。また、教科書と指導書の承認プロセスに関し、教育省より印刷見本を

用いたより緻密な再確認作業を追加したい旨の申し入れがあり、教科書と指導書の最終確

認作業に当初計画以上の時間を設ける必要が生じた。日本側、PNG 側双方で対応策を協議

した結果、2019 年 6 月に協議議事録（R/D）を改定しプロジェクト期間を 2019 年 11 月まで

の 3 年 9 か月間に延長することとなった。 
 

(4) 背景 

PNG は、山岳地域や 700 の島々が国土の大半を占めるため、多くの小中学校は、小規模

で都市から隔絶した地域に点在していて、教育サービスが行き届いていない。特に遠隔地で

は、教育施設や教材が不足し教員の質・量も極めて不十分である。教育省は、1993 年から

教育へのアクセスと質の改善のため教育改革を進め、基礎教育を 6 年間から 9 年間へと変

更し、児童が一貫教育で 8 学年まで進学できるようにした（下図の PNG の学年制度図を参

照、2019 年 11 月現在もこの学年制度）。基礎学校のカリキュラムも、英語教育をやめて部

族語にし、算数を PNG の文化を背景とした「文化的算数 1」とするなどアクセスしやすい

教育を目指したが、2007 年の時点でも基礎教育の純就学率は 52.9%2と低く、就学年齢の児

童の半数しか学校に通っていない状態であった。 
 
 
 
 

                                                   
1Cultural Mathematics の直訳。PNG の独自の文化で継承されてきた数の概念など。 
2 出典：JICA「パプアニューギニア独立国基礎教育セクター情報収集・確認調査報告書」（2012） 
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表 I-1.  1993 年以降の基礎・中等教育の学年制度の概略 

  
このような状況を受けて、現政権のオニール政権は、2011 年より教育無償化政策を進め、

これまでに初等教育、中等教育、職業訓練、遠隔教育までも完全無償化を実現した。こうし

た施策の結果として、アクセスは急速に改善し、2012 年の基礎教育の純就学率は 78.5%3に

大きく上昇、それ以降も改善を続けている。これに伴って、教育省予算の増大、増大する予

算に対するマネジメントの強化、教員数や施設・設備の不足、教材の不足、教員養成の問題

など、新たな課題に直面している。 
一方、教育の質においては、オーストラリアの支援によるカリキュラム改革実施プロジェ

クト（Curriculum Reform Implementation Project: CRIP）で 2001 年に導入された成果主義教育

（Outcomes Based Education: OBE）は、カリキュラムの啓発や研修の不足、参考図書の配布

の大幅な遅滞などにより、学校での実践は遅々として進まなかった。OBE では、学習到達

目標は明示されるものの、指定される教科書・指導書や授業案はなく、各単元の授業は各々

の教員が考案することになっていて、参考図書もタイムリーに配布されなかったため、教員

の授業の準備や実践に困難が生じた。一定の質の授業が実践されず、後になって、特に算数、

理科、英語の学力低下が大きく取り上げられことになった。こうした状況を受けて OBE カ

リキュラムへの批判は高まり、2008 年に政府は OBE 廃止を閣議決定、2011 年に OBE の廃

止を教育省に命令する結果となった。2014 年から新カリキュラムである基準達成カリキュ

ラム（Standards Based Curriculum: SBC）の導入を決定し、開発を始めている。 
このように、教育へのアクセスと質に関して大きな変化が生まれるなか、教育省は 2015

年に新たな政策文書「国家教育計画 2015-2019」を発表し、「万人のための質の高い教育」を

目標に掲げ、SBC の開発と普及、また SBC に基づいた教科書の開発を打ち出した。教育省

は、これまでの JICA の理数科教育に対する支援を高く評価し、国家教育計画（NEP）の優

先課題である SBC の開発と普及のうち、理数科の教科書開発の支援を日本政府に要請した
4。JICA は 2015 年 4 月、8 月に詳細計画策定調査団を派遣し、同年 12 月に討議議事録に署

名、本プロジェクトが開始されることとなった。 
 

(5) 上位目標・プロジェクト目標 

本プロジェクトの上位目標は、「全国に配布された初等第 3〜6 学年の理数科教科書・指

導書が活用される」ことである。その達成のために、プロジェクト目標を「教育省が理数

科の教科書・指導書を全国に導入するための準備が整えられる」と設定した。その達成に

                                                   
3  出典：JICA「パプアニューギニア国教育分野情報収集・確認調査」（2014） 
4 我が国は、2005 年からテレビ番組による授業改善プロジェクト（EQUITV フェーズ 1: Enhancing 
Quality in Teaching through TV programs）、EQUITV フェーズ 1 のフォローアップ、EQUITV フェーズ 2 を

実施し、カリキュラムの実践として、理数科のテレビ番組の開発を支援した。 



理数科教育の質の改善プロジェクト          
 
 

 3  – 事業完了報告書 – 
 

向けて各種成果・活動が計画された。プロジェクトの全体の構造の概要を図 I-1 に示す。  

 

図 I-1. プロジェクトの概要 
 
プロジェクト活動を含めた詳細なプロジェクトの構造を表 I-2 に示した。 
 

表 I-2.  プロジェクトの全体構造 
目標 
上位目標 全国に配布された初等第 3〜6 学年の理数科教科書・指導書が活用さ

れる。 
プロジェクト

目標 
教育省が理数科の教科書・指導書を全国に導入するための準備が整え

られる。 
成果および活動 
成果 1 教科書の普及のための戦略と計画が策定される。 
成果 1 に関す

る活動 
1-1 カリキュラム開発局、学校査察局、e ラ一ニング局、教員教

育局、教育測定局等とのワ一キンググループを形成する。 
1-2 教科書普及のための戦略・計画・予算を策定する。  

(a) 印刷・配布の戦略  
(b) 教科書普及のための研修戦略  
(c) 教員養成校への導入戦略  
(d) 教科書導入後の啓発・モニタリングの戦略  
(e) SBC アセスメントの導入戦略  

1-3 ワーキンググル一プを定期的に開催する。  
1-4 ステアリング委員会を共催する。  
1-5 印刷・配布予算の確保に向けて先方政府を継続支援する。 
1-6 研修予算の確保に向けて先方政府を継続支援する。  
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成果 2 SBC に沿った教科書の第 1 ドラフトが完成する。 
成果 2 に関す

る活動 
2-1. 教科書・指導書作成の手順を決定する。  
2-2. カリキュラムを分析し、単元や内容の構成、教示する順番を

決定する。  
2-3. 初等第 3 学年~第 6 学年の教科書・指導書の第 1 ドラフトを

作成する。  
成果 3 教員・児童にとって教科内容を理解しやすい教科書・指導書が完成す

る。 
成果 3 に関す

る活動 
3-1. 教科書の試行・検証を実施するパイロット校（首都ポートモ

レスビー近郊の 10 校）と教員を決定する。  
3-2. 第 1 次検証を実施し、第 1 ドラフトに対するフィードバック

を得る(第 1 次検証)。  
3-3. 第 1 次検証に基づいて第 1 ドラフトを修正する。  
3-4. パイロット校で継続的な授業実施を通して第 2 ドラフトを検

証する(第 2 次検証)。  
3-5. いくつかの単元・授業を選択し、パイロット校で授業観察を

実施する(活動 4-2 で開発する授業観察シ一トを使用する) (第
2 次検証)。  

3-6. 活勤 3-4 と活動 3-5 の第 2 次検証の結果をもとに、第 2 ドラ

フトを修正する。  
3-7. 編集・校正を行う。  
3-8. 適切な時期にパイロット校を含めたベースライン調査とエン

ドライン調査を実施する。  
成果 4 教員が教科書の使い方を学ぶためのオリエンテ一ション教材が開発さ

れる。 
成果 4 に関す

る活動 
4-1. 活動 1-2 の(b)に基づいて、教員が教科書の使い方を理解する

ためのオリエンテ一ション教材を検討する。  
4-2. 授業において、教員の教科書の使い方をチェックするための

授業観察シ一トを開発する。  
4-3. 活動 3-5 の検証において、活動 4-2 で開発した授業観察シ一

トを試行し、改善する。  
4-4. 成果 3 の検証結果や教材をもとに、オリエンテ一ション教材

を開発する。  
4-5. オリエンテ一ション教材を試行し、改善する。  
4-6. 活動 4-3 で作成した授業観察シ一トと合わせてオリエンテ一

ション教材を最終化する。  
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(6) 実施主体 

 本プロジェクトの実施主体は、以下のとおりである。 
 カウンターパート機関：教育省カリキュラム開発局（Curriculum Development Division: 

CDD） 
 関係機関：教育省教師教育局（TED）5・学校査察局（ID）6・E ラーニング局（ELD）

7・試験サービス局（MSD）8、首都特別区（National Capital District:NCD:）教育サービ

ス局、州教育局（PDoE） 

 日本側実施機関：国際協力機構（JICA） 

 プロジェクト全体の運営管理については、日本側、PNG 側双方の主要関係者が出席する

合同調整委員会（Joint Coordinating Committee: JCC）を年に 1～2 回開催し意思決定した。そ

の下でプロジェクト・ダイレクターのカリキュラム・教育測定第一次官補を議長とした、ス

テアリング委員会を四半期に 1 回程度開催し、より細かなプロジェクトの計画・進捗確認・

戦略策定を行った。実務者レベルでは、教科書・指導書開発を担当する算数と理科の教科ワ

ーキンググループ、教科書の印刷・配布計画を含む教科書導入戦略・計画を策定する導入戦

略・計画ワーキンググループ、研修を担当する普及ワーキンググループを立ち上げて作業に

あたった。 

 
図 I-2. プロジェクトの実施体制 

 

                                                   
5 Teacher Education Division 
6 Inspection Division 
7 E-Learning Division 
8 Measurement Service Division
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(7) 受益者数 

本プロジェクトの受益者数は、以下のとおりである。 
 直接受益者： PNG 国内の初等学校教員と講師より選出された教科書執筆者、教科書開

発に携わる CDD 職員などのカウンターパート 79 人 9 
 最終受益者：初等学校教員 1.7 万人（第 3 学年 5 千人、第 4 学年 4 千人、第 5 学年

4 千人、第 6 学年 4 千人）10、初等学校児童 67.5 万人（第 3 学年 19.5 万人、第 4 学
年 17.8 万人、第 5 学年 16.0 万人、第 6 学年 14.3 万人）11 

  

                                                   
9 詳細については、「II-1-2 PNG 側投入」を参照のこと。 
10 公立学校のみ。出典：2014 年 PNG 教育省 
11 公立学校のみ。出典：2014 年 PNG 教育省 
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II. プロジェクトの成果と目標達成度 

II-1. プロジェクトの成果 

本項ではプロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design Matrix: PDM）における

投入と活動の結果について述べる。 
 

II-1-1. 日本側投入 

(1) 日本側総投入額 

プロジェクト期間中の日本側総投入額は、8,152 万円であった。現地業務費の年次毎の金

額実績を下表に示す。 
表 II-1.  現地業務費実績 

年次 期間 日本側支出額 (円) 

1 年次 
2016 年 3 月～2016 年 8 月 10,197,690 
2016 年 9 月～ 2017 年 2 月 7,818,009 

2 年次 
2017 年 3 月～2017 年 8 月 12,496,589 
2017 年 9 月～2018 年 2 月 14,683,420 

3 年次 
2018 年 3 月～2018 年 8 月 13,612,032 
2018 年 9 月～2019 年 2 月 10,577,239 

4 年次 12 2018 年 3 月～2019 年 11 月 12,132,563 
 合計 81,517,542 

 
(2) 専門家派遣 

当初は日本人専門家を 11 人派遣する予定であったが、最終的には教科書開発補助として、

理科と算数にそれぞれ 1 人を派遣したため合計 12 人となった。派遣期間は当初 131.00 人/
月であったが、鳴門教育大学国別研修への専門家参加、ミャンマーとの学び合い活動、教科

書用写真撮影、パイロット校教師への理数科の指導、教科書・指導書の承認に係る新たなプ

ロセスへの対応、無償資金協力「経済社会開発計画」との連携などの活動の追加により、最

終的には 134.71 人/月となった。概ね計画どおりの投入であったと言える。専門家派遣時期

の詳細は添付資料 1 を参照のこと。 
 

表 II-2. 専門家派遣実績 

氏名 担当 主な活動項目 派遣期間 
（人/月） 

伊藤 明徳 総括/教育計画 1  

1. 業務全体の実施計画の作成、進捗管理 
2. 各種報告書のとりまとめ・品質管理支援 
3. JICA 及び PNG 国関係機関との協議 
4. JCC など案件運営に関する会議の開催 
5. 国別研修、個別専門家、広報等の調整 
6. 教科書・指導書導入の戦略・計画の策定 
7. 教科書指導書コンポーネント責任者 
8. ベースライン調査・エンドライン調査責任者 
 
  

25.40MM 

                                                   
12 4 年次については概算値。 
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氏名 担当 主な活動項目 派遣期間 
（人/月） 

山岡 智亙 副総括/教育計画
2 

1. 業務全体の実施計画の作成、進捗管理の補佐 
2. 各種報告書・成果品のとりまとめ・品質管理 
3. 教科書・指導書導入の戦略・計画の策定 
4. 他国との相互学習の実施 
5. オリエンテーション教材コンポーネント責任者 

12.62MM 

都築 昌子 教育政策/援助協

調 
1. PNG 教育セクターの動き、他ドナーの動向の調査 
2. 国家教科書政策の策定支援 3.55MM 

日下 智志 
教科専門家（算

数教材作成支

援） 

1. 主執筆指導として教科書および指導書の開発（算

数） 
2. 算数オリエンテーション教材の開発支援 
3. ベースライン調査・エンドライン調査支援 

14.03MM 

磯田 正美 
教科専門家（算

数教材作成支援

補助） 
1. 学術的観点から教科書および指導書の開発（算数） 5.0MM 

杉山 竜一 
教科専門家（理

科教材作成支

援） 

1. 教科書および指導書の開発（理科）の進捗・品質管

理 
2. ベースライン調査・エンドライン調査支援 

7.23MM 

持佛 賢一 
教科専門家（理

科教材作成支援

補助 1） 

1. 主執筆指導として教科書および指導書の開発（理

科） 
2. 理科オリエンテーション教材の開発支援 
3. ベースライン調査・エンドライン調査支援 

13.70MM 

喜多 雅一   
教科専門家（理

科教材作成支援

補助 2） 

1. 学術的観点から教科書および指導書の開発（理科） 
2. 理科オリエンテーション教材の開発支援 1.57MM 

芹沢 克明 教科書開発（算

数） 
1. 編集者として教科書および指導書の開発（算数） 
2. 教科書・指導書の印刷関連情報の調査 11.70MM 

駒沢 進 教科書開発（理

科） 
1. 編集者として教科書および指導書の開発（理科） 
2. 教科書・指導書の印刷関連情報の調査 12.77MM 

来島 孝太郎 
業務調整 1/研修

計画 1/教科書開

発補助（理科） 

1. 傭人・資金・資機材等の現地プロジェクト事務所管

理、各種調整業務 
2. 各種研修の予算管理、実施支援、補佐 
3. 理科教材の編集の補佐 
4. ベースライン調査・エンドライン調査支援 

20.07MM 

山田 恭子 
業務調整 2 研修

計画 2/教科書開

発補助（算数） 

1. 傭人・資金・資機材等の現地プロジェクト事務所管

理、各種調整業務 
2. 各種研修の予算管理、実施支援、補佐 
3. 算数教材の編集の補佐 
4. ベースライン調査・エンドライン調査支援 

7.07MM 

合計 134.71MM 

 
 
(3) 本邦研修・第三国研修 
 本プロジェクトを通じて、本邦研修とミャンマーでの第三国研修をそれぞれ 1 回実施し

た。研修員受け入れの概要を下表に示す。また、プロジェクト内包化の研修以外に、2 回の

国別研修に 11 人のカウンターパート（Counterpart: C/P）が参加した。研修員受け入れの詳

細は添付資料 1 を参照のこと。 
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表 II-3 研修員受入実績 
種別 研修コース名 受入人数 主な研修項目 研修期間 

本邦研

修 
パプアニューギニア国 
国定教科書開発強化研修 6 人 

教科書・教員用指導書開発の 1) 
法的枠組み、2) プロセス、3) 
行政の役割 

2017年7月12
日～27 日 

第三国

研修 
理数科教科書の開発にか

かるミャンマー国との技

術交換 8 人 

CREATE プロジェクト 13との

教科書・教員用指導書開発に

関する技術交換、教員養成校

及び小学校視察 

2017年8月16
日～27 日 

国別 
(JICA) 

教材の質の改善研修（短

期） 11 人 
教科書・指導書の開発指導 2016 年 10～

12 月、2017 年

10～12 月 
国別 
(JICA) 

教材の質の改善幹部研修 
3 人 

日本の教育制度と日本の教科

書の特徴 
授業研究・小学校視察 

2016 年 11 月 

 合計 28 人   

 
 
(4) 機材供与 
総額は 10,984,753 円の機材を供与した。供与機材の一覧と配置状況は下記のとおりであ

る。供与機材の詳細は添付資料 1 を参照のこと。 
 

表 II-4. 機材供与実績 
# 機材名 調達済み数量 調達金額（¥） 

1 プロジェクト車両 1 台 3,792,345 
2 コピー機（複合機） 2 台 2,015,131 
3 

コンピューター ラップトップ 21 台 14 
デスクトップ 3 台 

1,477,701 
775,100 

4 小型発電機 1 台 74,466 
5 エアコン 5 台 304,325 
6 プロジェクター 2 台 121,992 
7 フラットスクリーン（テレビ） 2 台 282,350 
8 デジタル一眼レフカメラ・レンズ 2 台 1,243,756 
9 デジタル生物顕微鏡 1 台 110,400 
10 編集用ソフト 4 個×3 年間 787,187 

 合計 10,984,753 

 
 
(5) 在外事業強化費 

本プロジェクトに対して投入された在外事業強化費は 3,792,345 円で上記プロジェクト車

両の購入に活用された。 

                                                   
13 ミャンマー初等教育カリキュラム改訂プロジェクト（Project for Curriculum Reform at Primary Level of 
Basic Education in Myanmar） 
14 1 台はマザーボード破損のため修理不能。 
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II-1-2. PNG側投入 

(1) C/P 配置 

プロジェクト・ダイレクター、副ダイレクター、プロジェクト・マネージャー、カリキュ

ラム開発局職員、E ラーニング局職員、教科書執筆者（Textbook Writer: TBW）からなるワー

キンググループのメンバーが、計画どおり配置された。フルタイム C/P として貢献の大きか

った教科書執筆者は、当初 8 人を全国各地から招聘（しょうへい）する計画であったが、住

居確保などの問題もあり NCD 周辺の教員 12 人が最終的に配置された。教科書執筆者以外

は、パートタイムとして会議やワークショップなどで業務に貢献した。C/P の配置状況は以

下のとおりである。 
 

表 II-5. C/P の配置状況 
担当 配置数 役職 従事期間 備考 

プロジェクト・ダイレ

クター（JCC 議長兼

務） 
1 学校&教育標準 

副次官 
2016 年 3 月～

2019 年 11 月 
省内人事により 2017 年

1 月に交代 

副ダイレクター（ステ

アリング委員長兼務） 1 カリキュラム・教

育測定第一次官補 
2016 年 3 月～

2019 年 11 月 
省内人事により 2017 年

1 月に交代 
プロジェクト・マネー

ジャー 
1 次官補（カリキュ

ラム開発局） 
2016 年 3 月～

2019 年 11 月 
 

教科書執筆者 12 教員サービス委員

会の教員職 
2016 年 4 月～

2019 年 11 月 

フルタイム 
算数 6 人、理科 6 人

（2016 年 11 月に 4 人追

加） 

導入戦略・計画ワーキ

ンググループ 16 教育省関係 13 部局

の職員 
2016 年 7 月～

2019 年 11 月 

パートタイム 
カリキュラム開発局職

員等 6 人兼務 

算数ワーキンググルー

プ 9 
カリキュラム開発

局職員、教科書執

筆者 

2016 年 4 月～

2019 年 11 月 
パートタイム 
教科書執筆者 6 人兼務 

理科ワーキンググルー

プ 9 
カリキュラム開発

局職員、教科書執

筆者 

2016 年 4 月～

2019 年 11 月 
パートタイム 
教科書執筆者 6 人兼務 

普及ワーキンググルー

プ 20 

カリキュラム開発

局、教師教育局、

E-ラーニング局、

州教育局職員、教

科書執筆者等 

2016 年 8 月～

2019 年 11 月 

パートタイム 
教科書執筆者等 11 人兼

務 

パイロット教員 3315 パイロット校教員 2017 年 2 月～

2018 年 12 月 
教科書ドラフト使用し

た検証作業に参加 

カリキュラムパネル 12 カリキュラム開発

局幹部・上級職員 
2017 年 6 月〜

2019 年 11 月 

最終化作業への指示と

承認作業を実施 
ワーキンググループメ

ンバーなど 5 人兼務 

合計 80 （兼務者除く） 

                                                   
15 3/4 学年パイロット教員は 33 人だが、良い人材を選抜した後の 5/6 学年のパイロット教員は 19 人。 
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(2) 資機材等 

資機材については、教科書執筆者執務室やコピー機など必要に応じて、当初予定を超えた

提供が行われた。 
表 II-6. PNG 側の資機材の提供 

資機材名 予定数 配置数 備考 
プロジェクト事務所 1 1  
教科書執筆者執務室 0 2 算数、理科 

コピー機 0 1 教科書・指導書印刷用 
 
(3) その他先方政府負担事項 

PNG 側は、カリキュラム開発局の一部として、執務室の水光熱費などの維持費用を負担

した他、職員の出張旅費や会議費の一部を負担した。2016 年度、2017 年度は PNG 側の予算

が承認されず出張などのプロジェクト活動に制限があったが、2018 年以降は予算が確保さ

れた。各年度の PNG 側のプロジェクトローカルコスト負担額を下表に示す。 
表 II-7. PNG 側ローカルコスト負担額 

年 主な支出項目 PNG 側支出額 (PGK) 
2016 年 なし 0 
2017 年 なし 0 

2018 年 コピー機、プロジェクトの会議・ワークショップ開催費、

C/Ps 出張旅費・日当 2,000,000 

2019 年 
プロジェクトの会議・ワークショップ開催費、C/Ps 出張

旅費・日当、研修教材印刷、理科実験セット購入費、事務

所消耗品、基礎学校算数教科書開発費 
5,000,00016 

 合計  
 

II-1-3 活動 

プロジェクトの活動は、「I. プロジェクト概要 (3)実施期間」に記載したように、教科書・

指導書の編集作業に想定以上の時間がかかり、5.5 カ月間の期間延長を行った。それ以外は、

ほぼ予定どおり進捗した。 
以下に、それぞれの活動の実績と、変更があった場合はその概要について記載する。各活

動時期の詳細は、「添付資料 1. プロジェクトの成果」の詳細活動計画に記載した。 
 

成果共通の活動 

 成果共通の活動の実績については以下のとおり。 

 

【共通 1】ワークプランの（ドラフト）の作成・説明・協議（2016年 3～4月） 

 プロジェクト実施の基本方針・方法や活動計画案などの詳細を、JICA と協議のうえ作成

し、ワークプラン（ドラフト）として取りまとめた。2016 年 3 月に CDD の C/P とステアリ

ング委員会、同年 4 月には教育省トップ・マネジメント・チーム（Top Management Team: 
TMT）とワークプランについて協議・改訂し最終版とした。 

                                                   
16 2019 年に関しては、承認された予算額。 
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【共通 2】モニタリングシートの作成（毎年 3月・9月） 

 活動の進捗とそれに伴うプロジェクト目標や成果の達成状況、活動の改善点・留意点など

を半期ごとに C/P とモニタリングシートに取りまとめ、ステアリング委員会や JCC の会議

で共有・協議し、必要な計画変更を行った。モニタリングシートの詳細については、「添付

資料 5. モニタリングシート」を参照のこと。 
 
【共通 3】合同調整委員会(2016 年 8月、2017年 9月、2018年 3月、2018 年 8月、2019年

11月) 

 プロジェクト運営のための意思決定機関 JCC を設置し、5 回の会議を実施した。会議では

上述のモニタリングシートを活用するなどして、プロジェクトの計画・進捗報告、成果の確

認、課題の解決に向けた協議を行った。概要を下表に記載するが、詳細な協議結果について

は、「添付資料 4  JCC 議事録」を参照のこと。 
 

表 II-8. JCC の会議概要 
会議名 開催日 議事内容 

第 1 回 JCC 2016 年 8 月 11 日 プロジェクト概要紹介、プロジェクト活動進捗報告、

戦略計画の共有、課題と対策の協議 

第 2 回 JCC 2017 年 9 月 13 日 
前回の対応策の実施状況、プロジェクト活動進捗報

告、本邦・第三国研修報告、研修教材報告、課題と

対策の協議 

第 3 回 JCC 2018 年 3 月 23 日 
前回の対応策の実施状況、プロジェクト活動進捗報

告、PDM 改訂協議、エンドライン調査報告、課題と

対策の協議 

第 4 回 JCC 2018 年 8 月 31 日 

前回の対応策の実施状況、プロジェクト活動進捗報

告、改訂版戦略計画の共有、教科書政策の協議、研

修教材ドラフトの共有、PDM 改訂協議、課題と対策

の協議 

第 5 回 JCC 2019 年 11 月 25 日 
前回の対応策の実施状況、プロジェクト活動完了報

告、教育省による教科書配布にかかる進捗確認、課

題と教訓、今後の方針の協議 

 
【共通 4】広報（随時） 

本プロジェクトの意義、活動内容、その効果等を理解してもらえるよう、対象者ごとに以

下のような広報を行った。 
 

表 II-9. 広報・啓発活動の実績 
広報媒体 目的と方法 対象者 時期 

ウェブサイト、ソーシ

ャルネットワークサ

ービスによる活動紹

介（和・英語） 

教育省のウェブサイトや JICA 技術

協力 HP などで、プロジェクトの目

的、活動や進捗状況を計 2 回紹介し

た。プロジェクトと JICA PNG 事務

所の Facebook を通じて活動を継続

して紹介した。 

PNG 国内関係者、日

本・海外の教育関係

者や一般国民 
通年 
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広報媒体 目的と方法 対象者 時期 

ラジオ、テレビによる

広報（英・現地語） 

大きなワークショップと会議に、テ

レビ局を 3 回招待してニュース放送

による、プロジェクトの紹介を行っ

た。 

PNG 国内関係者、全

国教員、児童と保護

者他 

2016 年 8 月 
2017 年 9 月 
 

新聞（和・英・現地語） 

大きなワークショップと会議に新

聞記者を 2 回招待し、新聞ニュース

記事を通じてプロジェクトの紹介

を行った。JICA 事務所の協力を得て

オーストラリア共同通信社からプ

ロジェクト紹介記事が配信された。 

日本・PNG 国内関係

者、全国教員、児童

と保護者他 

2016 年 8 月 
2017 年 9 月 
2018 年 6 月 

プロモーションビデ

オ 

1 分程度の 4 本のプロモーションビ

デオを制作し、HP やメディアで新

教科書を紹介した。 

PNG 国内関係者、日

本・海外の教育関係

者や一般国民 
通年 

ロゴ・バナー、パンフ

レットによる広報（英

語） 

プロジェクトのロゴ、広報用バナ

ー、パンフレットを作成し、プロジ

ェクトの目的、活動や成果を紹介し

た。 

PNG 政府関係機関、

他ドナー・州教育

局・学校など 
通年 

プロジェクト T-シャ

ツ(英語) 

プロジェクト関係者用の T-シャツ

を作成し、活動時や学校訪問時に活

用し、スローガンやプロジェクトの

広報を行った。 

PNG 政府関係者・ 
学校関係者 通年 

 
【共通 5】運営指導調査（2016年 8月、2017年 5月、2018年 8月） 

2016 年 8 月、2017 年 5 月、2018 年 8 月に JICA 本部の運営指導調査が行われ、プロジェ

クトや教育省と、プロジェクトの進捗状況の確認、課題への対策を協議した。 
 

【共通 6】国別研修（2017年 7月） 

PNG の教育省関係者は、国定教科書の管理運営方法や、民間の教科書・教材会社での開

発プロセスに関して、研修を受講したことがあまりなかったため、日本で「PNG 国 国定教

科書開発強化研修」を実施した。特に教科書開発専門家を派遣する教科書会社での実習に重

点を置き、教科書の編集作業や設備、法整備などについて学んだ。 
 

表 II-10. 国別研修の概要 
A) 研修名称：PNG国 国定教科書開発強化研修（Training on “Strengthening National Textbook 

Development in Papua New Guinea） 
B) 研修期間：2017/7/12～7/17 
C) 研修員人数：6人（教育省幹部職員1人、CDD職員4人、TED職員1人） 
D) 目的：PNGにおける、教科書並びに教員用指導書開発において、教育省が計画する必要

なフレームワークを説明できる。 
E) 主な研修内容 
1) 行政の役割であるPNGにおける適切な国定教科書の導入のための政策、開発、印刷、調

達、配布、研修とモニタリングの枠組みを学ぶ。（筑波大学、文部科学省、教科書研究

センター等） 
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2) 実際の教科書開発のプロセスを講義と研修から学ぶ。（学校図書、内田洋行等） 
3) 教科書の印刷と製本のプロセスを学ぶ。（学校図書、凸版印刷、図書印刷等） 

 

【共通 7】他国との学び合いに関する活動（2017 年 8 月） 

2017 年 8 月に教科書開発の先行案件を実施中のミャンマー初等教育カリキュラム改訂

プロジェクト（CREATE）を訪問し、以下の概要のとおりに学び合いの場を設け、教科書・

指導書を開発していくうえでの両国の知見を共有した。 
 

表 II-11. 他国との学び合い概要 
A) 研修名称：理数科教科書の開発にかかるミャンマー国との技術交換（Technical exchange 

with Myanmar on textbook development of Mathematics and Science at primary level） 
B) 研修期間：2017/8/16～8/27 
C) 研修員人数：8人（CDDカリキュラム職員1人、TBWs7人） 
D) 目的 
1. ミャンマーにおける教科書活用の実態、教員の能力、教員養成課程の現状をふまえたう

えで、具体的な教科書開発にかかるコンセプト、開発過程、執筆された新教科書・指導

書の内容についての知見を得る。 
2. 教科書開発にかかる課題や対処方法をミャンマーの教科書執筆者と共有し、実際に教科

書の改善案を考えることで、PNGで培った教科書開発の知見を共有する。 
3. 学んだ事柄をPNGの教科書開発に活用する。 
E) 主な研修内容 
タイの公立小学校視察、ミャンマーCREATEプロジェクト事務所視察、ミャンマーの小学校

視察、ヤンキン教員養成校視察、ミャンマーCREATEプロジェクト理数科グループとの意見

交換、ミャンマーCREATEプロジェクト理数科グループとの教科書開発作業、研修のまとめ

と帰国後の計画 

 
当初予定していたバングラディシュ、ラオスとの技術交換、世界授業研究学会 
（World Association of Lesson Studies: WALS）への参加に関しては、相手国の治安状況

や、本プロジェクトの活動期間との調整がつかなかったため見送った。 
 

【共通 8】教育政策/援助協調に関する活動（随時） 

 SBC に関連する政策・予算動向や援助動向は、本プロジェクトで開発する新教科書の

政策的な位置づけや持続性に大きく影響を及ぼす。そのため、プロジェクトの教育政策/
援助協調専門家が中心になり、教育省幹部や他のパートナー機関を訪問し、JICA 教育政

策アドバイザーと協働するなどしてそれらの情報を把握し、プロジェクトの方向性の決

定や戦略計画立案に役立てた。 
 これらの活動により、以下のような成果がでた。プロジェクト開始当初、「国家教育

計画 2015-2019」（National Education Plan: NEP）では SBC の導入について言及はあるも

のの、SBC の枠組みや導入計画は明らかになっていなかった。教育政策アドバイザーの
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支援を得て、CDD が「SBC ポジションペーパー」（2017 年 6 月）を策定してその導入計

画を明確にし、その計画に連動するように本プロジェクトが策定した「教科書の導入の

ための戦略と計画」が位置づけられた。また、2018 年に国家カリキュラム基準フレーム

ワーク（National Curriculum Standards Framework: NCSF）により SBC の枠組みが規定さ

れ、その枠組みのもと新教科書が位置づけられることとなった。 
 また、SBC における新教科書の位置づけについての認識をすり合わせるワークショップ

を実施し、第 3～6 学年の理科と算数においては、新教科書が教育省の公認する唯一の教科

書（国定教科書）であり、これまで使用されてきた教員ガイド（Teacher’s Guides）に取って

代わるものとの認識が醸成された。この認識は新教科書の持続性を高めるために重要であ

るため、教育省は新教科書の配布と同時に上記の国定教科書の位置づけに関する次官通達

を関連機関に発出することを決めた。 
 

成果 1：「教科書の導入のための戦略と計画が策定される」に関する活動 

 成果1に関する活動は、SBCの3〜6学年の理数科の教科書・指導書をPNG全土に配布・普及す

るための戦略と計画の策定を支援することが主な活動である。教科書・指導書による教育の質の

向上を教育分野全体の包括的な取り組みとして捉え、長期的な取り組み全体をステージご

とに区切り、予算や活動計画を立てられるようすることがプロジェクトの成果1の目標とな

る。そのために、以下の活動を実施した。 
 
【1-1】 カリキュラム開発局、学校査察局、Eラ一ニング局、教師教育局、教育測定局等と

のワ一キンググループ（WG）を形成する（2016年 3月～11月） 

当初、教科書普及のための戦略・計画は、ステアリング委員会にて策定する予定であった。

しかし、2016 年のステアリング委員会で協議した結果、別途 CDD、ID、ELD、TED、MSD、

調達局（Procurement Division: PD）、財務局（Financial Division: FD）などの代表者からなる

「導入戦略・計画ワーキンググループ」を 2016 年 7 月に形成し、その作業にあたることと

なった。 
また、教材開発を行う「算数ワーキンググループ」と「理科ワーキンググループ」を 2016

年 4 月に、教科書普及のための研修教材を開発する「普及ワーキンググループ」を 2016 年

11 月に形成した。ワーキンググループの人数などの詳細については、「表 II-1-2  PNG 側

投入」の「表 II-5 C/Ps の配置状況」に記載した。 
 
 
【1-2】教科書普及のための戦略・計画・予算を策定する 17（2016年 5月～8月、随時改定） 

導入戦略・計画ワーキンググループとともに概算予算額を含む「教科書・指導書の導入のた

めの戦略と計画」の第1版を2016年7月に策定し、2016年8月のJCCで協議し、修正・承認さ

れた。その後、印刷・配布コストやオリエンテーション教材の活用法などで計画に変更の

あった部分や、本邦研修などの活動で得た知見を反映させて2017年11月に第2版で改定し

                                                   
17 戦略・計画には以下を含む。a) 印刷・配布の戦略, b) 教科書普及のための研修戦略, c) 教員養成校への

導入戦略, d) 教科書導入後の啓発・モニタリングの戦略, e) SBC アセスメントの導入戦略 
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た。8月には、教育省幹部や担当局長へのコンサルテーションワークショップが行われ、

内容の最終調整を行った。2019年2月には国定教科書の開発や改定に関する政策について

の計画も追加し第3版とし、2019年3月にステアリング委員会での最終コメントと訂正指示

に従い改訂した。2019年11月にカリキュラム審議会に提出し、承認された。 
策定にあたっては、表II-9に示したような項目に関し、それぞれの実施体制（部署・人

材）、スケジュール、予算の概算などの戦略と計画の実施に必要な項目を網羅するように

した。策定した戦略・計画は、教育省幹部や国会計画モニタリング省、財務省などにも共

有され、プロジェクト後半のPNG側の予算確保のための資料として活用された。 
 

表II-12. 教科書普及のための戦略・計画の概要 
 項目 概要 

1 国定教科書の位置づけ
に関する政策文書の策
定 

協議後に新規追加された項目。国定教科書の位置づけに関
する政策文書の策定計画。 

2 教科書・指導書の開発 PNGの学校現場に適した教科書と指導書の開発計画。 
3 新教科書にあった学習

評価手法の改善 
新教科書・指導書に沿った試験問題の作成等、アセスメン
トに関する提言と計画。 

4 新教科書の印刷配布 開発された教科書の印刷・配布、受領確認の方法等。 
5 新教科書を活用するた

めの現職教員研修 
校内研修方式の現職教員対象の新教科書導入研修の実施計
画。 

6 新教科書活用への教員
養成校の授業改善 

新教科書・指導書の導入後の教員養成カリキュラムの変更
等への提言。 

7 新教科書導入にともな
うモニタリングシステ
ムの改善 

新教科書・指導書の導入後の視学官の学校モニタリングに
関する提言。 

8 持続的な教科書の改訂
に向けた取り組み 

協議後に新規追加された項目。本教科書・指導書の導入の
ための戦略と計画の実施・モニタリング体制の構築、教科
書開発関連業務・人材の組織内包化、予算確保に関する計
画と提言。 

 
【1-3】ワーキンググル一プを定期的に開催する（2016 年 3 月～2019 年 11 月に随時開催） 

プロジェクト活動を進めていくにしたがって、上記の導入戦略・計画の変更が必要になっ

た場合は、随時導入戦略・計画ワーキンググループ会議を開催し、上述したように必要に応

じて教科書導入戦略・計画を柔軟に変更した。 
 
【1-4】ステアリング委員会を共催する（2016年 3月～2019年 11月に四半期ごと） 

 カリキュラム・教育測定第一次官補を議長として、CDD、ID、ELD、TED、MSD、PD、

FD などの代表が参加するステアリング委員会を結成し、四半期に 1 回程度、プロジェクト

の進捗確認や課題の解決、JCC の議題のすり合わせなどについて協議を行った。プロジェク

ト期間中に計 13 回開催し、プロジェクト運営に関する協議を PNG 側と詳しく行うことが

できた。 
 
【1-5】印刷・配布予算の確保に向けて先方政府を継続支援する（2016 年 8月～2019 年 11

月間に随時） 
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上位目標「全国に配布された初等第 3〜6 学年の理数科教科書・指導書が活用される」を

達成するためには、新しい教科書・指導書が開発された後に、それらの印刷・配布と導入研

修が PNG 政府により実施されることが急務である。特にそれらの活動の政府予算の獲得は

必須条件であるため、印刷・配布予算と研修予算の獲得に向けてプロジェクトから教育省、

国家計画モニタリング省、財務省に働きかけた。 
具体的には、教科書導入の戦略・計画などで見積もった予算額をもとに、毎年 2 月頃から

教育省内での次年度予算申請書類の作成を JICA 教育政策アドバイザーと共に支援し、国家

計画モニタリング省（Department of National Planning & Monitoring: DNPM）、財務省に対して

教育省幹部と共に新教科書普及の重要性を説明し、プロジェクトの JCC に招聘することで

理解を深めてもらった。 
その結果、2016 年には全く QUIS-ME プロジェクト関連予算が計上されていなかったが、

2019 年度予算として、教育省は経常経費とは別に、QUIS-ME プロジェクト関連予算として

500 万キナ、教材開発予算として 200 万キナを計上し、これらの予算は 5 カ年計画として、

2023 年まで毎年同額の計上が計画されている。 
また、日本の無償資金協力による教科書・指導書の印刷・配布も計画されており、プロジ

ェクトから必要に応じて資料や情報の提供を行った。 
 
【1-6】研修予算の確保に向けて先方政府を継続支援する（2016年 8月～2019年 11月間に

随時） 

上述のように印刷・配布予算と同じく PNG 側への働きかけを行い、2019 年度予算として

90 万キナが計上され、校内研修のための教材を印刷・配布できる見込みである。 
 

成果 2：「SBCに沿った教科書の第 1ドラフトが完成する」に関する活動 

成果 2 に関する活動の概要を図 II-1 に示した。成果 2 に関するそれぞれの活動の詳細や

学びについて、必要に応じて理科と算数で分けて記載した。 
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図 II-1. 教科書・指導書の第 1 ドラフトの開発手順 
 

【2-1】教科書・指導書作成の手順を決定する（2016年 3月～8月） 

教科書・指導書の開発は、①開発手順の決定、②カリキュラムの分析、③対象学年の指導

内容範囲の決定、④仕様の決定、⑤原稿の執筆、⑥検証、⑦改訂、⑧編集・組版、という工

程に大きく分けられる。これら作業は算数・理科の共通する部分と教科固有の対応が必要な

部分があるが、算数・理科ワーキンググループが密に連携しながらこれら業務に取り組んだ。 
 最初の開発手順の決定の工程について以下に詳述する。 
 
(1) 教科書執筆者の選考 

教科書・指導書の開発に先立ち、TBW の選定を実施した。教育省・プロジェクトの推薦

や公募にて候補者を募り、語学力、教科知識の筆記試験、面接試験を実施した。その結果、

先行協力事業である EQUITV プロジェクトで教材開発経験のあるモデル教員と、教科知識

と英語力が高い中等学校の教員が採用となった。選考された TBW12 人（1 人退職）を下表

に示す。 
 

表 II-13. 教科書執筆者一覧 
名前 性別 前所属先 教科 備考

1. Ms. Michelle Pala F Media Centre, ELD 算数 元モデル教員 
4. Mrs. Pisah Thomas F Wordstrip Primary School  算数  

3. Ms. Hilda Tcpungu F St. Peter Primary School 算数  
4. Mr. Nick Nolpi M Evedahana Primary School  算数 途中で退職 
5. Ms.Ileen Palan F Gordon Secondary School 算数 中等学校教員 
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6. Mr.Armstrong Rupa M Media Centre, ELD 算数 元モデル教員 
7. Gibson Jack M Gordon Secondary School 算数 中等学校教員 
8. Mr. Michael Kwadogi M Media Centre, ELD 理科 元モデル教員 
9. Ms. Sandra Uramani F St. Therese Primary School  理科 EQUITV C/P 

10. Mrs. Brenda Kautu F Bavoroko Primary School 理科  
11. Mr. Jimmy Pulpulis M Former Curriculum officer  理科 元カリキュラム職員 
12. Mrs.Raphaella Barau OA F St. Peter Primary School 理科  
13. Ms.Aalia Nissar  F Ekivaki Primary School 理科  

 
(2) 開発方針の決定 

CDD幹部、カリキュラム職員、TBWとともに教科書・指導書の開発手順を協議した。専

門家によるワークショップを数回開催し、日本の標準的な教科書開発手順や教科書・指導書

の特徴などについて指導し、C/Pの理解を深めた。また現地での検証方法、教育省の承認プ

ロセスについても協議を重ね、開発方針、手順、スケジュールを詳細化した。これらは教科

書導入戦略・計画に反映し、双方合意のうえで実施できるよう配慮した。 
「SBC の目指す質の高い学習と国際的競争力のある教育の達成を支援する」といった国

定教科書の目的についても C/P と協議した。各教科の開発方針の要点を以下に記述する。 
 
<算数> 

i). 既習事項を活かす学習 
算数は学習内容の系統性と連続性が強い教科のため、既習事項をもとに新しい内容

が学習される。既習事項や学年間の連続性と系統性を重視し、それらを指導書に記載し

ていく。 
ii). 問題解決型学習 

公式や定義を教え、それを使って問題を解くという従来の教科書ではなく、それらを

自ら導き出して意味を伴った学習理解ができるような内容構成にする。 
iii). 練習問題 

習得した学習内容を定着させるためには、一定量問題を解くことが必要不可欠であ

る。教科書に十分な量の練習問題を含め、宿題などでもそれらを使えるようにする。 
iv). ユーザーフレンドリーな教科書・指導書 

     PNG の教員や子どもに適した教科書・指導書にするため、以下の記載方法を工夫す

る。子どもの学習意欲を高めるために、日常の生活に関係する内容や、親しみを感じる

図や写真などを準備する。教科書で使われる単語や言葉の表現については、PNG の国

民に親しみのあるものか TBW や CDD 職員が十分に確認する。指導書は、教員の教科

知識のレベルを考慮し、基礎的な内容に重点をおいた記載とする。 
v). 児童の多様性への配慮 

教科書・指導書には、発展的・補充的な内容も加えて児童の興味や学力レベルに応じ

た対応ができるようにする。PNG と世界の算数に関係する話題も盛り込み、算数への

興味や発展的な理解を促す工夫をする。例えば、PNG の体を使った数の数え方やロー

マン数字の読み方などがある。 



理数科教育の質の改善プロジェクト          
 
 

 20  – 事業完了報告書 – 
 

<理科> 
i). PNG の豊かな自然環境への理解を深められる学習内容 

学習を通じて PNG の豊かな自然環境への理解を深めることができるよう、教科書・

指導書で取り扱う内容については最大限に PNG の動植物や自然環境を盛り込む 18。自

然観察などは特定の時期や場所でしかできない学習内容も含まれるので、PNG の季節

や地域性を考慮し、全国標準年間指導計画を作成する。 
ii). 問題解決型学習 

科学的アプローチで問題解決を図るために必要な科学的探究方法（Scientific Method）
に習熟し、科学的思考スキル（Science Process Skills）を育むため、「探究活動」→「結

果・考察」→「議論・検証」→「結論」という流れで各授業を設計する。 
iii). 発達段階への配慮 

児童の発達段階に合わせ、3 学年では事象の観察、4～5 学年は事象の定性的比較、5
～6 学年では事象の定量的な比較・分析を中心に学習し、科学的思考スキルを段階的に

強化する。 
iv). ユーザーフレンドリーな教科書・指導書 

     写真やイラストを多用し、自然事象の観察を通じて学ぶ（Evidence-based）姿勢を育

むこと、また語学力の弱さが理解を阻害し「理科離れ」を誘発しないよう、文字での説

明に依存せず、視覚的に理解できるように配慮する。実験観察には危険を伴うものが含

まれることから、指導書に安全指導に関する記載をする。 
v). 理科教材・実験器具 

教科書・指導書の記載には身の周りの素材を使い実験ができるように配慮するが、問

題解決型の学習と科学的思考スキルを身に付けるためには、基礎実験器具を使った授

業は必ず必要となる。各学校に最低限必要な実験器具の調達と配布について、教育省に

提言する。 
vi). 児童の多様性への配慮  

児童の理科への興味や、学力レベルに応じた対応ができる教科書・指導書にする。

PNG と世界の理科に関係する話題を盛り込み、理科への興味や発展的な理解を促す工

夫をする。例えば、PNG 動物マップや理科コラムを教科書に入れる。 
 

(3) 教科書・指導書の仕様 
日本の教科書・指導書を参考にして、教科書の仕様（レイアウト、紙面の大きさ、紙質等）

について C/P と検討した。指導書には、理数科共通項として｢授業目標と評価の観点｣、｢学

習の流れ｣、｢板書の例 19｣を配置することとした。細部は、C/P の教科書開発の知識、内容

や構成の理解の深まりに応じて教科ごとに検討した。表 II-11 に教科書・指導書の記載概要

を示す。 
                                                   
18 初めての国定教科書として、自国の教員や子どもに愛着を持って使ってもらえるよう、可能な限り

PNG の素材を用いることについては、教育省から特に強い要望があった。 
19 物質的に貧しい時代が長かった PNG では、子どもがノートを持っていない前提で、黒板を 4 つ程度に

分割し授業ごとに利用する場所を定め、授業後も消さずに終日残しておく習慣がある。そのため、黒板を

理解促進のツールとして有効に使えていないという課題があった。本指導書で板書計画を掲載したこと

は、カリキュラム改革の一つの象徴的なメッセージといえる。 
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表 II-14. 教科書・指導書の仕様 
 算数 理科 
教科書 授業によってページ数が変わる。問題解

決型の授業では、「タスク」、「子どものア

イデア」、「まとめ」、「練習問題」という

流れとする。各単元の最後に、練習問題

を 1 ページもしくは 2 ページ含める。 

1 授業表裏 2 ページとし 20、1 ページ目に

「タイトル」、「主発問」、「探究活動」を、

2 ページ目に「結果」や「まとめ」、「発展

課題」などを配置する。 

指導書 1 授業見開き 2 ページとし、「授業の流

れ」と「板書計画」を右ページ、それ以

外を左ページに配置することした。各授

業に含める内容は以下のとおり 
① 単元の目的（単元冒頭のみ） 
② 小単元の目的（小単元冒頭） 
③ 授業の目的 
④ 既習事項 
⑤ 準備物 
⑥ 評価の観点 
⑦ 参考情報（Teacher’s Note） 
⑧ 授業の流れ 
⑨ 板書計画 
⑩ 解答及び指導のポイントを入れた教

科書の縮小版 

1 授業見開き 2 ページとし、教科書の縮

刷りを中央に掲載し「授業の流れ」を両

サイドに、「板書計画」を右ページ、それ

以外を左ページに配置することした。各

授業に含める内容は以下のとおり 
① 単元の目的（単元冒頭のみ） 
② 小単元の目的（単元冒頭のみ） 
③ 学習内容の系統図（単元冒頭のみ） 
④ 準備物 
⑤ 授業の目的 
⑥ 評価の観点 
⑦ 参考情報（Teacher’s Note） 
⑧ 授業の流れ 
⑨ 板書計画 
⑩ 教科書の縮小版 

 
(4) 作成の手順 
教科ごとのワーキンググループでは。作成手順を検討して業務フローを確立した。教科ご

との具体的な手順は以下のとおりである。 
 
<算数> 
①専門家から TBW へ教科内容知識に関する講義を行う。②TBW が割り当てられた授業

の教科書案と指導書案を作成する。③作成された教科書と指導書を専門家が確認し、修正点

を指示する。④TBW が修正し再度専門家に提出する。 
 

<理科> 
教科書の内容は科学的正確さが求められ執筆には専門的な知識が必要なことから、主に

理科教育専門家が教科書の執筆を、指導書は教師にわかりやすい記述や PNG の子どもたち

の発達段階に即した教え方が求めれることから、TBW が指導書の執筆を担当し、相互レビ

ューを行った。① 専門家が各授業の学習内容をドラフトする 21。② TBW がその内容をレ

                                                   
20 当初は見開き 2 ページとしていたが、教科書を開いた時に探究活動の結果（回答）がわかってしまい、

予想が適切に立てられないことが最初のドラフト検証時に判明したため変更した。 
21 執筆内容については理科教育専門家内でも相互レビューを実施している。 
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ビューし、指導書執筆及び章末問題を開発する。③ 専門家が指導書及び章末問題をレビュ

ーする。 
  
【2-2】カリキュラムを分析し、単元や内容の構成、教示する順番を決定する（2016年 3月

～12月） 

教育省が行っていたカリキュラムフレームワークやシラバス・教員ガイドの策定が遅れ

たために、本プロジェクトの教科書・指導書開発もそれらと同時並行で進められた。通常カ

リキュラムフレームワークが策定された後に、シラバスが規定され、教科書が開発されるこ

とで一貫性が保たれる。同時並行作業となることで不整合が懸念されたが、CDD と密にコ

ミュニケーションをとり、プロジェクト専門家が具体的な学習コンテンツを示すことで、む

しろ効率的に一貫性のあるカリキュラム・教材を開発することができた 22。教科ごとの具体

的なカリキュラム分析手順を以下に示す。 
 
<算数> 
まず初めに、日本人専門家が、NCSF ドラフトや 3〜5 学年の初等低学年のシラバスを分

析し、各学年の単元と小単元案を作成した。次にワーキンググループと、ワークショップで

議論し、教科書・指導書の単元構成の大枠を確定させた。上述のとおり、当初 3〜5 学年の

シラバスが未完成であったことや、世界の標準的な内容でありながらも、PNG の算数教育

の現状に適したものにするため、授業時間数の配分については暫定とし、現場での検証を通

して最終的に確定させることとした。また、開発の基本方針にも記載したとおり、算数は、

学習内容の系統性や連続性が強い教科であり、既習内容をもとに新しい内容の学習が進め

られていく。そのため 3 年生の教科書には、1・2 年生の既習内容の復習を一定時間含める

ことで合意した。 
算数の授業時間は 3・4 年生が 1 コマ 30 分、5・6 年生が 1 コマ 40 分である。3・4 年生

は、単元や小単元の最初の時間など、問題解決型で時間を要する授業は 60 分の連続授業と

し、それ以外を 30 分の授業として区別した。5・6 年生に関しては全ての授業時間を 40 分

で設定した。各学年の授業時数の配当は以下のとおりとなった。 
 

表 II-15. 算数の授業時数 
学年 3 年 4 年 5 年 6 年 
授業時数 141 144 139 11723 

 
 
 

                                                   
22 むろんコミュニケーションに齟齬（そご）があれば工程に手戻りが発生し、スケジュール管理も難し

い、C/P との信頼関係も重要で、高度なプロジェクト運営管理能力が問われる。理数以外の教科ではいま

だ具体的な学習内容が示せず、カリキュラムフレームワークとシラバス策定が完了していない。 
23 6 学年の教授内容は、5 学年に比べて難度が上がっているため、学校により教える速度が遅くなること

や、学習内容を児童が確実にマスターできるよう復習と演習を十分に行うことから、多くの予備時間が必

要となる。これらの考慮により、6 学年の授業時数は 5 学年より約 20 時間少なくなっている。 
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<理科> 
算数には国際標準的なカリキュラムは存在するが、地域性の強い理科においてはこれに

類似する国際標準的なカリキュラムと呼べるものがない。日本のカリキュラムも生物、地学

系はそのままでは適応できない内容が多い。プロジェクト開始当時、PNG 側のカリキュラ

ムが未完成であったため、この時点では前述の教科書開発方針を具体化した教科書開発の

拠り所となる文書は存在しなかった。そこで、まずはカリキュラム職員の理科カリキュラ

ム・シラバスの開発を支援することとした。具体的には、カリキュラム職員とともに、学年

内・学年間・教科間の関連性、学習内容の重複、学習内容の連続性、学習者の発達段階など

に考慮しながら、学習内容を書き出した付箋（ふせん）を配列し、学習内容の範囲と系統性

を吟味した。さらに国際的な学力比較調査の国際学習到達度調査（Programme for International 
Student Assessment: PISA）や国際数学・理科教育調査（Trends in International Mathematics and 
Science Study: TIMSS）で上位にランクされている国の理科シラバスの比較分析を行い、世

界の理科教育に共通する学習範囲と系統性を一覧表にまとめた。 
並行して、カリキュラムフレームワーク策定の議論に参加し、PNG の学力観、教科目標、

年間授業数などの確認を行った。理科の年間授業時間は、3・4・5 年生が 1 コマ 30 分、6 年

生が 1 コマ 40 分配分されている。毎時探究活動を主体とする授業を実践することを開発方

針に掲げ、また理科の活動は実験など準備や実施に時間が必要なことから、すべての学年は

2 コマで 1 授業を基本に学習コンテンツを開発することを C/P と合意し、さらに細部の調整

を行った。その結果、各学年の授業時数の配当は以下のとおりとなった。 
 

表 II-16. 理科の授業時数 
学年 3 年 4 年 5 年 6 年 
授業時数 94 97 89 7924 

 
以上のように多面的に検討しながら、各単元の学習内容の検討と全体調整を繰り返し、就

学前教育から初・中等教育にかけての一貫性を確保し、国際的にも通用する初等理科カリキ

ュラムを完成させた。理科カリキュラムの分析結果は、教育省の初等教育関係者を対象とし

た教科書開発ワークショップで共有された。付箋を用いて学習内容や系統性を視覚化する

手法は他教科のカリキュラム開発でも利用され、本作業を通じて C/P はカリキュラム分析

手法に習熟し、CDD の中でリーダーシップを発揮することとなった。 
 
【2-3】初等第 3学年～第 6学年の教科書・指導書の第 1ドラフトを作成する（2016年 7月

～2018 年 8月） 

パイロット校での検証作業のスケジュールを考慮し 3 年生から開発を順次開始した。各

教科の執筆は、概ね表 II-17 に示される日程で進行した。 
 
 

                                                   
24算数と同様に、学校ごとに必要に応じて復習をしっかりと行い 6 学年の授業内容をマスターするように

配慮し、授業時数を 5 学年より減らし予備時間を増やした。 
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表 II-17. 教科書・指導書の原稿の執筆から承認までのスケジュール 

  
 
教科ごとの具体的な教科書・指導書の第 1 ドラフトを作成手順は以下のとおりである。 

 
<算数> 
日本の教科書と指導書をもとに、以下の方法で教科書と指導書の第 1 ドラフトを開発し

た。 
① 専門家による C/P へのインプット 

開発開始当初は毎週 2 回（火曜日と木曜日）教科書開発会議を行い、日本人専門家が

TBW とカリキュラム職員に対し、日本の教科書の英語版をもとに講義を行い、彼らの

教科知識や教授知識の向上を図った。しかしながら、CDD の最優先業務である初等シラ

バス開発と教員ガイド作成にカリキュラム職員が従事しなければならず、プロジェクト

業務への参加が十分でなかったこと、C/P の教科知識レベルが想定していたよりも低か

ったことから、開発に関して当初想定していたより遅れが出始めた。そのため、開発開

始半年後から各 C/P の執筆担当単元を専門家が個別に指導する形式に変更した。 
② 学校図書の教科書の確認・修正作業 

C/P が学校図書 25の教科書を確認し、PNG のコンテクストに合わせて、英語、写真、

図などの変更部分を明示し、削除または追加する内容について専門家と共に議論して決

定した。挿入写真については、パイロット校の協力を得て数回に分けて撮影を行った。

イラストに関しては、CDD のデザイナーが作成した。 
③ 教師用指導書の教科書部分の作成 

確定した教科書案に解答、問題の型わけ、出題の意図などを記入した。 
④ 教師用指導書の教科書以外の内容の作成 

授業の目的、既習事項、準備物、評価、授業の流れ、板書計画を作成した。 
 
<理科> 

PNG の理科は「物理・化学」、「生物」、「地学」の 3 領域に分けられるため、各領域に 2 人

の TBW を配置した。教科書と指導書を同時並行で開発することで、限られたプロジェクト

                                                   
25 日本の教科書会社である学校図書は、本プロジェクトの専門家チームの一員であり、本件に限り同社が

著作権を有する教科書をもとに PNG の教科書を開発することについて承認している。 

活動 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

1 教科書開発準備

2 3・4学年算数教科書案の執筆

3・4学年理科教科書案の執筆

3 3・4学年  パイロットでの検証

4 3・4学年  最終化

5 承認

6 5・6学年算数教科書案の執筆

5・6学年理科教科書案の執筆

7 5・6学年  パイロットでの検証

8 5・6学年  最終化

9 承認

1〜5章 6章〜最終章

1〜5章

1〜10章 11章〜最終章

6章〜最終章

2016年 2017年 2018年 2019年

1〜10章 11章〜最終章
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期間内で効率的に作業が進められるよう配慮した。 
① 専門家による学習内容の検討、教科書のドラフト 

カリキュラム分析結果をふまえて、専門家が学習内容を検討し、教科書のドラフトを

執筆した。具体的な内容の検討開始後、開発中の理科カリキュラム・シラバスの内容に

不具合が見つかることもあったが、この場合カリキュラム職員と相談して、シラバスと

教科書双方の整合性が確保されるよう調整した。 
PNG では図鑑などの自然環境を調べるための情報も、現地で入手可能な実験観察器

具も限られるため、予備実験を含め「教材研究」に時間がかかり、当初想定以上に開発

は難航したが、3 人の理科教育専門家は、いずれも途上国での理科教育指導、教材作成

経験が豊富であり、他国での経験を活かし、全ての学習領域を網羅する教科書のドラフ

トを作成できた。 
② 写真、イラストの開発 

教科書・指導書には最大限に PNG の自然や素材を活用する方針から、写真やイラス

トの多くを新規に撮影、作成する必要が生じた。ドラフト原稿を確認し、新規の撮影・

作成が必要なもの、学校図書が保有するもの、購入が必要なものに選別した。PNG 国内

の関係機関や青年海外協力隊員にも、写真提供の協力を要請した。季節性や地域性のあ

る素材については、撮影スケジュールを検討し順次撮影を行い、イラストに関しては、

CDD のデザイナーに作成を依頼した。 
③ TBW による授業フローの検討、指導書のドラフト 

指導書の雛型に従い、教科書ドラフトが完了した章から順に、TBW が指導書を執筆

した。開発当初、TBW は指導書のコンセプトを理解できず、また執筆経験も不足して

いたため、ワークショップによる専門家の指導を継続的に実施し TBW の指導書開発や

理科授業実践に関する知識・技能の向上を図った。TBW 各個人に対しても、適宜、技術

的な助言を実施し、日々の執筆技術の向上も図った。 
 

成果 3：「教員・児童にとって教科内容を理解しやすい教科書・指導書が完成する」に関す

る活動 

成果 3 に関する活動の概要を図 II-2 に示した。成果 3 に関する活動についても、必要に

応じて理科と算数で大きく分けて、それぞれの教科の活動と経験を分けて記載した。 
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図 II-2. 検証作業を通じた最終原稿の作成手順 
 

【3-1】教科書の試行・検証を実施するパイロット校（首都ポートモレスビー近郊の 10校）

と教員を決定する（2016年 7月、2016年 12月～2017年 3月、2018年 1月）

パイロット校の選定方法をステアリング委員会で協議し決定した。パイロット校へは、毎

月定期的に訪問するため、アクセスが良く安全な場所にある NCD とポートモレスビー近郊

のセントラル州の学校とした。実際の選定は、州教育局長らと協議し 10 校を選定した。そ

の後、検証が開始される 2017 年 2 月にパイロット校・校長会議を開き、パイロット教員と

クラスを選定した。その後、2018 年にはやる気のないパイロット校、教員を整理した。 
 
【3-2】第 1 次検証を実施し、第 1 ドラフトに対するフィードバックを得る(第 1 次検証) 

（2016年 8月～2018年 8月） 

算数・理科ワーキンググループが開発中の、教科書・指導書の第 1 ドラフトの全ての内容

を専門家が確認した。算数・理科ワーキンググループは、教科書・指導書の第 1 ドラフトか

ら各単元 1 授業を選び、算数・理科合同でマイクロティーチング 26を行い内容の検証を行っ

た。理科ワーキンググループは、可能な限り実際に実験を行い、検証しながら教科書・指導

書の内容を開発した。 
 
【3-3】第 1次検証に基づいて第 1ドラフトを修正する（2016年 8月～2018年 8月）

算数・理科ワーキンググループは、上記の活動で抽出された課題をもとに教科書と指導書

の第 1 ドラフトを修正した。 

                                                   
26 ここでは授業の執筆担当 TBW が教師役、その他のメンバーが児童役となり、短時間の模擬授業を行

い、授業の流れや妥当性を検証した。 



理数科教育の質の改善プロジェクト          
 
 

 27  – 事業完了報告書 – 
 

<算数> 
① 日本人専門家による内容確認・修正 

TBW によって作成されたドラフトを日本人専門家が確認し、必要に応じて修正を行った。

開発開始当初は、専門家が修正すべき点を指摘し、それらを TBW が修正し、再度専門家が

確認するという方法で行っていたが、開発に遅れが出てきたため、修正に関しては日本人専

門家と TBW が協働で行うか、もしくは日本人専門家が行い、修正されたものを TBW に確

認してもらうこととした。 
 

② 教科書・指導書データの作成 
当初は専門家がインデザイン（DTP ソフトウェア）を使用し、教科書・指導書のデータ化

を行っていたが、プロジェクト後半の 5・6 年生の開発では、C/P にインデザインの使い方

を指導し、専門家と C/P が共同で教科書・指導書のデータ化を行った。 
 

<理科> 
① 相互レビュー 

TBW と専門家が教科書・指導書のドラフトについて、相互レビューを行った。教科書は

基本的に専門家がドラフトし、TBW が指導書を執筆する過程でレビューする。指導書はそ

の逆に専門家がレビューし、そのフィードバックを TBW が確認して修正作業を行った。専

門家同士でも相互レビューを行い、内容の確認を繰り返した。実際に行った実験の検証から

の課題は、教科書・指導書の記載内容を改善するのに重要な役割を果たした。 
 

②  教科書・指導書データの作成 
理科については実験観察などに複雑な図やイラストが求められるため、インデザインに

よる最終的なデータ作成は編集チームに任せ、ワード（文書作成ソフトウェア）により第 1
ドラフトを作成した。 
 
 
【3-4】パイロット校で継続的な授業実施を通して第 2 ドラフトを検証する(第 2 次検証) 

（2017年 2月～2018年 11月） 

 教科書・指導書の第 2 次検証は、各学年パイロット教員、 TBW、カリキュラム職員、専

門家が合同で実施した。2017 年（3・4 年生）は 2 月下旬から 11 月末まで、2018 年（5・6
年生）は、2 月から 11 月末までパイロット校のパイロット教員が教科書・指導書の第 2 ド

ラフトを使って授業を行った。算数・理科ワーキンググループは、この期間、パイロット校

を訪問して検証を行った。詳細は「【3-5】いくつかの単元・授業を選択し、パイロット校で

授業観察を実施する」にまとめて記載する。 
 
【3-5】いくつかの単元・授業を選択し、パイロット校で授業観察を実施する(活動 4-2 で

開発する授業観察シ一トを使用する) (第 2次検証) （2017年 2月～2018年 11月） 

<2017 年（3・4 年生）> 
 3・4 年生の検証にあたっては、算数・理科ワーキンググループが 2017 年 3 月～11 月の間
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に 6 回、各 7 日間程度の期間を使い、全てのパイロット校のパイロット教員の授業を以下

の日程でモニタリングした。 
 

表 II-18. パイロット校での授業観察スケジュール 
算数・理科合同モニタリング 
第 1 回：3 月 3 日〜21 日  
第 2 回：4 月 24 日〜5 月 3 日 
第 3 回：5 月 24 日〜6 月 2 日 
第 4 回：7 月 26 日〜8 月 2 日 
第 5 回：10 月 2 日〜11 日 
第 6 回：11 月 21 日〜28 日 

 
授業観察には、当初は成果 4 で開発した授業観察シートを使用したが、C/P が授業観察の

ポイントを把握した後は、どのように教科書と指導書を改訂するかを直接教科書・指導書へ

記載するようにした。授業観察終了後に、C/P とパイロット教員で改訂点について協議した。

視察した授業の板書は全て写真撮影し、指導書の改訂に活用した。 
パイロット校での検証授業が進むに従い、定期的に全てのパイロット教員を招聘して、6

回の検証フィードバックワークショップを開催した。パイロット教員が授業観察シートに

記載した授業の実施記録と、プロジェクトの定期モニタリング記録をワークショップで吟

味し、全ての授業を検証し、必要な修正作業を行った。しかしながら、パイロット教員の理

解不足で教え方を間違えたり、教科書・指導書の誤植が検証授業の適切な実施を妨げたりし、

十分に検証ができなかった授業があった。 
2017 年のモニタリングにおいては、教科書・指導書そのものの課題よりも、パイロット

教員の力量に由来する課題が大きくクローズアップされた。教授方法の問題は前述したと

おりであるが、検証開始時にはパイロット教員の多くが、指導書を事前に十分に読んでおら

ず、教科書だけで独自の方法で授業を行ってしまうなどの問題も発生した 27。また児童への

発問も、正答が発表されたらそこで解説を打ち切り、間違えた理由や他の解法を検証しない

授業も多かった。これらの問題の改善方法として、2017 年 11 月末までに終了しなかった 30
授業を検証するため、1 週間のマイクロティーチング検証ワークショップを行った。パイロ

ット教員が教員役、ワーキンググループメンバーが児童役を務めるマイクロティーチング

により 30 授業の妥当性を検証した。 
 
 
 
 
 

 

                                                   
27 完全に誤った内容を教えていたため、専門家が授業の打ち切りを指示し、児童にフォローアップの授業

を行ったこともあった。 
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表 II-19.  3・4 年生の第 2 次検証に関するワークショップ一覧 
ワークショップ概要 日程（全て 2017 年） 
検証フィードバックワークショップ 
場所:  
各学年 1 日 
（算数・理科合同） 

第 1 回 3 月 23 日、24 日 
第 2 回 5 月 4 日、5 日 
第 3 回 6 月 1 日、2 日 
第 4 回 8 月 3 日、4 日 
第 5 回 10 月 12 日、13 日 
第 6 回 11 月 28 日、29 

マイクロティーチング検証ワークショップ 12 月 10 日〜16 日 
 
<2018 年（5・6 年生）> 

2018 年の教科書・指導書の第 2 次検証は、教育省がプロジェクトの C/P 予算を準備がで

きたことから、2017 年の 12 月に実施したマイクロティーチングによる検証ワークショップ

と同様の内容で以下のような日程で実施した。2018 年は、モニタリングで実際に視察でき

た授業数は、3・4 学年分の半分であったが、本マイクロティーチングワークショップを通

じて 5・6 学年の全授業を集中して検証することができた。 
 

表 II-20.  5・6 年生の第 2 次検証に関するワークショップ一覧 
ワークショップ概要 算数（全て 2018 年） 理科（全て 2018 年） 
マイクロティーチング

検証ワークショップ 
第 1 回：4 月 7 日〜14 日 
第 2 回：5 月 27 日〜6 月 1 日 
第 3 回：6 月 24 日〜18 日 
第 4 回：8 月 19 日〜24 日 

第 1 回：4 月 7 日〜14 日 
第 2 回：6 月 24 日〜6 月 18 日 
第 3 回：9 月 16 日〜22 日 
 

 
具体的なマイクロティーチング検証ワークショップの手順を次に示す。まず、教科書・指

導書のドラフトを配布し、パイロット教員の担当授業を決め、前夜までにパイロット教員が

授業準備を行う。当日は参加者が児童役となり授業を実施し、その後、教科書・指導書の修

正点について議論する。これにより、TBW が直接授業の流れを確認し、教科書・指導書の

誤植の修正、教員が間違えやすい点の指導書（Teacher’s note）への反映、実際の板書をもと

にして実践的な板書計画を開発することが可能となった。この時点でおおよその修正が完

了するため、学習内容に関しての最終校正・組版前の最終化作業は概ね軽微な修正のみでよ

く、より多くの時間が必要となったイラスト作成や組版などの工程を前倒しできた利点も

ある。またマイクロティーチング授業後に、パイロット教員が正しい教科知識や想定される

指導方法を TBW や専門家から確認することができ、現職教員研修としての効果もあった。

これによりパイロット教員は適切に検証授業を行えるようになり、モニタリングやエンド

ライン調査（EL）よる効果測定などの信頼性も向上した。 
当初検証がうまくいかなかった理由の多くは実技スキルに由来する。例えば、算数・図形

の単元で、三角定規、コンパス、分度器を適切に使用できない。理科ではメスシリンダーの

目盛りが読めない教員が多かった。図表、グラフの読み取りに難儀している教員も散見され
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た。そのため検証ワークショップで実技指導を行うこととなった。可能な限りこれらの指導

法・取扱方法は指導書に記載するようにしたが、実技スキルの不足を全て指導書で補うこと

は難しい。そのためマイクロティーチングによる検証を、パイロット校での検証に先立ち実

施するようにした。 
 
 
【3-6】 活勤 3-4と活動 3-5の第 2次検証の結果をもとに、第 2ドラフトを修正する（2017

年 4月～2019年 11月） 

専門家の指導のもとで、算数・理科ワーキンググループは、教科書・指導書の最終確認・

修正作業を行った。全ての授業とその内容を確認し、修正すべき点を修正した。修正作業は、

個別指導、インハウスワークショップ、1 週間の泊まり込みで夜間まで作業を行う集中ワー

クショップで進めた。カリキュラム職員は本来業務で多忙であったが、下表のワークショッ

プには必ず参加して貢献した。 
 

表 II-21. 教科書・指導書最終化ワークショップ日程 
ワークショップ概

要 
3・4 学年（算数・理科） 
（全て 2018 年） 

5・6 学年（算数・理科） 
（全て 2019 年） 

日程 第 1 回：7 月 8 日〜14 日 
第 2 回：9 月 23 日〜29 日 
第 3 回：10 月 14 日〜20 日 
 

第 1 回：6 月 30 日〜7 月 14 日 
第 2 回：8 月 11 日〜24 日 
第 3 回：9 月 18 日〜10 月 2 日 
第 4 回：10 月 17 日～10 月 26 日 
第 5 回：11 月 9 日～11 月 17 日 

 
なお教科ごとの特記事項は以下のとおりである。 

 
<算数> 
授業の流れの記載方法や全ての語彙（ごい）の統一、単元の目的とシラバスとの整合性に

ついて確認した。修正されたものを印刷して TBW と専門家が再度全て読み返し、細かなミ

スについて修正する作業を繰り返した。特に、授業の流れの記載については、教員が行うこ

とや発問、予想される子どもの反応をそのまま交互に書くことで、教員が読めばある程度授

業の流れが分かるような記載にした。 
 
<理科> 

TBW と専門家が相互レビューを行った。例えば専門家が検証結果をふまえて修正を施し

た 2 次原稿であれば TBW がレビューし、そのフィードバックを再度専門家が検討し修正し

た。TBW が修正した 2 次原稿については、専門家がレビューし、そのフィードバックを TBW
が確認して修正作業を行った。レイアウトについては、当初は算数と類似のものを使ってい

たが、理科教科書自体が探究活動のプロセス（授業の流れ）に従って構成されているため、

教科書の内容と授業の流れが対比されて記載されていた方がわかりやすいとのコメントが

あり、2 次検証を経て変更することとした。 
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【3-7】編集・校正を行う（2017年 7月～2019年 11月） 

編集・校正活動 

最終ドラフトが完成した単元ごとに、教科書開発専門家と編集担当 C/P からなる編集チ

ームにデータを送り、最終校正と組版（DTP 作業）を行った。編集チームは、分量、配列、

写真・イラスト、誤記などの確認をし、課題のある場合は、TBW へフィードバックした。

教科書と指導書のデザイン（色やフォントなど）については、日本のデザイナーが案を複数

作成し、C/P と協議して最終的な決定をした。 
写真やイラストについては、PNG は地域によって文化や民族が異なるため、公平性の観

点から各地域からバランスよくイラストや写真が選定されるよう配慮した。特に、PNG 固

有の生物種や地方環境の写真は、JICA の環境保護プロジェクト、青年海外協力隊理数科隊

員、NGO、PNG 在住カメラマンから提供を受けた。さらに教科書内に配置されるキャラク

ターに関しても、ジェンダーバランスに配慮し男女の偏りがないようにした。 
前述したように、算数では当初専門家が DTP 用ソフトウェアを使い作業をしていたが、

TBW への技術移転を進め、2017 年 9 月頃から TBW と専門家、デザイナーで作業分担して

作業を進めた。これにより、プロジェクト終了後の簡単な修正作業がTBWで可能となった。

英語校正は、TBW の中で特に英語力に秀でている TBW と CDD の校正担当職員が担当し、

PNG の教員と児童が理解しやすい英語となった。 
 
承認活動 
上記の編集・校正活動の終わった後に、教育省による最終承認課程を通す活動を行った。

カリキュラムパネル会議では、教科書・指導書の最終ドラフトを全て確認し、改訂箇所の指

示がだされた。特にカリキュラムパネルが注力し確認したことは、編集と校正作業である。

主な改定事項は、教科内容がシラバスに沿っているか、記載内容が正しいか、単語や文章が

学年に適しているか、誤字脱字、単語の統一、記号が正しく使用されているか、写真・イラ

ストが適しているか、配置場所が適切か、など非常に細かい点まで精査した。算数・理科ワ

ーキンググループは、指示に従って改訂した教科書・指導書を再度カリキュラムパネルに提

出する作業を繰り返し、最終的な承認を得た。その際には、教科書・指導書の校正ポイント

をまとめ、校正作業を徹底したことで、C/P の校正技術も高めることができた。 
第 3 学年と第 4 学年の校正作業は、カリキュラムパネル会議が事前に行われていたにも

かかわらず、最終段階での全ての校正と精査を再び行うなど効率が悪かった。この点を反

省し、第 5 学年と第 6 学年では年に 4 回開催された教科書・指導書の最終化ワークショッ

プにカリキュラムメンバーを招聘し、事前に確認を行った。カリキュラムパネルメンバー

が会議の前に訂正点を指示できたことで、第 5 学年と第 6 学年のカリキュラムパネル会議

では、効率的に確認作業が行われた。 
 

カリキュラムパネル会議の変遷 
このカリキュラムパネル会議は、CDD が作成するシラバス・教員ガイドなどの質を担

保ために存在するが、プロジェクトの開始前は詳しい議論は行われず、形だけの承認会議
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であった。しかし、JICA の本邦研修で鳴門教育大学修士課程を修了したカリキュラム担

当ダイレクターにより改革が行われた。CDD 幹部と上級職員がカリキュラムパネルメン

バーとなり、責任を持って質を担保するという強い意志の下で会議が実施されるように

なった。 
カリキュラムパネルは、教科書・指導書を精査し、会議の回数を重ねる度にその会議の

質が向上し、より細かな改訂の指示も出されるようになった。例えば 1 冊の教科書を精

査するカリキュラムパネル会議は 5 日間を要し、改訂版の承認にも 3 日間を要した。 
プロジェクトにとっては、想像以上に忍耐のいる承認課程となったが、教育省の組織強

化という点においてカリキュラムパネル会議の質の強化に大きな貢献ができた。参加し

た C/P の説明能力と改訂能力も高まり、教科書開発に重要な技術移転ができた。 

 
カリキュラムパネル会議で承認された教科書・指導書は、教科アドバイザリー委員会に提

出され、その承認後に教育省カリキュラム審議会で最終承認を得る。第 3 学年と第 4 学年

の教科書・指導書は 2018 年 10 月に教科アドバイザリー委員会で承認を得たのち、2019 年

5 月にカリキュラム審議会で承認を得た。第 5 学年と第 6 学年の教科書・指導書について

は、2019 年 11 月に教科アドバイザリー委員会で承認を得たのち、同月にカリキュラム審議

会で承認を得た。 
  

表 II-22. 教科書・指導書承認活動日程 
承認会議 3・4 学年（算数・理科） 5・6 学年（算数・理科） 
カリキュラムパ

ネル 

2017 年 4 月 
2018 年 6 月 
2018 年 9 月 
2019 年 1 月 
2019 年 2 月 
2019 年 4 月 
(算数・理科同時に提出) 

2019 年 6 月 (算数) 
2019 年 7 月（算数） 
2019 年 8 月（算数） 
2019 年 9 月 (理科) 
2019 年 10 月（算数/理科） 
2019 年 11 月 (算数/理科） 

教科アドバイザ

リー委員会 
2018 年 10 月（ドラフト版

の承認） 
2019 年 11 月 

教育省カリキュ

ラム審議会 
2019 年 5 月 2019 年 11 月 

 
【3-8】適切な時期にパイロット校を含めたベースライン調査とエンドライン調査を実施す

る（2017年 2月、11月、2018 年 2月、11月、2019年 2～3月） 

ベースライン（BL）調査とエンドライン（EL）調査について、2017 年に 3・4 学年を対

象にした第 1 次調査、2018 年に 5・6 学年を対象にした第 2 次調査を実施した。調査では

新教科書と教員用指導書の効果について使用前・使用後、使用した場合としなかった場合

の違いを確認した。対象児童と教員の現状や算数に関する意識調査も合わせて調査した。

調査時期と対象となる学年の概要を図 II-3 に示した。 
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図 II-3.パイロット校での新教科書の利用と BL/EL 調査スケジュール 

 
調査対象は、NCDとセントラル州のパイロット校10校とノンパイロット校3校を選んだ。

実施時期は、パイロット校での新教科書ドラフトを使用する前にベースライン調査を、新

教科書を使用後にエンドライン調査を行った。具体的には第 1 次調査は、ベースライン調

査を 2017 年 2 月、エンドライン調査を 2017 年 11 月下旬に行った。パイロット校での検証

授業の実施が遅れていたために、エンドライン調査を 11 月下旬としたが、学年末のため学

校に来ない児童も多く、調査の有効回答者数がベースライン調査時と比較して減ってしま

った。そのため、第 2 次調査では、エンドライン調査を 2018 年 11 月上旬に実施した。調

査には、算数と理科の対象学年の内容について、記述式の理解度テストを使用した。ベース

ライン調査では、前学年までの既習事項を問う問題とし、エンドライン調査は新教科書に

より新たに学んだ内容までを問題に入れた。ベースラインとエンドラインでは問題の難易

度が異なるために、得点を標準化して比較した。 
ベースライン・エンドライン調査の結果、生徒にも教員にも新教科書・指導書を活用す

ることで、その学習到達度に正の効果がみられることが確認された。テスト結果の概略は、

「III-1. 開発援助委員会（DAC28）評価クライテリアに基づくレビュー、(4) インパクト」に

記載したので参照されたい。調査の結果、児童の理解が進まなかった点など、新教科書・指

導書の改訂が必要と判明した事項については適宜反映させた。 
 

成果 4：「教員が教科書の使い方を学ぶためのオリエンテーション教材が開発される」に関

する活動 

成果 2-3 で開発された教科書や教員用指導書が、学校教育現場に導入・実践されるために

は、現職教員が新しい教科書・指導書の使い方を、研修等を通じて正しく理解することが肝

要である。そのためにプロジェクトでは、まず現職教員が新しい教科書・指導書の使い方を

学ぶためのオリエンテ一ション教材（研修教材）を以下のように開発した。成果 4 の活動概

要を図 II-4 に示す。 

                                                   
28 Development Assistance Committee 



理数科教育の質の改善プロジェクト          
 
 

 34  – 事業完了報告書 – 
 

 
図 II-4. オリエンテーション教材開発の概要 

 
【4-1】活動 1-2の（b）に基づいて、教員が教科書の使い方を理解するためのオリエンテ一

ション教材を検討する。（2016年 3月、8月、その後必要に応じて改定） 

オリエンテーション教材を活用する新教科書の導入研修は、プロジェクト終了後に教育

省の主導により実施される予定であるが、教材開

発にあたり、まずその研修の実施戦略や枠組みの

構築について、成果 1 の「教科書の導入のための

戦略と計画」の一部として、教育省と検討・計画

した。 
当初は全国の約 3500 校もの小学校を対象とす

ることから、カスケード型の研修を想定していた

が、2017 年まで教育省はプロジェクト予算を計上

することができず、研修実施予算の不足が懸念さ

れることから、2017 年に各学校での校内研修を中

心とした研修の実施方法に切り替えた 29。導入研修の概要を表 II-24 に示す。 
 
 
 

                                                   
29 教育省からは予算が確保できれば、カスケード型の研修も行いたい旨の意見がある。現在の校内研修で

はトレーナー研修（Training of Trainers: TOT）はビデオ教材の自主視聴に依存しており、その効果は限ら

れる。そのため TOT ができるのであれば、同じ内容の研修をカスケードで実施することが望ましい。 

図 II-5. 新教科書導入研修イメージ 
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表 II-23. 新教科書の導入研修の概要 
項目 概要 
期間 国家/州現職教員研修（National In-Service Training/ PIST: Provincial In-Service 

Training: NIST）週の研修として 3.5 日間実施する。または、各校で毎週半日

ずつ時間をとり 7 週間かけて行う。 
研修方法 校内研修（教育省より各学校に研修ビデオを含む教材を送付し、州教育省が

校内研修をモニタリングする） 
目的 1. 参加者が新しい教科書と指導書の内容を理解する。 

2. 参加者が、新しい教科書と指導書を活用して適切に授業を準備し、教えて

児童を評価できる。 
トレーナー 各校 3-4 人（研修内容の指導事項は、ビデオ・教材を参照する）  
参加者  各校の全教員 

 
【4-2】授業において、教員の教科書の使い方をチェックするための授業観察シ一トを開発

する。（2016年 11月、2017年 3月） 

オリエンテーション教材の開発に先立ち、教員の教科書の使い方をチェックするための

授業観察シ一トを、他国の授業観察シートや PNG の国家教員能力基準などを参照しながら

ワーキンググループメンバーと開発した。観察シートは、新教科書の検証作業に活用するた

め、教員の能力評価ではなく検証する教科書と指導書の改善点に重点をおく内容とした。観

察ポイントは、1) 児童の学び、2) 授業デザイン、3) 教授法、4) 教材、の大きく 4 つのカ

テゴリーに分け、合計 18 の観察項目を設定した。各観察項目は 3 段階のルーブリックを作

成し、段階的に評価できるようにした。それぞれのカテゴリーにフィードバック欄も設け、

教科書や授業を厳密に採点するというよりは、教科書・指導書改善のための気づきを多く記

入しフィードバックに活かせるようにした。これらのポイントの解説やシートの使い方を

示したガイドラインに取りまとめた。 
 

【4-3】活動 3-5の検証において、活動 4-2で開発した授業観察シ一トを試行し、改善する。

（2017 年 2～3月） 

2017 年 2 月のパイロット校教員向け研修で授業観察シートについて演習を行い、パイロ

ット校教員にも自己評価と教材改善のフィードバックを記入してもらうことを狙った。し

かし、パイロット校教員が日々の授業を記録していくことは、内容的にも習慣的にも難しく、

フィードバックの回収率は芳しくなかった。そのため、授業観察シ一トは、教科書執筆者が

パイロット校にモニタリングに行った際に、授業観察のポイントに慣れるまで活用し、教科

書・指導書の改善に役立てた。また、オリエンテーション教材に収録する授業観察シートは、

校長や教員が教科書・指導書に沿った授業ができているか確認するものとして、気軽に扱え

るよう大幅に簡略化して収録することとした。 
 

【4-4】成果 3 の検証結果や教材をもとに、オリエンテ一ション教材を開発する。（2017 年

7月～2018年 3月） 

4-1 で検討した枠組みや、授業観察の結果得られた知見をもとに、2017 年後半より新教科
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書の導入研修で活用するオリエンテーション教材を開発した。開発にあたっては、以下の点

に留意した。 
 

1) 選択可能な研修内容 
研修種別 A と B に分けた教員向けの 3.5 日間の全ての研修内容を以下に記載する。すぐ

に研修できない学校もあることを予想し、研修内容を新教科書・指導書の使い方など「A：

必ず事前に研修して欲しい内容」と、指導方法や学習評価、継続的な校内研修の計画など

「B：後からゆっくりと学んでいって良い内容」に分け、最低限前者の内容を半日間の研修

で習得できるように研修プログラムを開発した。最終的な研修モジュールの概要は下表の

とおりである。 
 

表 II-24. 研修モジュール一覧 
研修種別 ユニット名 日数 モジュール名 
A：教員

研修（簡

易研修

用） 

1. 国定教科書と

指導書の概要 
0.5 日  1-1 研修オリエンテーション 

1-2 国定教科書と指導書のコンセプト 
1-3 理科国定教科書と指導書の特徴と内容 
1-4 算数国定教科書と指導書の特徴と内容 

B：教員

研修（フ

ル研修

用） 

2. SBC と国定教科

書 
0.5 日  2-1. SBC と国定教科書  

2-2. SBC シラバスと理数科教科書の関係 
3. 国定教科書と

指導書の活用（理

科） 

0.5 日  3-1. 指導書の授業デザイン（理科） 
3-2. 国定教科書を使った生徒の学び（理科） 
3-3. 教授法・指導法（理科） 

0.5 日  3-4. マイクロティーチング準備（理科） 
3-5. マイクロティーチングによる授業演習（理科） 

3. 国定教科書と

指導書の活用（算

数） 

0.5 日 3-6. 指導書の授業デザイン（算数） 
3-7. 国定教科書を使った生徒の学び（算数） 
3-8. 教授法・指導法（算数） 

0.5 日 3-9. マイクロティーチング準備（算数） 
3-10. マイクロティーチングによる授業演習（算

数） 
4. 未来に向けて 0.5 日 4-1. 校内研修計画づくり 

4-2. よくある質問 
C：トレ

ーナー研

修 

5. 研修管理者向

けオリエンテーシ

ョン 

0.5 日 5-1. 州教育局職員の役割（州対象研修のみ） 
5-2. 校内トレーナーの役割（ビデオ研修のみ） 
5-3. コース運営（ビデオ研修のみ） 

 
2) 未来につながる研修 
研修では、教科書・指導書を単に紹介するだけでなく、教員が実際の授業内容を向上させ

ることを目的とした。そのため上述した授業観察シ一卜の試行で確認された学習評価や指

導方法、教材活用などの弱点を克服するために、指導書や教科書をどう活用していけばよい

のか教科書の検証作業で有効性が認められたマイクロティーチングを通して、理解・演習で

きるようにした。最後に本研修を契機として、校内で指導書を活用して継続した学びの機会

を計画するようにした。 



理数科教育の質の改善プロジェクト          
 
 

 37  – 事業完了報告書 – 
 

3) 視聴覚教材の活用 

4-1 で述べたように予算の制約上トレーナー研修が実施できない場合を想定し、校内研修

のトレーナーは比較的簡単に研修を実施できるようにしておく必要がある。そのためオリ

エンテーション教材には、研修トレーナー用と受講

者用の 2 種類の印刷教材だけでなく、教育省のトレ

ーナーが動画で研修内容の説明や活動の指示を行う

研修ビデオを視聴覚教材として加えた。PNG では先

行協力である EQUITV プロジェクトの成果により、

各学校での視聴覚教材（テレビ・DVD）を活用でき

る環境が比較的進んでおり、その活用が期待できる。

また、新教科書を活用した授業風景をビデオで見る

ことにより、教員が具体的に新教科書を活用した指

導方法などを理解できるようにした。オリエンテー

ション教材パッケージの構成を下表に示す。 
 

表 II-25. オリエンテーション教材パッケージの構成 
教材種別 内容 備考 
研修トレーナ
ー用教材 

 各研修モジュール授業案、スライド 
 教材（受講者向け教材のコピー） 

DVD にて各校に 2020 年
に配布予定 

研修受講者用
教材 

 各モジュールの説明文 
 ワークシート、練習問題等 

1 校 10 冊を 2020 年に配
布予定 

視聴覚教材
（DVD） 

 研修トレーナー向けの各研修モジュール
データ 

 各モジュールの解説入りビデオ 

各校に配布 

 

4) 関係者の知見を集めた教材 
オリエンテーション教材の開発にあたっては、理数科の教科書執筆者 7 人、カリキュラム

開発局職員 4 人が参加し、新教科書・指導書を研修教材として有効に活用するようにし、教

科ごとの重要な点を漏れなく盛り込めるようにした。その他、教師教育局職員 3 人も参加

し、今後の研修実施をスムーズに行えるようにした。E ラーニング局職員 2 人は、ビデオ教

材の撮影・編集を担当した。実際の学校現場の意見として、NCD の視学官やパイロット校

教員からも教材内容についての助言を得た。 
 
【4-5】オリエンテ一ション教材を試行し、改善する。（2018年 3月） 

2018 年 3 月にパイロット校教員を対象に、オリエンテーション教材のドラフトを活用し

た簡易研修を実施し、その結果を受けてオリエンテーション教材を改定した。研修の前にワ

ーキンググループメンバーで、内容をまず見直し、その後、研修モジュール開発者がトレー

ナーとなり、パイロット校の教員に対して研修を実施した。ページ番号等の教材の不備など

の指摘があったが、概ね研修内容、教材、トレーナーの教え方の 3 点とも高く評価された。

参加者の各モジュールの理解度も、多少の個人差はあるが概ね高かった。 
 

研修ビデオより、面積の比較方

法を試行錯誤する児童 



理数科教育の質の改善プロジェクト          
 
 

 38  – 事業完了報告書 – 
 

【4-6】 活動 4-3 で作成した授業観察シ一トと合わせてオリエンテ一ション教材を最終化

する。（2018年 3月～2019年 11月） 

 上述のパイロット校教員対象研修の知見や、JCC、ステアリング委員会からの助言などを

反映し、普及ワーキンググループメンバーが集まり 2018 年 8 月にオリエンテ一ション教材

の最終化ワークショップを実施した。ワークショップでは、最終的なモジュールの調整の他、

索引や序文なども作成してほぼ最終版とした。その後、カリキュラム開発局内の校正を行い、

2019 年 2 月に最終化した。ただし、カリキュラムパネルより 5・6 学年の教科書の最終化に

沿ったオリエンテーションキットの若干の改訂を指示したために、11 月に作業を行い最終

版を作成した。その最終化した教材を使用して、研修で活用するビデオ教材を 2018 年 12 月

から 2019 年 11 月にかけて開発した。オリエンテーションキットとビデオは、11 月末に開

催されたステアリング委員会で承認された。 
 

II-1-4. 研修・セミナー・ワークショップ一覧 
プロジェクトが実施した主な研修・セミナー・ワークショップと参加者数、時期は以下

のとおりである。 
 

表 II-26. 主な研修・セミナー・ワークショップ 

 主要活動 主な参加者 参加者数
（人/日） 時期 

1 プロジェクト開始・計画策定ワ
ークショップ 

教育省幹部、TBW、CDD
職員 37 2016 年

3 月 
2 PNG にとってベストな教科書開

発セミナー 
算数・理科ワーキンググ

ループ 106 2016 年
3-4 月 

3 カリキュラム分析ワークショッ
プ 

算数・理科ワーキンググ
ループ 64 2016 年

5-6 月 
4 

教科書開発ワークショップ 1 算数・理科ワーキンググ
ループ 113 2016 年

6-7 月 
5 教科書導入のための戦略計画ワ

ークショップ 1 
導入戦略・計画ワーキン

ググループ 30 2016 年
7 月 

6 教育省・DNPM 幹部プロジェク
ト紹介セミナー 教育省・DNPM 幹部、 14 2016 年

8 月 
7 

教科書開発ワークショップ 2 算数・理科ワーキンググ
ループ 40 2016 年

8 月 
8 教科書導入のための戦略計画策

定ワークショップ 2 
導入戦略・計画ワーキン

ググループ 9 2016 年
8 月 

9 授業観察シート開発ワークショ
ップ 普及ワーキンググループ 16 2016 年

11 月 
10 鳴門教育大学研修発表セミナー TBW、CDD 職員 32 2016 年

12 月 
11 パイロット校校長向けオリエン

テーション パイロット校校長 22 2017 年
2 月 

12 パイロット教員研修 
パイロット教員 200 2017 年

2 月 
13 教科書検証ワークショップ（3・

4 年）1 
算数・理科ワーキンググ
ループ、パイロット教員 66 2017 年

4 月 



理数科教育の質の改善プロジェクト          
 
 

 39  – 事業完了報告書 – 
 

 主要活動 主な参加者 参加者数
（人/日） 時期 

14 教科書開発ワークショップ 3 算数・理科ワーキンググ
ループ 37 2017 年

4 月 
15 モニタリングフィードバックワ

ークショップ 1 
算数・理科ワーキンググ
ループ、パイロット教員 36 2017 年

4 月 
16 教科書検証ワークショップ（3・

4 年）2 
算数・理科ワーキンググ
ループ、パイロット教員 46 2017 年

5 月 
17 モニタリングフィードバックワ

ークショップ 2 
算数・理科ワーキンググ
ループ、パイロット教員 49 2017 年

5 月 
18 オリエンテーション教材開発ワ

ークショップ 
算数・理科ワーキンググ
ループ、パイロット教員 9 2017 年

7 月 
19 モニタリングフィードバックワ

ークショップ 3 
算数・理科ワーキンググ
ループ、パイロット教員 17 2017 年

8 月 
20 教科書検証ワークショップ（3・

4 年） 3 
算数・理科ワーキンググ
ループ、パイロット教員 37 2017 年

8 月 
21 モニタリングフィードバックワ

ークショップ 
算数・理科ワーキンググ
ループ、パイロット教員 76 2017 年

10 月 
22 教科書検証ワークショップ（3・

4 年） 4 
算数・理科ワーキンググ
ループ、パイロット教員 111 2017 年

10 月 
23 エンドライン調査ワークショッ

プ TBW、CDD 職員 34 2017 年
11 月 

24 教科書検証ワークショップ（3・
4 年） 5 

算数・理科ワーキンググ
ループ、パイロット教員 99 2017 年

11 月 
25 教科書政策検討会議 1 CDD 職員 4 2017 年

11 月 
26 教科書検証ワークショップ（5・

6 年） 1 
算数・理科ワーキンググ
ループ、パイロット教員 225 2017 年

12 月 
27 STEM 30教育セミナー TBW、CDD 職員 147 2018 年

2 月 
28 ベースライン調査ワークショッ

プ TBW、CDD 職員 21 2018 年
3 月 

29 オリエンテーション教材パイロ
ット研修 

普及ワーキンググルー
プ、パイロット教員 185 2018 年

3 月 
30 オリエンテーション教材改定ワ

ークショップ 普及ワーキンググループ 24 2018 年
3 月 

31 
教科書政策検討会議 2 CDD 職員 7 2018 年

3 月 
32 ベースライン調査フィードバッ

クワークショップ TBW、CDD 職員 92 2018 年
4 月 

33 教科書検証ワークショップ（5・
6 年） 2 

算数・理科ワーキンググ
ループ、パイロット教員 270 2018 年

4 月 
34 

教科書開発ワークショップ 4 算数・理科ワーキンググ
ループ 42 2018 年

5 月 
35 教科書検証ワークショップ（5・

6 年） 3 
 

算数・理科ワーキンググ
ループ、パイロット教員 130 2018 年

7 月 

                                                   
30 Science, Technology, Engineering and Mathematics 
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 主要活動 主な参加者 参加者数
（人/日） 時期 

36 オリエンテーション教材改定ワ
ークショップ 普及ワーキンググループ 160 2018 年

8 月 
37 

教科書政策検討会 3 CDD 職員 9 2018 年
8 月 

38 教科書導入のための戦略計画セ
ミナー 

教育省幹部、導入戦略・
計画ワーキンググループ 38 2018 年

8 月 
39 教科書検証ワークショップ

（5・6 年） 4 
算数・理科ワーキンググ
ループ、パイロット教員 130 2018 年

8 月 
40 モニタリングフィードバックワ

ークショップ 4 
算数・理科ワーキンググ
ループ、パイロット教員 48 2018 年

9 月 
41 教科書検証ワークショップ

（5・6 年） 5 
算数・理科ワーキンググ
ループ、パイロット教員 180 2018 年

9 月 
42 3・4 学年教科書最終化ワークシ

ョップ 1 
算数・理科ワーキンググ
ループ、パイロット教員 155 2018 年

9 月 
43 3・4 学年教科書最終化ワークシ

ョップ 2 
算数・理科ワーキンググ
ループ、パイロット教員 175 2018 年

11 月 
44 エンドライン調査フィードバッ

クワークショップ TBW、CDD 職員 92 2018 年
11 月 

45 エンドライン調査教員対象ワー
クショップ TBW、CDD 職員 47 2018 年

11 月 
46 

教科書政策検討会議 4 CDD 職員 4 2019 年
2 月 

47 3・4 学年教科書最終化編集・校
正ワークショップ 1 TBW、CDD 職員 21 2019年

3 月 

48 3・4 学年教科書最終化編集・校
正ワークショップ 2 TBW、CDD 職員 78 2019年

4 月 

49 
理科ワーキンググループ 5・6
学年教科書最終化ワークショッ
プ 1 

理科ワーキンググループ 35 2019年
5 月 

50 
算数ワーキンググループ 5・6
学年教科書最終化ワークショッ
プ 2 

算数ワーキンググループ 9 2019年
7 月 

51 
理科ワーキンググループ 5・6
学年教科書最終化ワークショッ
プ 1 

理科ワーキンググループ 25 2019年
7 月 

52 5・6 学年教科書最終化ワークシ
ョップ 1 TBW、CDD 職員 280 2019年

7 月 

53 5・6 学年教科書最終化ワークシ
ョップ 2 TBW、CDD 職員 266 2019年

8 月 

54 5・6 学年教科書最終化ワークシ
ョップ 3 TBW、CDD 職員 280 2019年

9 月 

55 5・6 学年教科書最終化ワークシ
ョップ 4 TBW、CDD 職員 250 2019年

10 月 

56 5・6 学年教科書最終化ワークシ
ョップ 5 TBW、CDD 職員 165 2019年

11 月 
研修・セミナー・ワークショップ参

加人数の合計  4,896  
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II-1-5. プロジェクト成果品一覧 

プロジェクトは、上記の活動を通じて以下の技術協力成果品を開発した。 
 

表 II-27. プロジェクト成果品一覧 
成果品 想定する使用者 概要 

教科書普及のた

めの戦略と計画 教育省職員 
開発した理数科教科書を、普及していくため

に、教育省の各部局が今後実施していくべき戦

略と活動をまとめた計画書。 
教科内容を理解

しやすい教科書 
小学校児童 
(3～6 年生) 

算数と理科の 2 教科において、3～6 年生の 4 学

年、合計 8 冊。 
教科内容を教授

しやすい指導書 
小学校教員 

 
算数と理科の 2 教科において、3～6 年生の 4 学

年、合計 8 冊。 
教科書の使い方

を学ぶオリエン

テーション教材 

州視学官等のト

レーナー 
小学校教員 

開発した理数科教科書・指導書の使い方を学ぶ

研修教材。教員向け印刷研修教材の他、トレー

ナー用ガイド、研修ビデオの電子データも含

む。 
  
 また、業務計画書、モニタリングシート、本報告書などのプロジェクト管理に関する報

告書類の加えた一覧を、「添付資料 2. プロジェクト成果品一覧」に取りまとめた。 
 

II-2.  プロジェクトの達成度 

II-2-1. 成果とその指標 

(1) 成果 1：教科書の導入のための戦略と計画が策定される 

成果 1 に関する活動を実施した結果、成果 1 の指標は全て達成した。 
 

表 II-28. 成果 1 の達成度 
指標（達成度） 実績 

活動 1-2 の 5 分野（印刷

配布、現職教員研修、教

員養成、啓発とモニタ

リング、学習評価シス

テム）を含む教科書普

及にかかる戦略と計画

が完成している。  
（達成度：100%） 

教科書の導入のための戦略と計画については、2016 年に第 1 版

を策定し、JCC で協議し承認された。その後、印刷・配布コス

トやオリエンテーション教材の活用法などで計画に変更のあ

った部分や、本邦研修などの活動で得た知見を反映させて 2017
年 11 月に第 2 版に改定した。また、2018 年には、国定教科書

の開発や改定に関する政策についての計画も追加した。その

後、プロジェクトの上位目標達成に直接関連する提言と、それ

以外を明確にして最終版とし、2019 年 11 月のステアリング委

員会にて承認された。 
 
(2) 成果 2：SBC に沿った教科書の第 1ドラフトが完成する 

成果 2 に関する活動を実施した結果、成果 2 の指標は全て達成した。 
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表 II-29. 成果 2 の達成度 
指標（達成度） 実績 

G3 から G6 の教科書の

ドラフトが提出されて

いる。  
（達成度：100%） 

2016 年にシラバスをもとに理科と算数の年間指導計画を策定

した。その計画をもとに、算数・理科の教科書・指導書の第 1
ドラフトを開発した。第 3・4 学年のドラフトは 2017 年 3 月〜

10 月に、第 5・6 学年のドラフトは 2018 年 3 月〜10 月に完成

した部分からステアリング委員会に提出された。 
 

(3) 成果 3：教員・生徒にとって使いやすい教科書・指導書が完成する 

成果 3 に関する活動を実施した結果、成果 3 の指標は全て達成した。 
 

表 II-30. 成果 3 の達成度 
指標（達成度） 実績 

質の検証に関する記録

が提出され、その検証

結果が最終版教科書に

反映されている。 
（達成度：100%） 

第 1 次検証は、第 1 ドラフトの教科書・指導書を専門家と TBW
が読み込み、マイクロティーチングを行ったりもしながら、不

備の判明した箇所を修正した。 
第 2 次検証は、パイロット校 10 校で 2017 年の年間を通じて 3・
4 年生分を、2018 年は年間を通じて 5・6 年生分を行った。定期

的にパイロット校教員を集めたフィードバック会議や TBW に

よる授業観察を通じて改善点を記録し、教科書の改定に活用し

た。2018 年からはフィードバック会議の際に「教科書・指導書

の検証ワークショップ」も一緒に開催した。パイロット校教員

が学校で授業をする前に、ワークショップでマイクロティーチ

ングを経験することで、教科書・指導書への教員の理解が深ま

り、より効果的なフィードバックを得ることができるようにな

った。また、最終ドラフトをカリキュラム開発局職員や教科書

執筆者が参加する 1 週間（3・4 学年）と 2 週間（5・6 学年）の

「教科書最終化ワークショップ」にて最終確認と改訂を行っ

た。ワークショップでは、検証結果をもとに教科書と指導書の

最終改訂箇所の記録を取り、その記録をもとに最終化を行っ

た。開発された最終ドラフトは、カリキュラムパネルに提出し

た。全てのページが確認され改善点が議事録に記録され、その

指示に沿って改訂が行われ最終版が完成した。 
 

 

(4) 成果 4：教員が教科書の使い方を学ぶオリエンテーション教材が開発される 

成果 4 に関する活動を実施した結果、成果 4 の指標は全て達成した。 
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表 II-31. 成果 4 の達成度 
指標（達成度） 実績 

オリエンテーション教

材が完成している。 
（達成度：100%） 

教科書導入のための戦略と計画の研修計画、パイロット校での

モニタリングに使用した授業観察シートの観点、開発した教科

書・指導書をもとに、オリエンテーション教材を 2017 年 7 月か

ら 2018 年 3 月かけてドラフトした。2018 年 3 月にパイロット

校教員を対象に教材を試行し、そこで得られた知見や JCC での

コメントを反映し、より活用しやすい教材となるよう 2019 年 3
月までに改訂を終えた。また、2018 年 12 月～2019 年 3 月にか

けて、完成したオリエンテーション教材に沿って、研修ビデオ

教材を開発した。2019 年 8 月〜11 月には、CDD の校正者によ

る正式な校正が行われるとともに、教科書・指導書の最終承認

過程で発生した変更や追加箇所について、オリエンテーション

教材と研修ビデオ教材の該当部分を改訂し最終化した。 
2019 年 11 月のステアリング委員会で承認が行われ、印刷の

許可が出された。 
 
II-2-2 プロジェクト目標の達成度 

プロジェクト目標：教育省が理数科の教科書・指導書を全国に導入するための準備が整う 

プロジェクトでは、開発した理数科教科書・指導書の全国導入に向けて、教育省カリキュ

ラム審議会による承認、印刷・配布の予算の確保、教員研修戦略・教材の開発を行った。そ

れらの準備と今後の印刷・配布計画について、2018 年と 2019 年の全国教育幹部会議(Senior 
Officers Conference: SEOC)でプロジェクト担当第一次官補と本プロジェクト総括が共有した。 
下表のとおり、指標は達成した。 
 

表 II-32. プロジェクト目標の達成度 
指標（達成度） 実績 

1. 教科書がカリキ

ュラム審議会に

提出されている。 
（達成度：100%） 

2017 年よりカリキュラム開発局の質の確保委員会のカリキュラムパネ

ルに、ドラフト教科書・指導書を提出し、コメントをうけて改訂した。

その後、教育省の教材の承認機関である教科アドバイザリー委員会、カ

リキュラム審議会に順次提出し、3・4 年生の最終版が 2019 年 5 月に、

DTP に出す前のデザイン以外の内容が確定した 5・6 年生の最終版も同

様に承認を得た。承認プロセスの概要は以下のとおり。 
 

承認プロセス 3・4 年生 5・6 年生 
カリキュラムパネル 2017 年 4 月 

2018 年 6 月 
2018 年 9 月 
2019 年 1 月 
2019 年 2 月 
2019 年 4 月 
(算数・理科同時

に提出) 

2019 年 6 月 (算数) 
2019 年 7 月（算数） 
2019 年 8 月（算数） 
2019 年 9 月 (理科) 
2019 年 10 月（算数/理科） 
2019年 11月 (算数/理科） 
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教科アドバイザリー

委員会 
2018 年 10 月 2019 年 11 月 

カリキュラム審議会 
 

2019 年 5 月 2019 年 11 月 
 

2. 教科書印刷・配布

の予算が申請さ

れている。 
（達成度：100%） 

DNPM へ予算確保のための啓発を 2016 年 8 月から行い、教育省の予算

申請への支援も継続した。教科書の導入のための戦略と計画の改訂版

や、SBC ポジションペーパーなどの関連する政策文書が教育省で作成

され、そこで算出した印刷・配布予算を教育省幹部とともに DNPM な

どへ説明し、予算確保の啓発を行った。その結果、2019 年度予算につ

いて教育省は、プロジェクト経費として、カリキュラム開発予算 1000
万キナ、QUIS-ME プロジェクト関連予算として 500 万キナ、教材開発

予算として 200 万キナを計上した。これらの予算は 5 カ年計画として、

2023 年まで毎年同額の計上が計画されている。加えて、日本の無償資

金協力による「経済社会開発計画」の一環として「基準達成型カリキュ

ラムに沿った初等国定教科書・指導書の全国配布」のための資金が供与

される見込みであり、開発した教科書・指導書（生徒への貸与方式）の

印刷・配布費用の予算は確保されたと言える。 
3. 教員研修戦略、プ

ログラム、オリエ

ンテーション教

材が完成してい

る。 
（達成度：100%） 

教員研修戦略をドラフトし、「教科書の導入戦略と計画」に記載した。

JICA と教育省の協議の結果、想定する研修方式をカスケード式研修か

ら校内研修を中心としたものへと改め、上記戦略も改定した。変更は

2017 年 9 月の第 2 回 JCC で報告され、承認された。 
研修プログラムを含むオリエンテーション教材を 2017 年 7 月からドラ

フトし、2018 年 3 月の検証ワークショップや関係者の意見をもとに改

訂を加え、最終化作業を行った。DVD 教材も E ラーニング局と開発し、

オリエンテーション教材として 2019 年 3 月に完成させた。その後、2019
年 9 月にカリキュラムパネルから、教科書・指導書の変更と追加に合わ

せた修正を指示され対応を行い 2019 年 11 月にステアリング委員会で

承認された。 
 

 

II-3. PDM の変遷 

プロジェクト期間中に、3 回の PDM 改訂を行った。改定日とその理由を下表に示す。詳

細については、添付資料 3 の PDM の変遷を参照のこと。 
 

表 II-33. PDM の改訂 
回 改定日 改定理由 
1 2018 年 3 月 23 日  3・4 年生の教科書・指導書開発の経験から、5・6 年生の教科

書・指導書の最終化、編集、校正により時間がかかると予想

されたため、プロジェクト期間を延長した。 
 実際に行っているベースライン・エンドライン調査が PDM

上の活動になかったため追加した。 
 組織名の変更、教材名の統一、文法上の間違いについて記載

を修正した。 
2 2019 年 1 月 28 日  3・4 年生の教科書・指導書開発の最終化の経験から、写真、

図表、イラストなどをドラフト原稿（ワードファイル）から、

DTP 原稿（インデザインファイル）へ変換する作業に想定以

上の時間がかかると判明したため、プロジェクト期間を延長

した。 
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 上位目標の指標数値について、プロジェクトの活動結果をふ

まえて、第 4 回 JCC にて下記のように決定し、指標数値を

PDM に組み込んだ。 
 
 84%の公立初等学校に理数科の教科書・指導書が配布さ

れる。 
 90%の PNG の教員が教科書・指導書を受け取り、それら

を授業や授業の準備などに活用する。 
3 2019 年 6 月 28 日  教科書・指導書の承認プロセスに関し、教育省より通常の承

認プロセスとは別の新たなプロセスを追加し、より緻密に内

容の確認作業を行いたいとの申し入れがあったため、プロジ

ェクト期間を延長した。 

 

II-4. その他 

II-4-1. 環境社会配慮 

JICA のガイドラインによれば、本プロジェクトは社会環境配慮に関しては、カテゴリー

C に分類されるため本項目は特に配慮する必要はない。 
 

II-4-2. ジェンダー・平和構築・貧困削減への配慮 

プロジェクト副ダイレクターをはじめ、ステアリング委員会メンバー、カリキュラムパネ

ルメンバー、教科書執筆者など中心 C/P の約半数が女性であり、ジェンダーのバランスのと

れた実施体制を構築した。教科書と指導書を開発する際に、児童や教員の写真とイラストを

男女バランスのとれたものにしたり、配置にも男女が交互になるように配慮したりした。

PGN 内の様々な地域性を考慮した内容や表現（生徒のイラストなど）を選定した。 
本プロジェクトでは、平和構築・貧困削減に配慮するような活動は予定されていなかった。 

 
II-4-3. その他の重要事項 

プロジェクトに関連し影響を与える他の JICA プロジェクトや、C/P・他ドナー・民間セク

ター・NGO などの活動について以下に示す。 
 
(1) 国別研修「教材の質の改善」 

PNG 基礎教育分野では、本プロジェクトの他に、C/P である CDD 職員を中心として、カ

リキュラム改定と教科書開発について知見を身に付けた人材の育成を目的として、国別研

修「教材の質の改善」（2014 ～2019 年、短期・長期）が実施されている。特に教科書開発

に関する実践的な知見を身に付けることに主眼を置く短期研修では、2016 年 10～12 月に本

プロジェクトの CDD 職員と TBW が第 2 バッチ研修員として派遣され、鳴門教育大学にお

いて指導を受けながら教科書・指導書の一部単元の執筆を進めた。2017 年 5 月には鳴門教

育大学の教官が PNG を訪問し、第 2 バッチ研修員と他の C/P に対し、現地の状況にあった

教科書・指導書の作成方法についてさらに知見を深めた。2017 年 10～12 月には、8 人の第

2 バッチ研修員が再度訪日し鳴門教育大学での研修を受講した。本研修を通じて C/P が教科

書と指導書の開発を進めたことで、教科書・指導書開発作業の効率性が上がったこと、鳴門

教育大学の教授から教科書へ改善提案があり質の向上につながったことにより、本プロジ
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ェクトへ良い影響があった。 
長期研修では、CDD から 3 人のカリキュラム職員が派遣され、修士課程の終了後は CDD

に戻り、プロジェクト活動に参加した。これらの帰国研修員はカリキュラム、算数、理科に

ついて研究しており、教科書の開発と承認の活動に大きく貢献した。特に 1 人は CDD 局長

の片腕となるカリキュラムダイレクターとなり、プロジェクトマネジメントにおいてもリ

ーダーシップを発揮した。 
 
(2) JICA教育政策アドバイザー 

2016 年 9 月から 2018 年 9 月まで、個別専門家の教育政策アドバイザーが教育省に配属さ

れた。本プロジェクトは、同専門家と緊密に連携し、教育省内でのプロジェクト活動や、教

科書の印刷・研修の予算確保のために「教育のためのグローバルパートナーシップ」（Global 
Partnership for Educatio: GPE:）の紹介などのアドボカシー活動を支援した。特に 2019 年のロ

ーカルコスト予算の承認にあたっては、同アドバイザーの申請書類の作成支援や、教育省内

での調整活動と DNPM と財務省に派遣された JICA 開発アドバイザーの支援が大きな助力

となった。 
 

(3) 青年海外協力隊、他の JICAプロジェクト 

教科書開発において、特に理科では PNG 固有の生物や環境などの写真を多く掲載する必

要がある。プロジェクト独自の資料収集に加えて、PNG 全土に派遣されている青年海外協

力隊の理数科隊員と連携し、隊員の任地で撮影した生物などの写真を提供してもらい、効率

的に資料収集を進めた。また、JICA 保護区政策強化プロジェクトから、多くの固有種の生

物写真を、JICA 気候変動対策のための PNG 森林資源情報管理システムの活用に関する能力

向上プロジェクトからは、教科書のコラムで使用する PNG の森林面積を記載した地図の無

償提供を受けた。 
 
(4) トレイド・パシフィック社 

トレイド・パシフィック（Treid Pacific）社は、PNG の教材開発・印刷会社である。教育

省は、QUIS-ME プロジェクトの教科書が学校に届くまでの教材として同社と契約を結び、

小学校用の英語・算数・理科の教科書を開発・印刷・配布する計画であった。教育省は、こ

の教科書が配布された場合は、副教材と位置づけて本プロジェクトで開発する教科書を国

定教科書とする次官通達を準備し、新教科書と共に配布することを決めた。 
ただし、2018 年に短期間で開発された教科書案の内容は十分に SBC に準じておらず、記

載内容にも誤記がみられ、指導書も開発されていない。加えて、契約に検証費用が含まれて

いなかったことから、トレイド・パシフィック社は検証・改訂を行う費用を教育省に申請し

たが教育省は支払いを拒否した。そのため、開発された教科書案は承認されておらず、教育

省はこれらの教材の配布を中止する予定である。 
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Ⅲ. 合同レビューの結果 

III-1. 開発援助委員会評価クライテリアに基づくレビュー 

 

(1) 妥当性：やや高い 

相手国の開発政策との整合性に関しては、PNG 政府は、SBC 導入のためのシラバス、教

員用指導書、教科書の開発を進めており、本プロジェクトでは、そのうち 3 年生から 6 年生

の理科と算数について教科書と指導書の開発を支援した。PNG の NEP 2015-2019 年版では、

「学習」の章に、シラバス、教員用指導書、生徒用教材の開発戦略が記載されている。基礎

教育完全普及計画 2010-2019 年版（Universal Basic Education Plan 2010-2019: UBE Plan）にも、

「教育の質の改善」の章に、全ての基礎学校と小学校への教材の配布を、重要な活動の一つ

として位置づけている。開発中の国家カリキュラムの枠組みの中で、英語・算数・理科が SBC
の優先教科と記載されている。2017 年 6 月に発表された教育省の SBC ポジションペーパー

では、国定教科書としての位置づけが明確に示され、その SBC 導入戦略も、基本的にプロ

ジェクトの「教科書導入のための戦略と計画」と考えを同じくするものである。これらのこ

とから、本プロジェクトの開始時点と変わりなく、PNG の政策と合致しているといえる。 
日本の援助政策に関して、日本の対 PNG 向け国別開発協力方針（2017 年）には、「社会

サービスの向上」に関して、国民の生活水準向上のため、「初等教育の教科書開発への支援」

に重点を置き、「質の高い教育」への貢献を進めることが掲げられている。2015 年に改定さ

れた外務省の ODA 大綱には、重点課題の一つである「質の高い成長とそれを通じた貧困撲

滅」を支援するために、「万人のための質の高い教育」を支援することが示されている。2015
年に採択された国連の「持続可能な開発目標」では、目標 4 に「すべての人に包摂的かつ公

正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進する」ことを掲げており、日本政府もそ

の達成に積極的に取り組んでいる。本プロジェクトにより開発される「質の高い」教科書を、

教育省が全国へ配布することで、PNG の全生徒に「質の高い」教育を提供できる。これら

のことから、本プロジェクトは日本の援助政策とも合致しているといえる。 
現地の開発ニーズとの整合性に関しては、PNG 政府は SBC の導入を進めているが、学校

レベルで生徒が活用できる教材は不足しており、実際の授業に SBC のコンセプトを反映す

ることが、教員にとっても生徒にとっても困難な状況にある。そのために、SBC に沿った教

科書や指導書の導入には、非常に強い学校現場からのニーズがある。 
プロジェクト計画やアプローチの適切性に関しては、プロジェクト立案時には、教育省が

独自に基礎学校の教科書を開発する計画があり、PNG 教育省と日本の民間会社との間で

MOU が結ばれる計画 31であったため、本プロジェクトでは 1、2 学年を除外し、3 学年から

の教科書開発を行った。その時点のアプローチとして、妥当性は高かったといえる。しかし、

教育省による基礎学校の教科書開発は遅れ、2019 年にやっと開発予算が計上され、いまだ

開発の途上にある。そのため、当面は開発した 3 学年からの教科書が配布されても、それら

の生徒は本来学んでいるべき既習事項を学んでいない可能性がある。この点について、JICA
の案件形成時に、既に民間企業が PNG 政府との間で MOU を結ぶ計画が具体化していたた

め、JICA 技プロでは 3 学年からの開発を行うこととしたが、本来であれば基礎学校から順

                                                   
31 その後、実際に 2015 年 7 月に MOU が結ばれた。 
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に教科書・指導書を開発していくアプローチがより適していたと言える。 
これらのことから、妥当性はやや高いとした。 
 

(2) 有効性：高い 

有効性に関しては、プロジェクト期間中に順調に各成果を達成し、「教育省が理数科の教

科書・指導書を全国に導入するための準備が整えられる」というプロジェクト目標の各指標

を達成した。 
成果 2 で教科書を開発する活動だけでなく、成果 3 で実際のパイロット校での検証活動

の授業を行った結果、教科書・指導書の質が向上し、パイロット校の生徒の学力も向上した。

それらの活動状況や、開発した教科書・指導書の有効性を教育省がよりよく理解することで、

教科書・指導書の質が保証され、カリキュラム審議会（Board of Study）での承認につながっ

た。 
当初、2016 年と 2017 年のプロジェクトのローカルコストは全く PNG 政府側で計上され

ておらず、C/P の出張経費などに影響が出た。しかし、成果 1 の教科書の導入戦略と計画を

教育省と策定することで、国定教科書としての位置づけやその開発・改定プロセス、カリキ

ュラム、教員研修や評価とも一貫性のある教科書となる必要性、そのために準備するべき予

算額について、教育省の理解が進んだ。そして、教育省の JICA 教育政策アドバイザーの協

力もあり、算出したプロジェクトローカルコストや印刷・配布予算を、教育省幹部は財務省

や DNPM などへの説明し、2018 年には 200 万キナのプロジェクトローカルコストが予算計

上された。さらに 2019 年度は、経常経費とは別に、カリキュラム開発予算 1000 万キナ、研

修教材印刷費などの QUIS-ME プロジェクト関連予算として 500 万キナ、教材開発予算とし

て 200 万キナが計上された。これらの予算は 5 カ年計画として、2023 年まで毎年同額の計

上が計画されている。このように先方の予算確保へのコミットの改善がみられ、先方政府の

予算状況という外部要因に左右されるところがあるものの、プロジェクトの有効性に貢献

した成果といえる。 
成果 4 では、学校レベルで教科書・指導書を活用した教え方に関する現職教員向けの研修

教材を作成し、教員研修戦略、プログラムも合わせて作成し、教科書が配布された後の活用

の準備として貢献した。研修教材の印刷・配布、研修実施予算も 2019 年予算に計上され、

より準備が進むことが期待される。 
このようにプロジェクト目標、成果指標を全て達成しており、有効性は高いといえる。 
 

(3) 効率性：中程度 

日本側の総事業費は、事前評価時点で約 5 億円との試算であったが、最終的な実績では

18%増加した。これは事前評価以降の計画段階で教育政策/援助協調専門家の追加や、教科専

門家の活動と人月が追加されたことによる。プロジェクト開始時点からの増加額は 6%で、

本邦研修や第三国研修、パイロット校教員への教科知識の研修などの新たな活動が追加さ

れた。プロジェクト開始後の事業費は、ほぼ予定どおりだったといえる。 
事業期間は当初 3 年間の予定であったが、上述したように教科書・指導書の印刷製本版を

より質の高いものにするために 9 カ月間を延長した。 
PNG 側の投入は、C/P や執務室などは予定どおり提供されたが、2016 年と 2017 年のロー
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カルコストは予算計上されず、C/P の出張などに制限が生じた。しかし、諸経費がかからな

いように首都でプロジェクト活動を行うなどの工夫をし、大きな活動の遅れを予防した。ま

た、プロジェクトからの働きかけの結果、PNG 側の 2018 年と 2019 年のローカルコスト予

算は承認・執行され、効率性への悪影響はなかった。 
一部、当初計画からの増額や期間延長、先方政府の投入不足も見られたが、実際の活動に

必要な投入を行い、その結果プロジェクト目標を達成し、最終受益者の初等学校教員 1.7 万
人、初等学校児童 67.5 万人が今後受益することを考慮すると、効率性は中程度と判断した。 
 
(4) インパクト：高い 

インパクトについては、上位目標の達成見込みとその他の波及効果とを総合して判断す

る。上位目標が達成される見込みは高いと予想されるが、スーパーゴールの達成のためには、

追加的な外部条件も必要になると考えられる。詳細は、「IV-1. 上位目標達成の見込み」に記

載したので参照されたい。 
次に波及効果の一つとして、スーパーゴールである生徒の学力向上に対する見込みを紹

介する。新教科書・指導書を使用したパイロット校と、使用していないノンパイロット校の

教員・生徒の学習成果をテストで計測したところ、算数では教員・生徒ともにベースライン

調査時は同じかノンパイロット校の成績が上であったが、新教科書を使った授業を 1 年間

続けた結果、パイロット校の教員・生徒ともに成績が統計的に有意にノンパイロット校より

向上した。理科では 6 学年 32のパイロット校とノンパイロット校で生徒の成績を比較した。

算数と同様に、パイロット校の成績が統計的に有意にノンパイロット校より向上した。 
 

     

                                                   
32 3 学年から 5 学年の理科については、旧カリキュラムと新カリキュラムで、教える内容が大きく異なる

ため、単純な比較ができない。 
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図 III-1. パイロット校・ノンパイロット校の算数テストの比較 
 

 
 
図 III-3 のように理科に関してもパイロット校では、新教科書を活用した授業を続けた結

果、ベースラインでは TIMSS の国際標準の平均点を大きく下回っていたが、エンドライン

では国際水準の平均点と同程度または平均点を超えるようになった。これらのことから、新

教科書・指導書を教員が活用して授業を行えば、生徒の学力が向上する可能性が示唆された。 
その他の波及効果として、以下のような事項が見られた。 

 日本人専門家からシラバス、NCSF に助言を行い、PNG 側のカリキュラムと教科書・指

導書に一貫性をもたらした。 
 JICA 教育政策アドバイザーの支援の下、学習評価の改革や、カリキュラム政策面での

裏付け、現職教員研修、教員養成課程、モニタリングとの一貫性など、プロジェクトで

提言してきた戦略を多く取り入れた SBC ポジションペーパーを教育省は教科書導入戦

略として策定した。 

図 III-3. パイロット校の理科テストの比較 

図 III-2. パイロット校・ノンパイロット校   

生徒の理科テストの比較（6 学年）

n=4
n=9 
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 2017 年に教育省が実施した SBC 導入研修では、プロジェクトで開発した教科書やオリ

エンテーション教材の一部が活用された。 
これらのことから、インパクトの発現の見込みは高いと予想される。 
 

(5) 持続性：中程度 

政策面では、プロジェクトの策定する「教科書の導入のための戦略と計画」の 1 章として

「教科書の改訂と開発政策と組織編成を含む持続的計画」が立案された。それを受けて、

2018 年 8 月には NCSF に国定教科書の記載を追加し、国定教科書政策案を作成した。また、

国定教科書と指導書の導入と活用を指示する次官通達を全ての学校に送る計画である。制

度面では、前述したように教科書開発の他、印刷配布、現職教員研修、教員養成、啓発とモ

ニタリング、学習評価システムの 5 分野を含んだ教科書普及に必要な活動戦略と計画を、関

係部局と共に立案し、一部の活動を関係部局と共に実施した。 
実施機関の体制面では、教科書執筆者は、当初 8 人であったが、12 人に増員された。そ

のうち 3 人が中等教育の理数科のカリキュラム委員会委員に選抜され、カリキュラム開発

局は基礎学校から中学校まで一貫して同教科の部署が担当するように組織を改革する予定

である。そのため、中等教育カリキュラムと初等教育カリキュラムの一貫性が保証されるこ

ととなった。プロジェクト終了後は、教科書執筆者の少なくとも 3 人をカリキュラム開発局

職員として雇用し、残りの教科書執筆者は教員養成校の教官として活用することを教育省

は検討している。これにより、教科書の改訂作業を引き続き継続していく知見がカリキュラ

ム開発局の組織内に残るとともに、PNG 各州にある教員養成校に教科書執筆者がいること

で、新教科書を新任教員へ普及させ、現職教員への普及の核として活用することも可能にな

る。プロジェクトの提言を受けて、カリキュラム開発局は出版課を創設し、教科書の開発や

改訂のための編集者（英語校正者）やイラストレーターが増員され、教科書・指導書の開発

や改訂を継続していく体制が整いつつある。 
技術面では、当初、能力不足を危惧された教科書執筆者であるが、専門家が教科書案を提

示し、教科書執筆者がそれを PNG のコンテクストに沿って改訂するというプロセスを踏む

ことによって、徐々に教科書開発能力の向上が見られ、パイロット校教員向けの研修でもト

レーナーを務めることができた。パイロット校でのモニタリング活動を通じて、教科知識を

増やし授業の流れを分析する力が向上し、自分たちで教材の改訂すべき事項について議論

できるようになってきた。その結果、開発される教科書の質も向上している。自分たちの教

科書開発の手法について、SEOC、JCC やステアリング委員会で発表できるようになり、技

術面での持続性も徐々に向上してきたといえる。ただし、開発した教科書の改訂ではなく、

新しい学年や他教科の教科書開発には、教科知識に加えて適した教授法の知見もいまだ不

十分である。 
教科書の質の担保を担うカリキュラムパネルは、本プロジェクトを通じて活動が本格化

し機能と役割が明確になった。メンバーは、忍耐強く編集・校正について協議ができるよう

になった。専門家や算数・理科ワーキンググループリーダーに対しても PNG の児童と教員

が理解しやすい、使いやすい教科書と指導書になるように問題点と改訂方法をはっきりと

伝え、よい議論ができるようになった。今後の改訂作業や他の教科の教科書や教材のパネル

においても今回の経験が十分に活用できるといえる。 
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本プロジェクトを通じて C/P は、教科書開発の技術が向上したこと、また、何よりも彼ら

のオーナーシップが育ったことは、今後の活動の持続性に大きな期待を持てる。 
財務面では、前述のようにプロジェクトのローカルコストが PNG 側で予算化されない事

態が続いていたが、2018 年度以降は、カリキュラム開発予算、QUIS-ME プロジェクト関連

予算、教材開発予算が確保され財務面でも、持続性向上の兆しがみられる。 
これらを総合的に判断すると、概ね持続性の見通しは立っているが、教育省による普及に

必要な活動戦略と計画の実施や、2020 年以降の財務面などの不透明な点もあるため、持続

性は中程度と判断した。 
 

III-2. 実施や結果に影響した要因 

III-2-1. 貢献要因 

(1) 必要に応じた C/P の配属 

教科書執筆者にはほぼ異動がなく、欠員の補充が速やかに行われたこと、当初予定してい

た人数でのマンパワー不足への対応として、追加で 4 人が追加されたことは、教科書開発業

務の速やかな実施につながった。 
 
(2) 教科書の印刷・配布や教員研修の予算の確保 

教科書の印刷・配布や教員研修の予算を確保するために、DNPM への啓発活動や同省職

員の JCC やステアリング委員会への招待などの予算確保活動を教育省と協働して行い、同

省の予算書提出の際にプロジェクトからも支援した。これらの活動の結果、2018 年以降は

プロジェクト関連予算の計上が継続している。 
 
III-2-2. 阻害要因 

(1) プロジェクトローカルコストの確保 

PNG 側のプロジェクトローカルコストは、2016 年と 2017 年の 2 年間は計上されなかっ

た。そのため、C/P の地方出張や、地方の協力者の招聘などに支障が生じた。プロジェクト

では、NCD 周辺での活動や、全国各地からではなく NCD 周辺の教員を TBW として採用す

るなど、経済的な代替案を模索し対応した。 
 
(2) カリキュラム上流部分の開発の遅れ 

教科書の開発に先行して作られているべき NCSF やシラバスの開発が遅れていたため、

プロジェクトから支援をする必要があった。特に理科はドラフトシラバスの内容に問題が

多く、その修正に多くの時間を割く必要があり、教科書開発が遅れる一因となった。NCSF
はシラバスよりも開発が遅れ、そのためプロジェクトでは、NCSF の理科・算数のカリキュ

ラム部分について注意深くモニタリングし、開発している教科書・指導書と一貫した内容と

なるよう、必要に応じて支援を行う必要があった。 
 
(3) 基礎学校（就学前、1年生、2年生）の教科書が未開発 

教育省の学制改革の告知とその実施の遅れのため、基礎学校（就学前、1 年生、2 年生）

の教科書が未開発である。これは前期小学校課程の生徒の学習準備段階に影響を及ぼす可
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能性がある。3 年生の教科書に、基礎学校の内容の復習を多めに盛り込むことで、プロジェ

クトは対応したが、応急措置であることは否めない。本来であれば基礎学校で新カリキュラ

ムに沿った教科書を学んだ生徒が小学校の新教科書で学ぶことが望ましい。 
 
(4) 教員・生徒の教科知識の不足 

 ベースライン調査の結果、教員・生徒ともに、教科知識の深刻な不足が認められた。上記

の基礎学校の教科書がないこととも関連して、すでに習得しているべき既習事項を生徒が

知らないことは、新しい内容を学ぶうえで大きな障害になり、教員の知識不足は正しい内容

を教えられないという大きな問題となる。新教科書の 3 学年では復習の時間を多めにとり、

教員向けの補足情報を指導書に多めに入れるなどの対策を講じたが、根本的な対策が必要

な事項である。教員養成校のカリキュラムで、教科知識を強化する、教員が 1 年生から学年

を順番に繰り上がりで教えることで、全ての学習内容を教員が順に理解できるようにする

などが考えられる。 
 
 
III-3. リスク管理の結果に関する評価 

III-3-1.リスク管理の結果 

プロジェクトの PDM に記載された外部条件と前提条件に加え、プロジェクト実施中に確

認されたリスク事象を、予防・軽減策、実施された対応策とともに以下に記載した。 
表 III-1. リスク管理の結果 

 リスク事象 予防・軽減策 プロジェクト行った対応策 教育省が行った対応策 

1 

C/P の異動 異動があった場合は、
速やかに新しい人材を
募集する。 
C/P の行う業務と職位
を CDD の組織内に内
包する。 

教育省に教科書執筆者の補
職員の補充・増員、業務・
職位の CDD への内包化を
働きかけた。 

2016 年に教科書執筆者

職員を補充・増員した。 
出版課を新設し、校正、

イラスト作成要員を増員

した。 
教科書執筆者を CDD 職

員、教員養成校講師とし

て継続雇用する。 

2 

教科書の印
刷・配布、
教員研修の
予算の確保 

DNPM への啓発活動
などの予算確保活動を
行う。 
教育省の予算書提出を
支援する。 

ステアリング委員会や JCC
などに DNPM 職員、財務
省幹部を招聘し教科書の重
要性を啓発した。 
JICA 教育政策アドバイザ
ーと 2018～2019 年度予算
申請書類の作成を支援し
た。 
DNPM と財務省に配属の
JICA 専門家を通じて予算
確保のフォローアップを行
った。 
無償資金協力による教科書
配布を支援した。 
 
 
 

2018～2019 年度に必要
なプロジェクト予算を申
請した。2018 年はプロ
ジェクト予算に 200 万キ
ナが、2019 年は 500 万
キナが承認された。加え
て 2019 年は教材開発費
が 200 万キナ計上され
た。これらの予算は 5 カ
年計画で 2023 年まで毎
年支出される計画であ
る。 
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 リスク事象 予防・軽減策 プロジェクト行った対応策 教育省が行った対応策 

3 

モニタリン
グ体制が整
備され、継
続して授業
を改善する
体制が機能
している必
要性 

教科書と指導書が学校
に届いた後は、以下の
3 点のモニタリングが
必要となる。 
1) 教科書・指導書の
配布状況 
2) 研修の実施状況 
3) 教科書・指導書の
活用状況 

学校査察局と協働して策定
した「教科書の導入のため
の戦略と計画」のモニタリ
ングの章に、左記のモニタ
リングの必要性を記載し
た。 

プロジェクトと協働して
策定した「教科書の導入
のための戦略と計画」の
モニタリングの章に、左
記のモニタリングの必要
性を記載した。 

4 

SBC と教科
書導入に関
する教育政
策の変更 

SBC と教科書導入に
関する教育政策に変更
がないか注意してモニ
タリングする。 

「教科書の導入のための戦
略と計画」の 1 章として国
定教科書に関する政策の策
定計画を記載し、その内容
を教育省幹部などへ啓発し
た。 

教育省は、本邦研修の知
見を活かし、国定教科書
開発が定着するための政
策の策定を予定してい
る。 

5 

NCSF と理
科・算数の
カリキュラ
ム（シラバ
ス）の最終
化 

NCSF と理科・算数の
カリキュラム（シラバ
ス）の作成状況につい
て、注意してモニタリ
ングする。 

NCSF と理科・算数のカリ
キュラム（シラバス）の作
成状況についてモニタリン
グし、問題のある部分につ
いて、教科専門家より修正
の助言を行った。 

2017～2018 年に、NCSF
とシラバス（国定教科書
はこの内容は準ずる）の
間で整合性をとるための
協議が行われ、シラバス
に合わせて、NCSF が改
定された。 

6 

基礎学校
（就学前、1
年生、2 年
生）の算数
と理科の教
科書が未開
発 

3 年生の教科書に、基
礎学校の内容の復習を
多めに盛り込む。基礎
学校への教科書導入に
ついて、注意してモニ
タリングする。 

3 年生の教科書に、基礎学
校の内容の復習の時間を多
めに盛り込み、教科書と指
導書を作成した。 
基礎学校の算数教科書開発
について、教育省にその重
要性を訴え、予算確保を働
きかけた。 

2019～2023 年の 5 年間
に、毎年 200 万キナの教
材開発予算が計上され
た。 

7 

基礎学校と
小学校を統
合し、1・
6・6 年制へ
の学制の変
更 

学制が変わった場合
は、その対策を講じ、
プロジェクトへの影響
を最小にできるよう
に、経緯を注意深くモ
ニタリングする。 

プロジェクト期間中に学制
の変更は生じなかった。 

教育省はもし学制が変わ
っても、カリキュラム内
容は変更しない方針を示
している。 

8 

教員・生徒
ともに、教
科知識の想
定以上の不
足 

新教科書では復習の時
間を多めにとり、教員
向けの補足情報を指導
書に多めに入れる。 

新教科書と指導書を左記の
ように開発した。 
教員養成校のカリキュラム
を、教科知識を強化できる
内容とするように JCC や
SEOC で教育省に提言し
た。 

特になし。 

 

 

III-3-2. 教訓活用の結果 

本プロジェクトの事前評価表に記載された教訓の活用結果を記載する。 
 

(1) 本案件への教訓 

本事業で支援する教材（教科書等）の全国配布に必要となる予算負担や配布・モニタリン
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グ方法について、計画段階において PNG 教育省やオーストラリア外務貿易省(Department of 
Foreign Affairs and Trade DFAT) などの関連ドナーと協議する。 
 
(2) 本案件での活用 

教科書・指導書の印刷・配布やモニタリング、研修などのプロジェクト後に必要な活動に

ついて、必要予算を含めた普及のための戦略・計画をプロジェクトの早期に教育省と共に協

議し策定した。その計画をもとに、プロジェクト期間中を通じ継続して、DNPM や財務省へ

予算確保の働きかけを行った。 
 
(3) 結果 

2018 年はプロジェクト予算に 200 万キナが、2019 年は 500 万キナが承認された。加えて

2019 年はカリキュラム開発費用が 1000 万キナ、教材開発費が 200 万キナ計上された。これ

らの予算は 5 カ年計画で 2023 年まで毎年支出される計画である。 
 
III-4. 教訓 

(1) 国定教科書・指導書の活用・定着までを見据えた長期戦略の立案 

 本プロジェクト目標は主に教科書・指導書を完成させることであるが、プロジェクト終了

後の上位目標である配布された教科書・指導書が学校で使われることを目指すのみならず、

その後に続く、教育の質の向上、引いては児童の学力の向上までの長期的な視野に立って、

現職教員研修の実施、モニタリング体制の構築、アセスメントの開発、教員養成校への導入、

そして教科書の改訂といった長期戦略・計画をプロジェクトの 1 年目に示した。このことに

より教育省は、必要な活動を具体的に認識するとともに、実施方法と必要な予算への認識を

深めることができ、プロジェクト終了後の予算確保を計画的に行うことができた。 
 
(2) 早期からの関連部局、省庁の戦略・予算計画策定への巻き込み 

上述の長期戦略・計画の策定にあたっては、教育省内の関連部局を巻き込み、それぞれの

役割への認識を深めた。このことによりプロジェクト終了後の各部局の実施する活動や役

割に共通の認識を得ることができた。さらに DNPM や財務省といった予算案の策定に重要

な役割を果たす関連省庁への啓発活動も教育省と共に 1 年目から継続して実施し、教育省

の予算請求への支援も継続して行った。このことにより、教育省はプロジェクト後半にはプ

ロジェクト関連予算を確保することができ、2019 年以降の 5 年間の予算支出計画が承認さ

れた。 
 
(3) カリキュラム上流の開発作業への提言と支援 

プロジェクトでの教科書開発を進める際に、上流に位置するシラバスや、カリキュラムフ

レームワークを無視して開発することはできない。プロジェクトのスコープ外ではあった

が、カリキュラム開発の根本に関わる事項であったため、教科書とそれらの上流のカリキュ

ラムに齟齬が出ないように、その開発状況を見守り、必要に応じてプロジェクトからも介入

を行った。このことにより、カリキュラムの上流から下流まで一貫した内容を保つことがで

き、教科書・指導書の承認が円滑に行われる結果となった。 
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(4) マイクロティーチングによる検証・改善作業の有効性 

活動の項目で述べたようにプロジェクトでは開発した教科書の検証・改定作業を行う際

に、ワークショップ形式でマイクロティーチングを行い、授業の流れや活動内容、板書案な

どの質を高めることができた。パイロット校での授業モニタリングは、児童の反応を見るこ

とができ、より多くの検証情報を得ることができる一方、非常に多くの時間がかかるため、

全ての授業をモニタリングすることはできず、あくまで一部の授業を参考にすることに留

まった。まる。一方、ワークショップ形式のマイクロティーチングでは、短時間での確認と

なるため、全ての授業をカバーすることができ、パイロット校教員の事前学習にもつながる。

児童の反応などを含めた追加の情報は、パイロット校教員から後々得ることもでき、このマ

イクロティーチングによる検証は非常に有用であった。 
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IV. プロジェクト終了後の上位目標達成に向けた対応 
IV-1. 上位目標達成の見込み 

上位目標達成のための PDM 上の因果関係は、プロジェクト目標「教育省が理数科の教科

書・指導書を全国に導入するための準備が整えられる」を達成した後に、その準備に基づい

て学校への印刷・配布が行われ、上位目標の「全国に配布された初等第 3〜6 学年の理数科

教科書・指導書が活用される」状態となるのは自然な流れであり、大きな乖離（かいり）は

ない。 
プロジェクト目標から上位目標に至るまでの外部条件は「C/P の異動がない」、「印刷・配

布の予算が確保され、教科書が印刷・配布される」、「遅延なく成果品の承認が得られる」と

いう 3 点であり、これらの外部要因の設定は適切である。さらに加えるならば、上位目標か

らスーパーゴールに至るまでの外部条件として現在設定されている「現職教員研修の予算

が確保され、研修が実施される」も、教科書・指導書の活用の仕方を学ぶ機会として、上位

目標達成のための外部条件として設定されるほうが適当であると思われる。 

 

(1) 指標 1.  84%の公立初等学校に理数科の教科書・指導書が配布される。 

 指標 1 の達成の見込みであるが、日本の無償資金協力による教科書・指導書の印刷・配布

が 2018 年のアジア太平洋経済協力会議（Asian Pacific Economic Cooperation Conference: APEC）
の際に決まっており、この協力によりほぼ指標が達成されることが見込まれる。一方、教科

書・指導書の配布が困難な僻地に 16％の学校が位置している。これらの学校へは、教員が

郡教育事務所まで出向いた際に、少しずつ運搬するなど時間をかけて行う必要があろう。し

かし、それを除く 84%の学校については、郡事務所からの運搬も比較的やりやすく教科書・

指導書が予定どおり配布されることが期待できる。 
 

(2) 指標 2.  90%の PNG の教員が教科書・指導書を受け取り、それらを授業や授業の準備な

どに活用する。 

指標 2 の達成の見込みであるが、教科書・指導書の配布が困難な僻地の学校の教員 10%
は、ヘリコプターで空輸するなどの多くの費用が追加されない限り、教科書・指導書を受け

取り活用するのに時間がかかると考えられる。しかし、それを除く 90%の教員については、

教育省の予算が確保され、必要な理科・算数教材の配布や、教科書・指導書の使い方に関す

るオリエンテーション研修の実施、活用を指示する次官通達の発出がなされる可能性が高

く、何らかの形で国定教科書・指導書を毎時間の授業で活用することは大いに期待できる。 
 このように教科書・指導書の配布後に上位目標が達成される見込みは高い。一方、教科書・

指導書を教員が効果的に継続して活用し、スーパーゴールの「指導書に沿って教科書を効果

的に使った授業が実施されることにより、理数科の生徒の学力が向上する」を達成するため

には、教科書導入のための戦略と計画に沿って、教育省が各種の活動を実施していく必要が

ある。例えば、国定教科書・指導書の内容に沿った現職教員研修の実施、学習評価の改革、

政策面での裏付け、教員養成課程への導入、啓発活動の継続などである。 
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IV-2.  上位目標達成に向けた PNG側の実施体制と計画 

プロジェクト終了後は、上位目標の達成に向けて、前述の教科書の導入のための戦略と計

画を粛々と実施していくこととなる。引き続き教育省の CDD が主な実施部署となるが、教

育省内の主要なステークホルダーを巻き込んで活動を実施していくことが重要である。教

科書の導入のための戦略と計画の主要なステークホルダーと役割を表 IV-1 に示した。カリ

キュラム担当副次官、第一次官補等の教育省幹部が先導して、複数部署に協力を呼びかけ、

CDD 局長が中心となり各活動を推進することが望まれる。 

 
表 IV-1. 教科書の導入のための戦略と計画の実施体制 

 戦略項目 ステージ 主要実施機関 副実施機関 
1 全体の運営管理 1～4 次 官 、 TMT, 

CDD 
TED, ELD, ID, PD, PPD33, 
MSD, GESD34, TSC35 

2 国定教科書の位置づけに関
する政策文書の策定 

1～4 CDD, PPD PD, ID, TED, ELD 

3 教科書・指導書の開発 1 CDD TED, ELD, ID, MSD 

4 新教科書にあった学習評価
手法の改善 

1 MSD, CDD  ID 

5 新教科書の印刷配布 2 PD, CDD,  ID, GESD, PDoE36 

6 新教科書を活用するための
現職教員研修 

3 TED, CDD PDoE, ELD, ID 

7 新教科書活用への教員養成
校の授業改善 

3 TED, CDD ELD, PD 

8 新教科書導入にともなうモ
ニタリングシステムの改善 

4 R&E, ID, CDD MSD, GESD, PDoE 

9 持続的な教科書の改訂に向
けた取り組み 

1～4 CDD, PPD, 
HROD, PD 

MSD 

 
 

IV-3.  PNG側への提言 

(1) 政策・制度面 

SBC に沿った新教科書開発の必要性は、いくつかの政策文書で言及されており、その政

策的裏付けには大きな問題はない。また 2017 年 6 月に出された SBC ポジションペーパー

では、国定教科書の位置づけも明確に示された。今後、教育法などの法令に記載されること

を目標に、必要な政策の策定も進んでいる。開発・印刷・配布を含む教科書政策の策定の際

には、本邦研修の知見を活かしたプロジェクトでドラフトした政策の活用が望まれる。 
教科別のシラバスは、教科書と一貫性のある内容で作成・配布された。しかし、その上流

に位置する PNG 全体の NCSF は、理数科以外のカリキュラム開発が未完了で、いまだ承認

されていない。早期の完成・配布が望まれる。 
 
                                                   
33 政策計画局: Policy and Planning Division  
34 一般教育サービス局: General Education Service Division 
35 教員サービス委員会: Teaching Service Commission 
36 州教育局: Provincial Division of Education 
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(2) 技術面 

プロジェクトは CDD と関連する教育省の職員に対し、教科書開発に関する技術移転を実

施した。TBW の能力も、ワークショップでの実験指導や DTP ソフトにより入稿ができるよ

うになるなど徐々に向上した。また、JCC でプロジェクトの進捗状況を報告するなど、事業

運営面の能力も向上した。一方、技術移転後の職員が本プロジェクトと関係の薄い部署・組

織へ異動することは、技術移転の効率性を損なうため、プロジェクト終了後も継続して勤務

することが期待される。 
新教科書の学校レベルでの活用のためには、教育省は多岐にわたる教科書の導入戦略・計

画を実行しなければならない。国定教科書に関する政策案の策定、オリエンテーション教材

の印刷予算の確保など、一部の環境整備をプロジェクト期間中に行ったが、教育省はプロジ

ェクト期間終了後、新教科書の活用、子供の学びの改善に向けた戦略の実施に責任をもって

取り組む必要がある。 
教員の教科知識のレベルが低いことは、PNG 教育分野の大きな課題である。本プロジェ

クトの成果 2 の頁で述べたように、パイロット教員が、教材・教具が正しく使えない、図表

やグラフの読み取りができないなどの実技スキルの不足も深刻な問題であった。新教科書

導入時には類似の問題が発生するだろうことは容易に推測できる。そのため現職教員研修、

教員養成などとの連携は今後の課題となる。この解決に向けて、新教科書と指導書は、教員

が使うことで教科知識を学べるよう設計されているため、教員の教科知識の向上に役立つ

ことが期待できる。加えて、教員向けに教科内容の教授法や教具活用の具体例を示すビデオ

教材を配布することも、教科書や指導書の効果的な活用に有用である。また教育省は教員養

成校の教官と生徒の教科専門知識を強化するために、その課程を改革することが期待され

る。将来の教員になる人材に対して、「教科書の導入のための戦略と計画」に記載している

ように、教員養成校の理数科のカリキュラムを見直し、シラバスと教科書で指導される教科

内容と教具活用の指導を行うことが望ましい。 
 
(3) 組織面 

教育省は、12 人の TBW をプロジェクトに配属し、教科書の執筆を行わせている。プロジ

ェクト終了後には、TBW を CDD 職員や教員養成校教官として雇用する方針を示しており、

現在 3 人の TBW がカリキュラム職員として増員される計画である。しかし、プロジェクト

で習得した教科書開発能力を、今後の教科書の開発や改訂に活かすために、さらに多くの

TBW がカリキュラム職員として増員されることが望ましい。 
教員養成校教官としてパプアニューギニア教育研修所（Papua New Guinea Education 

Institute: PNGEI）に TBW が配属された際も、今後の CDD での教科書開発への参加が望ま

れるため、CDD と TED 間で、TBW の有効な活用方法について議論することが望まれる。 
今後プロジェクトを通じて育成した貴重な人材が、教科書改訂やモニタリング、研修業務

で継続して活躍することは、技術面・組織面での持続性を語るうえで非常に重要である。 
CDD の出版課長（教科書校正担当）や、教科書デザイン担当者（イラストレーター）は、

現在プロジェクトと協働して活動しており、教科書開発に大きな力となっている。そのため、

プロジェクト終了後も同様の業務を続けられるようにする必要がある。教科書に使用する

写真を撮るカメラマンも CDD にはいないため、将来的には雇用することが望ましい。 
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理科教材に関しては、CDD 内に実験室を整備し、教科書の改訂の際にプロジェクトで購

入した実験器具などを継続して活用できるとよい。教育省から小学校に配布する理科教材

の購入に際しては、CDD が教材の選定を行い新教科書で使う教材を網羅することが望まし

い。 
新教科書・指導書の配布後は、CDD 職員の定常業務として、視学官と協働して定期的に

現場の小学校を訪れ、教科書の活用状況をモニタリングすることが望ましい。モニタリング

の結果、判明した大きな課題は次回の教科書改訂の際に活用する情報として記録し、誤植な

どがあった場合は、正誤表を配布するなどの措置を行う必要がある。 
CDD の業務の一環として、自分たちの手で開発した教科書・指導書の広報活動を加える

ことも重要である。カリキュラム職員が新聞記事やテレビメディアなどを通じて、国民や学

校に新教科書や指導書のすばらしさを伝えていくことが肝要になる。 
 
(4) 財政面 

前述のように 2018 年度、2019 年度の PNG 側教育省予算は承認され、財政面での持続性

が向上した。財務省や DNPM への啓発など、今後も同様に継続した予算確保を期待する。

実際の教科書の配布や活用の促進については、教育省が州や郡の教育局に必要な予算の支

援を行うことも望まれる。 
 

IV-4.  プロジェクト終了から事後評価までのモニタリング計画 

全体の事業マネジメントとしては、上位目標の達成のために「教科書導入のための戦略と

計画」が着実に実行されているかを、次官や TMT が音頭を取り、 CDD が実務部隊となっ

て定期的にモニタリングをしていくことが重要である。主な担当部署となる CDD は、TMT
会議、SSM 会議、SEOC などの機会を活用して、定期的にモニタリングの進捗報告と課題、

その対策を協議する場を設けることが望ましい。 
学校レベルの新教科書導入のモニタリングは、「教科書導入のための戦略と計画」に沿っ

て学校査察局を中心に実施していく計画である。特にプロジェクトで実施したインパクト

調査と同様に全国への教科書配布の事前・事後で、生徒・教員の変化を追跡できることが望

ましい。この場合、学校査察局がデータを収集し、CDD にて取りまとめる予定である。 
このようなモニタリングを教育省が行えるように、教育省はノンプロ無償資金協力によ

る教科書・指導書の配布状況などを把握し、JICA 事務所とも共有しながら進めて行くこと

が重要である。このような教育省によるモニタリングを技術的に支援するため、JICA から

の教育政策アドバイザーなどの派遣も望まれる。 
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添付資料 

添付 1：プロジェクト成果 
添付 1-1：専門家派遣実績一覧 
添付 1-2：カウンターパート一覧 
添付 1-3：研修員受け入れ実績 
添付 1-4：供与機材実績一覧 
添付 1-5：詳細活動計画 

 
添付 2：プロジェクト成果品一覧 

添付 2-1：技術協力成果品一覧 
添付 2-2：報告書一覧 

添付 3：PDM の変遷 
添付 4：R/D37、M/M38、JCC 議事録（コピー） 
添付 5：モニタリングシート（コピー） 
 

                                                   
37 協議議事録（Record of Discussion） 
38 会議議事録（Minutes of Meeting） 
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添付 1-2：カウンターパート一覧 

No 氏名 業務従事分野 在職期間

1 Mr. Walipe Wingi プロジェクト・ダイレクター 2016 年 11 月～2019 年 11 月 
2 Dr. Eliakim Apelis 旧プロジェクト・ダイレクター 2016 年 3 月～11 月 
3 Mrs. Annemarie Kona 副ダイレクター 2016 年 11 月～2019 年 11 月 
4 Mr. Titus Hatagen 旧副ダイレクター 2016 月 3 月～11 月 
5 Mr. Steven Tandale プロジェクト・マネージャー 2016 年 3 月～2019 年 11 月

6 
Mr. Gandhi Lavaki 

主要ステアリング委員会メンバー、カ

リキュラムパネル
2017 年 4 月～2019 年 11 月 

7 
Ms. Philippa Darius 

主要ステアリング委員会メンバー、カ

リキュラムパネル
2016 年 3 月～2019 年 11 月 

8 
Mr. Alex Magun 

主要ステアリング委員会メンバー、カ

リキュラムパネル
2016 年 3 月～2019 年 11 月

9 
Mr. John Kakas 

理科ワーキンググループ、カリキュラ

ムパネル

2016 年 3 月～2019 年 11 月 

10 
Ms. Mary Norrie 

算数ワーキンググループ、カリキュラ

ムパネル

2016 年 3 月～2019 年 11 月 

11 Ms. Kila Tau 算数ワーキンググループ 2016 年 3 月～2019 年 11 月

12 Mr. James Namari 算数ワーキンググループ 2016 年 3 月～2019 年 11 月

13 Mr. Moses Koran 理科ワーキンググループ 2016 年 3 月～2019 年 11 月

14 Mr. Emmanuel Ragu 理科ワーキンググループ 2016 年 3 月～2019 年 11 月

15 Ms. Michelle Pala 算数 TBW 2016 年 3 月～2019 年 11 月

16 Mrs. Pisah Thomas 算数 TBW 2016 年 3 月～2019 年 11 月

17 Ms. Hilda Tcpungu 算数 TBW 2016 年 3 月～2019 年 11 月

18 Ms.Ileen Palan 算数 TBW 2016 年 11 月～2019 年 11 月 
19 Mr.Armstrong Rupa 算数 TBW 2016 年 11 月～2019 年 11 月

20 Mr.Gibson Jack 算数 TBW 2017 年 11 月～2019 年 11 月 
21 Mr. Jimmy Pulpulis 理科 TBW 2016 年 3 月～2019 年 11 月

22 Mr. Michael Kwadogi 理科 TBW 2016 年 3 月～2019 年 11 月

23 Ms. Sandra Uramani 理科 TBW 2016 年 3 月～2019 年 11 月

24 Mrs. Brenda Kautu 理科 TBW 2016 年 3 月～2019 年 11 月

25 Ms.Aalia Nissar 理科 TBW 2016 年 12 月～2019 年 11 月

26 Mrs.Raphaella Barau OA 理科 TBW 2016 年 12 月～2019 年 11 月 
27 Mr. Nick Nolpi 旧算数 TBW 2016 年 3 月～6 月 
28 Mr. Nopa Raki 普及ワーキンググループ 2016 年 11 月～2019 年 11 月 
29 Mr. Geff Gibaru 普及ワーキンググループ 2016 年 11 月～2019 年 11 月 
30 Ms. Colette Modagai 普及ワーキンググループ 2017 年 11 月～2019 年 11 月 
31 Mr. Glen Benny 普及ワーキンググループ 2016 年 11 月～2019 年 11 月

32 Mr. Ray Vaka 普及ワーキンググループ 2018 年 11 月～2019 年 11 月 
33 Ms. Essa Godua 普及ワーキンググループ 2017 年 11 月～2019 年 11 月 
34 Mr. Fredric Kanau 普及ワーキンググループ 2017 年 11 月～2019 年 11 月 
35 Ms. Elizabeth Kosi 普及ワーキンググループ 2017 年 11 月～2019 年 11 月 
36 Ms. Georgin Wapar 普及ワーキンググループ 2017 年 11 月～2019 年 11 月 
37 Ms. Mary Philips 導入戦略・計画ワーキンググループ 2016 年 7 月～2019 年 11 月

38 Ms. Sylvia Iramu 導入戦略・計画ワーキンググループ 2016 年 7 月～2019 年 11 月



 

  
 

39 Mr. John Kanjip 導入戦略・計画ワーキンググループ 2016 年 7 月～2019 年 11 月

40 Mr. Mea Aisi 導入戦略・計画ワーキンググループ 2016 年 7 月～2019 年 11 月

41 Ms. Sabati Mero 導入戦略・計画ワーキンググループ 2016 年 7 月～2019 年 11 月

42 Mr. Peter Lagia 導入戦略・計画ワーキンググループ 2016 年 7 月～2019 年 11 月

43 Mr. Brian Moni 導入戦略・計画ワーキンググループ 2016 年 7 月～2019 年 11 月

44 Ms. Celine Vaveataovi カリキュラムパネル 2018 年 6 月～2019 年 11 月

45 Mr. Gilbert Ikupu カリキュラムパネル 2018 年 6 月～2019 年 11 月

46 Mr. John Wek カリキュラムパネル 2018 年 6 月～2019 年 11 月

47 Ms. Betty Bannah カリキュラムパネル 2018 年 6 月～2019 年 11 月

48 Ms. Mirou Avosa カリキュラムパネル 2018 年 6 月～2019 年 11 月

49 Mr. Rupuna Pikita カリキュラムパネル 2018 年 6 月～2019 年 11 月

50 Ms. Clemencia Dimain カリキュラムパネル 2018 年 6 月～2019 年 11 月

51 Mrs. Linda Gima Wami パイロット教員・Iobuna Kouba 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月

52 Mr. John パイロット教員・Iobuna Kouba 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月

53 Ms. Martha Dimsock パイロット教員・Iobuna Kouba 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月

54 Ms. Aiva Koia パイロット教員・Koki 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月

55 Ms. Marcia Pau パイロット教員・Koki 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月

56 Ms. Margaret Itoro パイロット教員・Koki 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月

57 Mrs. Heidi Supa (Taka) パイロット教員・Koki 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月

58 Mr. Christopher Awai パイロット教員・Koki 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月

59 Ms. Aloisia Charles パイロット教員・Gaire 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月

60 Mrs. Serah Heina 
Robinson 

パイロット教員・Gaire 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月 

61 Ms. Idau Rea パイロット教員・Gaire 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月

62 Mrs. Kila V. Ymana パイロット教員・Gaire 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月

63 Ms. Lucy Paul パイロット教員・Gaire 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月

64 Ms. Sussie Wubure Kipak パイロット教員・Koiari Park 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月

65 Ms. Lee Kalinoe パイロット教員・Koiari Park 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月

66 Miss Fredah Bonifas パイロット教員・Sogeri 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月

67 Mrs Anne Afaisa Jorge パイロット教員・Sogeri 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月

68 Mrs.Boio Gurina パイロット教員・Sogeri 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月

69 Ms Anna Auhava パイロット教員・St.Johns 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月

70 Mrs Johana Wambriwari パイロット教員・St.Johns 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月

71 Ms Esther Yambukia パイロット教員・St.Johns 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月

72 Mrs Wilfreda A.Efi パイロット教員・St.Johns 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月

73 Mrs Sheila Urim Sabarei パイロット教員・St.Johns 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月

74 Ms. Glenda Blasius パイロット教員・St.Peter 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月

75 Ms. Susie Pet パイロット教員・St.Peter 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月

76 Mrs. Louisa Mamei 
Kaekae 

パイロット教員・St.Peter 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月 

77 Mr. Freeman Kefoi パイロット教員・St.Peter 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月

78 Ms. Ikai Koivi パイロット教員・St.Therese 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月

79 Mr. Joel Talman パイロット教員・St.Therese 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月

80 Ms. Joan Miti パイロット教員・St.Therese 学校 2018 年 2 月～2019 年 11 月

 



 

  
 

添付 1-3：研修員受け入れ実績 

No 名前 職位 研修期間 研修名 
1 Mrs. Annemarie Kona プロジェクト・マネ

ージャー 

2017 年 7 月 12 日

～27 日 
国定教科書開発強化

研修（本邦研修） 

2 Ms. Philippa Darius 基礎学校担当カリキ

ュラム部長 
3 Mr. John Kakas カリキュラム部長 
4 Mr. Alex Magun 

 
中等教育担当カリキ

ュラム部長 
5 Mr. Nopa Raki 

 
教員養成校カリキュ

ラムと視察担当部長 
6 Mr. David Gerega プロジェクト DTP 担

当職員

7 Mr. Emmanuel Ragu カリキュラム職員 

2017 年 8 月 15 日

～27 日 

理数科教科書の開発

にかかるミャンマー

国との技術交換 
（第三国研修） 

8 Ms. Raphaella Barau OA  TBW 
9 Ms. Sandra Uramani TBW 
10 Ms.A’allia Nissar TBW 
11 Ms. Michelle Pala TBW 
12 Mr. Armstrong Rupa TBW 
13 Ms. Micheal Kwadogi TBW 
14 Ms. Ileeen Palan TBW 
15 Ms. Mary Norrie カリキュラム職員 

2016 年 10～12 月 
2017 年 10～12 月 

 
教材の質の改善研修 

（国別研修: 
鳴門教育大学) 

 
 
 

教材の質の改善研修 
（国別研修: 

鳴門教育大学) 

16 Mr. Jimmy Pulpulis TBW 
17 Mrs. Pisah Thomas TBW 
18 Ms. Hilda Tcpungu TBW 
19 Mrs. Brenda Kautu TBW 
20 Mr. James Namari TBW 

2016 年 10～12 月

のみ 
21 Mr. Moses Koran TBW 
22 Mr. Fredric Kanau TBW 
23 Ms.Ileen Palan TBW 

2017 年 10～12 月

のみ 
24 Mrs.Raphaella Barau OA TBW 
25 Mr. Gilbert Ikupu カリキュラム職員 
26 Mr. Baran Sori 教員サービス局長 

2017 年 11 月 
教材の質の改善幹部

研修（国別研修: 
鳴門教育大学) 

27 Mr. Taitus Hatagen 副次官 
28 Mr. Joseph Moide 第 1 次官補 

 

  



 

  
 

添付 1-4：供与機材実績一覧 

物品名称 規格・品番
個

数 
取得価格 

取得日 配置場所 
価格 通貨 

デジタル一眼レフカメラ本体 Sony ILCE-7RM2 1 635,990 JPY 2016/3/4 プロジェクト事務

所 
デジタル一眼レフカメラ用レ

ンズ 1 Sony SEL90M28G 1 145,670 JPY 2016/3/4 プロジェクト事務

所 
デジタル一眼レフカメラ用レ

ンズ 2 Sony SEL1635Z 1 155,390 JPY 2016/3/4 プロジェクト事務

所 
デジタル一眼レフカメラ用レ

ンズ 3 Sony SEL70200G 1 154,040 JPY 2016/3/4 プロジェクト事務

所 
ラップトップコンピューター 
1 

Acer P255-M-
34014G50Mtss 1 2,000 PGK 2016/3/15 プロジェクト事務

所 
ラップトップコンピューター 
2 

Acer P255-M-
34014G50Mtss 1 2,000 PGK 2016/3/15 プロジェクト事務

所 
ラップトップコンピューター 
3 

Acer P255-M-
34014G50Mtss 1 2,000 PGK 2016/3/15 プロジェクト事務

所 
ラップトップコンピューター 
4 

Acer P255-M-
34014G50Mtss 1 2,000 PGK 2016/3/15 プロジェクト事務

所 

プロジェクター 1 Acer P1185 DLP 
HDMI Projector 1 1,590 PGK 2016/3/16 プロジェクト事務

所 

コピー機（複合機） 1 Canon iR-ADV C5250 
Copier 1 27,500 PGK 2016/3/23 プロジェクト事務

所 

プロジェクター 2 Acer P1185 DLP 
HDMI Projector 1 1,590 PGK 2016/3/29 プロジェクト事務

所 
ラップトップコンピューター 
8 Lenovo B5070 1 1,699 PGK 2016/4/15 CP 執務室 

ラップトップコンピューター 
9 Lenovo B5070 1 1,699 PGK 2016/4/15 CP 執務室 

ラップトップコンピューター 
10 Lenovo B5070 1 1,699 PGK 2016/4/15 CP 執務室 

ラップトップコンピューター 
11 Lenovo B5070 1 1,699 PGK 2016/4/15 CP 執務室 

ラップトップコンピューター 
12 Lenovo B5070 1 1,699 PGK 2016/4/15 CP 執務室 

エアコン 1 Air-con Split GREE 
GWC24RD-K1NNA1A 1 2,282 PGK 2016/4/19 プロジェクト事務

所 

エアコン 2 Air-con Split GREE 
GWC12RD-K1NNA1A 1 1,355 PGK 2016/4/19 プロジェクト事務

所 
フラットスクリーン 1 KDL50W800C 1 4,252 PGK 2016/4/20 CP 執務室 
ラップトップコンピューター 
5 Lenovo B5070 1 1,699 PGK 2016/4/15 CP 執務室 

ラップトップコンピューター 
6 Lenovo B5070 1 1,699 PGK 2016/4/15 CP 執務室 

ラップトップコンピューター 
14 Lenovo B5070 1 1,799 PGK 2016/11/14 CP 執務室 

ラップトップコンピューター 
15 Lenovo B5070 1 1,799 PGK 2016/11/14 CP 執務室 

ラップトップコンピューター 
16 Lenovo B5070 1 1,799 PGK 2016/11/14 CP 執務室 

デスクトップコンピューター
2 iMac 27-inch 1 9,680 PGK 2016/10/19 CP 執務室 

ラップトップコンピューター 
17 Lenovo B5070 1 1,799 PGK 2016/11/14 CP 執務室 

ラップトップコンピューター 
18 Lenovo B5070 1 1,799 PGK 2016/11/14 CP 執務室 

コピー機（複合機）2 Canon iR-ADV C5250 
Copier 1 27,500 PGK 2016/6/28 プロジェクト事務

所 

ジェネレーター YAMAHA EF2600 1 2,200 PGK 2016/8/23 プロジェクト事務

所 



 

  
 

物品名称 規格・品番
個

数 
取得価格 

取得日 配置場所 
価格 通貨 

デジタル一眼レフカメラ本体
2 Sony Alpha A7S 1 2,198 USD 2016/9/7 プロジェクト事務

所 

エアコン 3 LG HS-C1865NA8 1 1,691 PGK 2016/9/7 CP 執務室 

エアコン 4 LG HS-C1865NA8 1 1,691 PGK 2016/9/7 CP 執務室 

エアコン 5 LG HS-C1865NA8 1 1,691 PGK 2016/9/7 CP 執務室 

デスクトップコンピューター
1 iMac 27-inch 1 8,910 PGK 2016/9/6 プロジェクト事務

所 
ラップトップコンピューター 
13 HP 250 T3Z18PT 1 1,810 PGK 2016/9/15 プロジェクト事務

所 

フラットスクリーン 2 Sony Bravia 
KDL50W800C 1 3,499 PGK 2017/9/25 プロジェクト事務

所 

デジタル生物顕微鏡 内田洋行 D-EL401 1 110,400 JPY 2017/11/30 プロジェクト事務

所 
デスクトップコンピューター 
3 Apple iMac 21.5 1 4,949 PGK 2018/2/2 プロジェクト事務

所 
ラップトップコンピューター 
19 Apple macbook air 13 1 5,650 PGK 2018/2/2 プロジェクト事務

所 
ラップトップコンピューター 
20 HP 250 Y3N69PT 1 2,599 PGK 2018/2/2 プロジェクト事務

所 
ラップトップコンピューター 
21 HP250 2FG09PA 1 1,980 PGK 2018/8/16 プロジェクト事務

所 

編集用 PC ソフトウェア
Adobe Creative Cloud 
12 ヵ月ライセンス 4 6,556 PGK 2019/9/24 プロジェクト事務

所 
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添付 2：プロジェクト成果品一覧 

 

添付 2-1：技術協力成果品一覧 

No 成果品名 主な用途 備考 

1 
教科書普及のための戦略

と計画 
PNG 教育省による予算請求など、

プロジェクト期間中や終了後の教

科書普及活動の実施に活用する。 

 

2 教科内容を理解しやすい

教科書 
小学校の生徒、教師が授業で活用

する。 
理科、算数の 3～
6 学年の計 8 冊 

3 教科内容を教授しやすい

指導書 
小学校の教師が教科書を使用した

授業を行う際に活用する。 
理科、算数の 3～
6 学年の計 8 冊 

4 
教科書の使い方を学ぶオ

リエンテーション教材 
小学校の教師が教科書・指導書を

使った授業をできるように研修す

る際に活用する。 

指導者用ガイド、

研修ビデオを収録

した DVD 付き 
 
添付 2-2：報告書一覧 

No 報告書名 提出年月 

1 ワークプラン 2016 年 3 月 

2 プロジェクトモニタリングシート Ver. 1 2016 年 9 月 

3 プロジェクトモニタリングシート Ver. 2 2017 年 3 月 

4 プロジェクトモニタリングシート Ver. 3 2017 年 9 月

5 プロジェクトモニタリングシート Ver. 4 2018 年 3 月 

6 プロジェクトモニタリングシート Ver. 5 2018 年 9 月 

7 プロジェクト業務完了報告書 2019 年 12 月 
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JICA PNG事務所長殿

プロジェクトモニタリングシート（和文要約）

プロジェクト名： パプアニューギニア国理数科教育の質の改善プロジェクト

バージョン: 1 （期間: 2016 年 3 月～2016 年 8 月）

氏名: Dr. Eliakim Apelis
職位: Project Director
氏名: 伊藤 明徳

職位: 総括/教育計画 1
提出日: 2016 年 9 月 30 日

I. 要約

1 進捗

1-1 投入の進捗

1-1-1. 日本側投入

(1) 専門家派遣

専門家はほぼ計画どおりに派遣された。当初計画していた専門家に加えて、算数教科書開発と調整業

務を支援するために、業務調整 2/研修計画 2/教科書開発補助（算数）担当を派遣した。当該機関に派

遣された専門家の担当分野と作業人/月は下表のとおりである。

# 担当分野
人/月 (2016 年 3 月～8 月)

現地作業 国内作業

1 総括/教育計画 1 6.00 0

2 副総括/教育計画 2 2.00 0.40

3 教育政策/援助協調 0.47 0.25

4 教科専門家（算数教材作成支援） 0.73 0

5 教科専門家（算数教材作成支援補助） 0.90 0.43

6 教科専門家（理科教材作成支援） 1.67 0.5

7 教科専門家（理科教材作成支援補助 1） 2.47 0

8 教科専門家（理科教材作成支援補助 2） 0.53 0

9 教科書開発（算数） 0.53 0.05
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10 教科書開発（理科） 0.53 0.05

11 業務調整 1/研修計画 1/教科書開発補助（理科） 3.60 0

12 業務調整 2/研修計画 2/教科書開発補助（算数） 1.90 0

合計 21.33 1.68

(2) 機材

機材調達も下表のとおりほぼ計画どおりに進捗している。ただし、プロジェクト車両の調達に遅れが

生じており、これまで借り上げで対応している。また、プロジェクト事務所は、電話会社の通常のイ

ンターネット回線に接続が困難な場所に位置するため、特別回線を引く必要が生じて通信運搬費を圧

迫している。

# 機材 調達済み数量 今後の調達数量

1 プロジェクト車両 0 1

2 コピー機（複合機） 2 調達完了

3 コンピューター ラップトップ 12 台 デスクトップ 2 台

4 小型発電機 1 調達完了

5 エアコン 2 調達完了

6 プロジェクター 2 調達完了

7 フラットスクリーン 1 調達完了

8 デジタル一眼レフカメラ・レンズ 1 1

9 双眼実体顕微鏡 0 12

10 デジタル生物顕微鏡 0 2

(2016 年 8 月末日調達分まで)

当該期間中の機材に関する課題と対策は以下のとおりである。

# 課題 対策

1 プロジェクト車両の調達が、予定より遅れてい

る。

JICA 事務所より 9 月中に納車の予定と連絡を

受けている。当面、借り上げ車両を使用してプ

ロジェクト活動を進めている。そのため、当初

予定より車両借り上げ費の執行額が多くなっ

ている。

2 プロジェクト事務所は、電話会社の通常のイン

ターネット回線に接続が困難な場所に位置す

るため、業務連絡上の支障が生じた。

特別な WIFI 接続回線である O3B システムを

導入し、通信回線を確保した。そのため、当初

予定より通信運搬費の執行額が多くなってい

る。
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(3) 一般業務費

当該期間中の一般業務費は以下の支出額で、ほぼ予定どおり執行されている。

年次 期間 日本側支出額 (PGK)

1 年次 2016 年 3 月～2016 年 8 月 262,166

(4) 本邦研修

2017 年 1 月の実施を予定しており、JICA 本部との実施方法の意見交換や研修員の選定、受け入れ先

との調整を進めている。

(5) 国内・第 3 国研修

JICA 本部と他国との学び合いに関する研修の実施方法について意見交換を行い、現在、第 3 国研修の

全体計画の立案を進め、それをふまえた実施の可否や研修内容を検討している。

1-1-2. PNG 側投入

(1) カウンターパートの配置

・ プロジェクト・ダイレクター、副ダイレクター、プロジェクト・マネージャー、カリキュラム開

発局と E ラーニング局のカリキュラム開発職員、普及ワーキンググループを除く成果 1 に関する

ワーキンググループのメンバーが、計画どおり配置された。カウンターパートの配置計画は、添

付資料 1.「Project Monitoring Sheet I」を参照されたい。

・ 新規配属予定の 8 人の教科書執筆者（算数 4 人と理科 4 人）については、教育省が 2016 年の新

教科書開発に関する予算を計上していなかったため、8 人を地方から招へいして配属する計画の

実現が不可能になった。そのため、ポートモレスビー周辺の教員から候補者を選定することとし

た。8 人の教科書執筆者の配属は少し遅れたが、2016 年 4 月には実施された。配属に当たっては

カリキュラム開発局に職位の空きがなかったため、教員サービス委員会（Teaching Service
Commission）の協力により、教育省遠隔教育機関の教員職を新たに作り、そこから出向という形

での配属が実現した。また、既存の給与より高いレベルの職位を用意し、教科書執筆者のモチベ

ーションを高める措置をとった。

・ カリキュラム開発局のカリキュラム開発職員は、プロジェクトのワーキンググループのメンバー

であるが、プロジェクト活動とは別に、小学校（3～8 年生）シラバスの最終化、小学校のシラバ

スに添付するティーチャーズガイド1の開発、基礎学校教員研修、といった教育省の活動に従事し

ており、プロジェクト業務への参加に支障が生じている。そのため、カリキュラム開発職員は教

科書執筆の指導・管理に注力し、新規に配属された 8 人の教科書執筆者が主に教科書・指導書を

作成している。

1
基準達成型カリキュラム(SBC)のシラバスに添付する授業案をまとめたもので、各学校に配布する。プロジェクトで

開発する教員用指導書とは異なる。
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(2) 施設と機材

・ 施設としては、ほぼ予定どおりカリキュラム開発局内にプロジェクト事務所が提供された。教科

書執筆者の部屋では、当初講義・模擬授業を行える教材開発室を準備したが、より効果的に理科・

算数科の教材開発を行うために、もう一つ模擬授業を行う部屋を設置した。

(3) ローカルコスト

・ 本プロジェクトにかかる PNG 側のローカルコストが、国家計画モニタリング省（DNPM）の 2016
年度予算に全く計上されていないことが判明した。すべてのローカルコストが、JICA からの支援

によって賄われるように記載されており、PNG 側には次年度予算の計上を要請した。ただし、本

年は地方出張もなく、8 人の教科書執筆者の新規配属費用以外には、プロジェクト活動に大きな

費用がかかることはないため、大きな悪影響はまだ生じていない。ただし、2017 年予算を確実に

計上してもらうため、2016 年 8 月から DNPM に対してアドボカシー活動を実施している。

・ 財務省や教育省財務局からの情報では、世界的な原油価格の下落にともない PNG の厳しい財務状

況が今後 3 年間は継続する見通しである。8 月 25 日に政府補正予算が発表され財政状況改善に向

けた歳出の縮小、政府機関の出張や海外コンサルタントの縮小が発表された。財源確保のために

は、注意深く予算状況をモニタリングし、必要に応じて関係部署へのアドボカシーを継続してい

く必要がある。

1-2 活動の進捗状況

プロジェクトの活動は、ほぼ予定どおり進捗している。進捗状況の詳細は、添付資料 2「Project
Monitoring Sheet II」に記載した。

(1) 活動進捗の重要な変更

 活動 1-1. CDD、SGD、ELD、TED、MSD 等とのワーキンググループを形成する

プロジェクトは、理科・算数・普及の 3 つのワーキンググループを形成する。併せて、ステアリング

委員会の指示により「新教科書の導入戦略・計画」のワーキンググループも結成することとなった。

プロジェクトの優先順位に沿って、理科・算数・「新教科書の導入戦略・計画」のワーキンググルー

プの形成が完了し業務を実施している。そのため、活動がプロジェクト後半に開始される普及ワーキ

ンググループの結成は遅れている。他の活動が一段落した時点で、早めにワーキンググループを結成

する。

 活動 3-8. 教科書・指導書開発に係るベ一スライン・エンドライン調査を実施する

新教科書の効果を検証するための調査を PO の活動として追加する。活動自体は 2017 年から実施する

予定であるため、後日の PDM 改定時に合わせて改定することとする。
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(2) 効率性の考察

 PNG 側のローカルコストの支出を除いて、日本側、PNG 側双方の投入は、ほぼ予定どおり効率

的に実施された。

 実施されたすべての活動は、成果 1～4 を達成するのに必要な活動である。カウンターパートの配

属に多少の遅れがあったため、開始が遅れた活動もあったが、全体では成果達成に大きな影響は

ないレベルといえる。

1-3 成果の達成状況

(1) 成果の達成状況

成果の達成状況を下表に示した。プロジェクトは 2016 年 3 月の開始直後のため、その成果達成状況

を評価するのは時期尚早といえる。

成果 指標 達成状況

成果 1:教科書の導入のた

めの戦略と計画が策定さ

れる。

活動 1-2 の 5 分野（印刷配

布、現職教員研修、教員養

成、啓発とモニタリング、

学習評価システム）を含む

教科書普及にかかる戦

略・計画が完成している。

教科書の導入のための戦略と計画のドラ

フトについて、7 月にワークショップを実

施し、ドラフトを作成した。その後、8 月

の JCC で協議し、第 1 ドラフトの改定・

承認を行った。今後は活動の進捗や状況

の変化に応じて、毎年、計画を改定して

いく。

成果 2:SBC に沿った教科

書の第1ドラフトが完成す

る。

G3 から G6 の教科書のド

ラフトが提出されている。

理科と算数の年間指導計画が、ドラフト

シラバスをもとに作成された。その計画

に従って、7 月より教科書と指導書の執筆

を開始した。

成果 3:教師・生徒にとって

使いやすい教科書・指導書

が完成する。

質の検証に関する記録が

提出され、その検証結果が

最終版教科書に反映され

ている。

検証を行うパイロット校 10 校を選定し

た。検証活動は教科書ドラフトの執筆後

の 2017 年より実施する。

成果 4:教員が教科書の使

い方を学ぶオリエンテー

ション教材が開発される。

オリエンテーション教材

が完成している。
教科書の導入のための戦略と計画の一部

として、研修計画が承認された。

(2) 成果の変更

成果に関する変更はない。

(3) 有効性および効率性の考察

・ 有効性の検証を行うには時期尚早ではあるが、教科書を学校レベルに導入する準備としては、そ

のための戦略策定、教科書・指導書の執筆、その研修教材の作成といった一連の活動は不可欠な

ものといえる。
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・ プロジェクトの活動もまた、成果の発現に必要な活動であり、特に有効性に悪影響を及ぼす事項

は今のところ見られない。

・ PNG 側のローカルコストの支出を除いて、日本側、PNG 側双方の投入は、ほぼ予定どおりに推

移しており、成果発現のための下準備が進んでいる。特に効率性に悪影響を及ぼす事項は今のと

ころ見られない。

1-4プロジェクト目標の達成度

(1) プロジェクト目標の達成度

プロジェクト目標の「教育省が教科書を導入するための準備が整う」の進捗状況は以下のとおりであ

る。プロジェクトは 2016 年 3 月に開始されたばかりであり、その目標の到達度を評価するには時期

尚早と考える。

指標 達成状況

教科書がカリキュラム審議会（Board of Study)に提出され

ている

教科書の執筆が 7 月より開始された。

達成状況を判断するのは時期尚早。

教科書印刷・配布の予算が申請されている DNPMへ予算確保のための啓発を 8月

から開始したところである。

達成状況を判断するのは時期尚早。

教員研修戦略、プログラム、オリエンテーション教材が完

成している
教員研修の概要をドラフトした。

達成状況を判断するのは時期尚早。

(2) プロジェクト目標・指標の変更

本モニタリングシートの該当期間中に、プロジェクト目標・指標に関する変更事項はない。

(3) 妥当性・有効性・インパクト・持続性の考察

(3-1) 妥当性

・ PNG の政策：PNG 政府は、新カリキュラムの基準達成型カリキュラム（Standard Based
Curriculum: SBC）導入のためのシラバス、教員用指導書、教科書の開発を進めており、本プロジ

ェクトでは、そのうち第 3 学年から第 6 学年の理科と算数科の教科書と指導書の開発を支援する

ものである。PNG の国家教育計画 2015-2019 年版（National Education Plan 2015-19）には、「学

習」についての章に、シラバス、教員用指導書、生徒用教材の開発戦略が記載されている。また

基礎教育完全普及計画 2010-2019 年版（Universal Basic Education Plan 2010-2019）にも、「教

育の質の改善」の章に、すべての基礎学校と小学校への教材の配布を、重要な活動の一つとして

位置づけている。開発中の国家カリキュラムの枠組みの中で、英語・算数・理科が SBC の優先科

目と記載されており、これらのことから、本プロジェクトは PNG の政策と合致しているといえる。

・ 日本の援助政策：日本の対 PNG 向け開発援助政策には、「社会サービスの向上」のうち優先度の
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高い分野の一つとして、基礎教育の改善が掲げられている。また、2015 年に改定された外務省の

開発協力大綱には、重点課題の一つである「質の高い成長とそれを通じた貧困撲滅」を支援する

ために、「万人のための質の高い教育」を支援する旨が述べられている。これらのことから、本

プロジェクトは日本の援助政策と合致しているといえる。

・ 現地のニーズ：PNG 政府は新カリキュラムの導入を決定したものの、学校レベルでは生徒が活用

できる教材もなく、実際の授業に SBC のコンセプトを反映することが、教員にとっても、生徒に

とっても非常に困難な状況にある。そのために、SBC に沿った教科書の導入には、非常に強い学

校現場のニーズがある。

(3-2) 有効性

・ プロジェクト目標の適切さ：上位目標である新教科書の全国配布のためには、教科書自体の開発・

承認、配布予算の確保、教員研修の準備が不可欠であり、適切な目標であるといえる。

・ プロジェクトデザインの有効性：新教科書の配布戦略、新教科書とそれに沿った教員用指導書、

教員研修用教材の開発は、新教科書の導入による教育の質の向上に不可欠な要素である。これら

のプロジェクトの成果は、プロジェクト目標の到達に直接関連しており、適切なプロジェクトデ

ザインであるといえる。一方、学習評価の改革や、政策面での裏付け、教員養成課程との一貫性

など、上位目標の新教科書の導入と、その学校現場での活用に際しては、教科書導入のための戦

略と計画に沿って、それぞれの計画が教育省により実施される必要がある。

(3-3) インパクト

評価するには時期尚早であるが、日本人専門家からシラバスのドラフトへ助言を行っており、PNG 側

のシラバス開発プロセスに貢献した。

(3-4) 持続性

評価するには時期尚早である。「4 プロジェクト終了後に向けて PNG 政府の取るべき準備」に記載

した事項の推移を注意深くモニタリングしていく。

1-5リスクの変化とその軽減のためのアクション

プロジェクトに関連するリスク要因（PDM の外部要因など）とその対応策を下表に示す。

# リスク要因 対応策

1 カウンターパートの異動 カウンターパートの行うプロジェクト業務と、

彼らの職位をカリキュラム開発局の定常業務

として、組織内に内包する。

2 教科書の印刷・配布、教員研修の予算の確保

（国家計画モニタリング省では、2016 年のプ

教科書の印刷・配布や員研修の予算を確保する

ために、国家計画モニタリング省への啓発活動
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ロジェクトのローカルコストが、見積もられて

おらず、すべての活動予算は JICA からの支援

を期待したものであった。また、財務省や教育

省財務局からの情報によると、世界的な原油価

格の下落により、今後 3 年間の PNG 政府の歳

入の減少が予測されている）

を実施する。また、国家計画モニタリング省職

員をプロジェクトの JCC/ステアリング委員会

に招待し、予算の確保を協働して行う。

3 モニタリング体制が整備され、継続して授業を

改善する体制が機能している必要性

小学校のモニタリングシステムに変更がない

か注意してモニタリングする。

4 SBC と教科書導入に関する教育政策の変更 SBC と教科書導入に関する教育政策に変更が

ないか注意してモニタリングする。

5 国家カリキュラムフレームワークと理科・算数

科のカリキュラム（シラバス）の最終化

国家カリキュラムフレームワークと理科・算数

科のカリキュラム（シラバス）の策定状況につ

いて、注意してモニタリングする。

6 基礎学校（就学前、1 学年、2 学年）の算数科

と理科の教科書がいまだ開発されていないこ

とによる、前期小学校課程の生徒の学習準備段

階に影響を及ぼす可能性

第 3 学年の教科書に、基礎学校の内容の復習

を多めに盛り込む。

基礎学校への教科書導入について、注意してモ

ニタリングする。

1-6 JICA が行ったアクションの進捗状況

JICA が実施したリスク要因への対応策を以下に記載する。

# リスク要因 対応策

2 教科書の印刷・配布、教員研修の予算の確保 2016 年 8 月に国家計画モニタリング省へ、プ

ロジェクト活動とそれに続く教育省の活動に

必要な予算額についての啓発活動を行った。国

家計画モニタリング省からは、前向きに検討し

ていく旨の発言があり、教育省から必要な予算

申請書類を提出した。また、教育省の提言によ

り、ステアリング委員会と合同調整委員会に

DNPM 職員、財務省幹部も招へいし、予算確

保のための情報共有やアドバイスを受けられ

る体制ができた。

5 国家カリキュラムフレームワークと理科・算数

科のカリキュラム（シラバス）の最終化

ドラフトシラバスの最終化のために、専門家か

らも技術的支援を行い、そのドラフトに沿って

新教科書と指導書の開発を開始した。また、
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2016 年 8 月より国家カリキュラムフレームワ

ークの開発責任者と専門家の間で定期的な情

報交換を開始した。

1-7 PNG 政府が行ったアクションの進捗

PNG 政府の実施したリスク要因への対応策を以下に記載する。

# リスク要因 対応策

1 カウンターパートの異動

カリキュラム開発局のカリキュラム開発職員

は、基礎学校、小学校の新シラバスとそれに付

随する教員用指導書、教員研修に時間をとら

れ、プロジェクト活動に参加する時間が限られ

ている。

プロジェクト業務の分担について、カリキュラ

ム開発局幹部と協議を行い、カリキュラム開発

局長は以下の点を通達した。

- 新たに配属された 8 人の教科書執筆者が、

主に新教科書のドラフトを作成する。

- カリキュラム開発職員は、教科書のドラフ

トを確認し、最終化への支援や助言を行

う。

2 教科書の印刷・配布、教員研修の予算の確保

国家計画モニタリング省では、2016 年のプロ

ジェクトのローカルコストが、見積もられてお

らず、すべての活動予算は JICA からの支援を

期待したものであった。

幸いにも 8 人の教科書執筆者の配属費用以外

は、第 1 年次は特に大きな支出項目がなかっ

た。2017 年の予算確保に向けて、予算確保の

必要性をプロジェクトから教育省幹部へ訴え

たところ、教育省幹部は理解を示し、プロジェ

クト専門家と共同で DNPM 幹部と関係者に対

して積極的に啓発を開始した。

1-8環境社会配慮の進捗状況（該当する場合）
JICA のガイドラインによれば、本プロジェクトは社会環境配慮に関してはカテゴリーC に分類される

ために、本項目は特に配慮する必要はない。

1-9 ジェンダー配慮・平和構築・貧困削減関連の進捗状況（該当する場合）
教科書と指導書を開発する際に、ジェンダーバランスを考慮した内容や表現（児童のイラスト等）を選定してい

る。

1-10 その他重要で大きな問題
プロジェクトに関連し影響を与える他の JICA プロジェクトや、カウンターパート・他ドナー・民間セクター・NGO

などの活動について以下に示す。
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(1) 他の JICAプロジェクト

現在基礎教育分野では、本プロジェクトの他に、カウンターパートであるカリキュラム開発局職員を中心とし

て、カリキュラム改訂と教科書開発について知見を身に付けた人材の育成を目的として、国別研修「教育の

質の改善」（短期・長期／2014 ～2019 年）が実施されている。特に教科書開発に関する実践的な知見を身

に付けることに主眼を置く短期研修では、本プロジェクトの直接のカウンターパート職員が研修員として派遣

される予定であり、教科書内容の質の向上に向け相乗効果が期待される。

(2) 他ドナーの支援
オーストラリアの支援によるカリキュラム改訂実施プロジェクト（CRIP、2000～2006 年）にて、基礎学校から
前期中等学校 9 学年までの 11 学年分のカリキュラムについて、アウトカムベース教育（OBE）に沿って改訂

し、シラバス、教員用ガイド、リソースブックを作成した。カリキュラム・リソースブックは全国配布をしており、現

職教員向け研修も実施したが、カリキュラムの啓発や研修内容は十分と言えず、教材の配布数の不足だけ

でなく具体的な指導書や授業案もなかったため、各単元の授業を各教員が自分で考える必要があり、学校現

場への OBE 普及は進まなかった。その他にも、教育省幹部のオーナーシップが低かったことや、カリキュラ

ム開発では、カリキュラム開発担当職員が他国のOBEの事例を知らずにカリキュラム開発をし、カリキュラム

の検証も行われず、学校現場に適したカリキュラムとならなかったなどの課題があった。本プロジェクトでは同

じ轍を踏まぬよう、これらの経験をふまえた活動を実施する。

2. 業務スケジュールの遅延または課題（もしあれば）

2-1 詳細

(1) 国家計画モニタリング省では、2016 年のプロジェクトのローカルコストが見積もられておらず、

すべての活動予算は JICA からの支援を期待したものであった。

(2) 国家カリキュラムフレームワークと理科・算数科のカリキュラム（シラバス）が、最終化されてい

ない。

(3) 基礎学校（就学前、1 学年、2 学年）の算数科と理科の教科書がいまだ開発されていない。

(4) 8 人の教科書執筆者の能力に格差があり作業の遅れがある。

2-2 原因

(1) JICA との協議で合意していたにもかかわらず、教育省財務局が、2015 年にプロジェクトのローカ

ルコストの見積もりを国家計画モニタリング省に提出しなかった。

(2) カリキュラム開発局において、カリキュラム開発能力を持つ人材が不足している。

(3) 基礎学校の教科書を開発する人材も、教科書を購入する予算も不足している。

(4) 8 人の教科書執筆者の選定は教育省が行っており、事前に能力テストなどを実施していない。
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2-3 取るべきアクション

(1) 2016 年の早い時期から、2017 年の予算確保に向けて啓発活動を実施する。

(2) 国家カリキュラムフレームワークと、シラバスの最終化の進捗について、注意深くモニタリングす

る。

(3) 第 3 学年の教科書に、基礎学校の内容の復習を多めに盛り込む。基礎学校への教科書導入につい

て、注意してモニタリングする。

(4) 能力が低い教科書執筆者ではあるが、教育省が選定したメンバーであり、やる気もあるため、根気

よく指導を行う。また、チームを組んで作業を行い、能力の高い教科書執筆者が支援や指導をする

ことで、全体のキャパシティーを向上させるとともに、教科書執筆者の増員も教育省と検討する。

2-4. 責任者・組織の役割（JICA、PNG 政府など）

(1) プロジェクトから、国家計画モニタリング省に対して、印刷・配布予算の確保に向けて、啓発のた

めのプレゼンテーションを行う。また、国家計画モニタリング省職員を JCC・ステアリング委員

会に招待し、予算の確保作業を協働して行う。

(2) プロジェクトでは、国家カリキュラムフレームワークと、シラバスの最終化の進捗について、注意

深くモニタリングし、必要に応じて技術的な助言を行う。

(3) プロジェクトでは教科書開発の際、第 3 学年の教科書に、基礎学校の内容の復習を多めに盛り込

む。

(4) 日本人専門家から根気よく指導を行うとともに、教科書執筆者の増員を教育省と協議する。

3. プロジェクト実施計画の変更

3-1PO
新教科書の学校現場へのインパクトを確認するために、パイロット校への教科書と指導書の導入に関

するベースライン・エンドライン調査を、活動 3-8 として追加することを提案する。改定自体は、下

記の PDM の改定と合わせて後日実施する。

3-2 詳細計画へのその他の修正

PDM 上のベースライン・エンドライン調査の追加については、指標数値の改定と合わせて後日実施す

る。

4 プロジェクト終了後に向けて PNG 政府の取るべき準備

(1) 政策・制度面

SBC に沿った新教科書開発の必要性は、いくつかの政策文書で言及されており、その政策的裏付けに

は大きな問題はない。一方、PNG 全体のカリキュラムフレームワークに関する文章は、いまだ作成さ

れておらず、国定教科書の位置づけも不明確なままである。これらの文書の整備が早急に望まれる。
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(2) 技術面

カリキュラム開発局と関連する教育省の職員に対し、教科書開発に関する技術移転をプロジェクトは

実施する。技術移転後の職員の異動は、プロジェクトの効率性を損なうため、プロジェクト終了後も、

継続して勤務することを期待する。開発された教科書が学校レベルで活用されるためには、教育省は

評価方法の改善、教員研修、教科書政策立案、モニタリングの改善など多岐にわたる教科書の導入戦

略・計画を確実に実行しなければならない。その際に、教育省に技術面の不足が生じる場合には、JICA

を含む他国への技術協力を検討する必要がある。

(3) 組織体制

教育省は 8 人の教科書執筆者をプロジェクトに配属し、教科書の執筆が開始された。しかし、この 8

人は、教員サービス委員会の職位をプロジェクト期間だけ借用しているため、プロジェクト終了後は、

解雇される予定である。プロジェクトを通じて育成する貴重な人材を、教科書改訂やモニタリング、

研修業務に継続して雇用されるように、プロジェクト終了後に向けた職位の確保が必要である。また、

カリキュラム開発局には、教科書の編集やデザインを行う人材が不足しており、現在、日本側で対応

している状況である。技術移転のためにも、CCD 内の編集・デザインの組織体制の強化が望まれる。

(4) 財政面

上述したように、2016 年の PNG 側ローカルコストが、見積もられていなかった。2017 年の確実な予

算確保を期待する。また、DNPM や JCC の会議で教科書の印刷と配布に向けた予算の必要性を協議し

て予算確保を申請した。今後も JCC と毎年の DNPM の会議を通して教科書の導入のための戦略と計

画に沿って、印刷・配布、教員研修などのプロジェクト外で必要な活動予算を PNG 側が確保すること

を求める。
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JICA パプアニューギニア事務所長殿 

プロジェクトモニタリングシート（和文要約）

プロジェクト名： パプアニューギニア国理数科教育の質の改善プロジェクト

バージョン: 2 （期間: 2016 年 9 月～2017 年 2 月）

氏名: Mr. Walipe Wingi   

職位: Project Director
氏名: 伊藤 明徳                              
職位: 総括/教育計画 1
提出日: 2017 年 3 月 31 日      

I. 要約

1 進捗状況

1-1 投入

1-1-1. 日本側投入

(1) 専門家派遣

専門家はほぼ計画どおりにパプアニューギニア（Papua New Guinea: PNG）へ派遣された。当該期間

に派遣された専門家の担当分野と作業人/月は下表のとおりである。

# 担当分野
累計人/月 (うち 2016 年 9 月～2017 年 2 月)

現地作業 国内作業

1 総括/教育計画 1 9.20 (3.20) 0.15 (0.15)

2 副総括/教育計画 2 3.33 (1.33) 0.40 (0.00)

3 教育政策/援助協調 0.97 (0.50) 0.05 (0.00)

4 教科専門家（算数教材作成支援） 1.70 (0.97) 0.00 (0.00)

5 教科専門家（算数教材作成支援補助） 1.80 (0.90) 1.50 (1.08)

6 教科専門家（理科教材作成支援） 1.67 (0.00) 0.50 (0.00)

7 教科専門家（理科教材作成支援補助 1） 4.43 (1.97) 0.00 (0.00)

8 教科専門家（理科教材作成支援補助 2） 0.53 (0.00) 0.00 (0.00)

9 教科書開発（算数） 0.80 (0.27) 0.55 (0.50)

10 教科書開発（理科） 0.80 (0.27) 1.15 (1.10)

11 業務調整 1/研修計画 1/教科書開発補助（理科） 5.87 (2.27) 0.80 (0.80)

12 業務調整 2/研修計画 2/教科書開発補助（算数） 3.80 (1.90) 0.00 (0.00)

合計 34.90 (13.58) 5.10 (3.63)
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(2) 機材

機材調達に関しては、5、6 年生の教科書開発までは急いで購入する必要のない顕微鏡以外は、下表の

とおり調達を完了している。なお、教科書執筆者（Text Book Writer: TBW）の追加に伴う教材開発室

の整備のために、ラップトップコンピューター6 台とエアコン 3 台を追加購入した。

# 機材 調達済み数量 今後の調達数量

1 プロジェクト車両 1 台 調達完了

2 コピー機（複合機） 2 台 調達完了

3
コンピューター

ラップトップ 18 台

デスクトップ 2 台

調達完了

4 小型発電機 1 台 調達完了

5 エアコン 5 台 調達完了

6 プロジェクター 2 台 調達完了

7 フラットスクリーン（テレビ） 1 台 調達完了

8 デジタル一眼レフカメラ・レンズ 2 台 調達完了

9 双眼実体顕微鏡 0 台 12 台

10 デジタル生物顕微鏡 0 台 2 台

(2017 年 2 月末日調達分まで)

当該期間中の機材に関する課題と対策は以下のとおりである。

# 課題 対策

1 TBW に貸し出していたラップトップコンピュ

ーター1 台が、算数教材開発室で盗難に遭っ

た。

盗難に遭った一台は、アイ・シー・ネット社で

代替品を購入した。今後の盗難防止のために、

監視カメラを購入し各部屋に設置した。

(3) 一般業務費

当該期間中の一般業務費は以下の支出額が計上され、ほぼ予定どおり執行されている。

年次 期間 日本側支出額 (PGK1)

1 年次 累計

（2016年9月～2017年2月）

509,228

（226,242）

(4) 本邦研修

本邦研修の「国定教科書開発強化研修」は、2017 年 1 月の予定で JICA 本部、教育省と参加者の選定

などの準備が進められていた。しかし教育省次官が、まず参加予定者に基準達成型カリキュラム

（Standard Based Curriculum: SBC）シラバスと教員用指導書2の開発や SBC 研修の実施を優先させ

                                           
1 パプアニューギニア・キナ（Papua New Guinea Kina）
2 SBC シラバスに添付する授業案をまとめたもので、プロジェクトで開発する教員用指導書とは異なる。
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ると決定したため、1 月の研修実施が不可能となった。そこで教育省と協議し、本邦研修は 2017 年 7
月の実施を目途に準備を進めている。

(5) 国内研修・第 3 国研修

JICA 本部と他国との学び合いに関する研修の実施方法について意見交換を行い、研修実施先を精査し

た結果、ミャンマーの JICA 初等教育カリキュラム改訂プロジェクトとの学び合いを 2017年 8月頃に、

世界授業研究学会（The World Association of Lesson Studies: WALS）への参加を 2018 年に予定して

いる。

1-1-2. PNG 側投入

(1) カウンターパートの配置

・ 普及ワーキンググループのメンバーも 2016 年 11 月に配置され、これでプロジェクト・ダイレク

ター、副ダイレクター、プロジェクト・マネージャー、カリキュラム開発局（Curriculum

Development Division: CDD）と E ラーニング局 (E-Learning Division: ELD) のカリキュラム開発

職員を含むワーキンググループのメンバーが、すべて配置された。カウンターパートの配置計画

は、添付資料 1.「プロジェクトモニタリングシート I」を参照されたい。

・ 教育省の人事異動に伴い、プロジェクト関係者に以下の変更があったが、新しいプロジェクト・

ダイレクター、副ダイレクターともに、本邦研修に参加したこともある JICA プロジェクトの良き

理解者であり、プロジェクト活動を実施するうえで大きな混乱は生じていない。前副ダイレクタ

ーのハタゲン氏の異動先は教育省内の財務を取り扱う部署であるため、プロジェクトの予算確保

に良い影響が出ることが期待できる。

職位 前任者 後任者

プロジェクト・ダイレクター

(Deputy Secretary, School & 
Education Standards)

Dr. Eliakim Apelis,PhD, MPS

（定年退職）

Mr. Walipe Wingi

副ダイレクター

（兼ステアリング委員長）

(First Assistant Secretary, 
Curriculum & Measurement)

Mr. Titus Romano Hatagen
(Deputy Secretary, Policy & 

Corporative Service へ異動)

Ms. Annemarie Kona

・ 教科書執筆者（TBW）の8人は2016年4月に、教員サービス委員会（Teaching Service Commission:
TSC）の遠隔教育機関からの出向という形で配属されたが、2016 年 11 月から 12 月にかけてさら

に 4 人の TBW が新規に配属された。これにより、TBW は算数 6 人、理科 6 人の 12 人体制とな

った。ただし、追加の 4 人の承認は下りているが、職位変更に伴う給与改定手続きが済んでおら

ず、プロジェクトからも教育省内の手続きを支援している。

・ CDD のカリキュラム開発職員は、依然シラバスの最終化、教員用指導書の開発、基礎学校教員の

研修といった教育省の活動に従事しているが、プロジェクトで実施する研修やワーキンググルー

プの会議へは時間をやり繰りして参加してくれており、プロジェクト活動には大きな支障は来し

ていない。
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(2) 施設と機材

・ TBW4 人の増加に伴い、今まで理科・算数合同で使用していた教材開発室に加え、もう一室の提

供を CDD から受けた。これにより、プロジェクト事務所、理科教材開発室、算数教材開発室の 3
室がプロジェクトで使用できるようになり、教材開発効率はとても高まった。

(3) ローカルコスト

・ 本プロジェクトに関する PNG 側のローカルコストが、国家計画モニタリング省（Department of 

National Planning and Monitoring: DNPM）の 2017 年度予算に全く計上されていないことが判明

した。DNPM に聞き取りを行ったところ、政府予算全体が不足しており、2016 年度に開始された

新規プロジェクトは一律で予算申請が認められなかったということだった。教育省と善後策を協

議し、2017 年のパイロット校での活動などにかかる経費は、CDD の経常予算から 40 万キナを捻

出することとなった。現時点ではそのような対応でもプロジェクト活動へ支障は出てきていない

ものの、2018 年度予算を確実に計上してもらうため、2017 年は年初から教育省の予算書作成の

支援をしている。

1-2 活動 

プロジェクトの活動は、ほぼ予定どおり進捗している。進捗状況の詳細は、添付資料 2「プロジェク

トモニタリングシート II」に記載した。

(1) 活動の重要な変更

活動の変更に関しては、前回のモニタリングシートから大きな変化は見られなかった。

 活動 1-1. CDD、SGD3、ELD、TED4、MSD5等とのワーキンググループを形成する。

プロジェクトは、理科・算数・普及の 3 つのワーキンググループに加えて、ステアリング委員会の指

示により「新教科書の導入戦略・計画」のワーキンググループを形成した。

 活動 3-8. 教科書・指導書開発に係るベースライン・エンドライン調査を実施する。

新教科書の効果を検証するための調査を追加する。プロジェクト・デザイン・マトリックス（Project 
Design Matrix: PDM）と作業計画（Plan of Operation: PO）への記載は、後日の指標の明確化と合わせ

て改定する。

(2) 効率性の考察

効率性の考察に関しては、前回のモニタリングシートから大きな変化は見られなかった。

 PNG 側のローカルコストの支出を除いて、日本側、PNG 側双方の投入は、ほぼ予定どおり効率

的に実施された。

 実施されたすべての活動は、成果 1～4 を達成するのに必要な活動である。カウンターパートの配

                                           
3標準ガイダンス局（Standard and Guidance Division）は現在、学校査察局（School Inspector Division: SID）に名称変

更されている。
4教員教育局（Teacher Education Division）
5試験サービス局（Measurement Service Division）

添付5-2. プロジェクトモニタリングシート(2)



PM Form 3-1 Monitoring Sheet Summary

5

属に多少の遅れがあったため、開始が遅れた活動もあったが、全体では成果達成に大きな影響は

ないレベルといえる。

1-3 成果

(1) 成果の達成状況

成果の達成状況を下表に示した。プロジェクトの開始から 1 年が経過し、徐々に成果が出てきた時期

といえる。

成果 指標 達成状況

成果 1:教科書の導

入のための戦略と

計画が策定され

る。

活動 1-2 の 5 分野（印

刷配布、現職教員研修、

教員養成、啓発とモニ

タリング、学習評価シ

ステム）を含む教科書

普及にかかる戦略と計

画が完成している。

教科書の導入のための戦略と計画のドラフトについ

て、2016 年 7 月にワークショップを実施し、ドラフ

トを作成した。その後、8 月の合同調整委員会（Joint
Coordinating Committee: JCC）で協議し、第 1 ドラ

フトの改定・承認を行った。印刷・配布コストの計

算に関しては、教育省担当者が異動となったため、

概算額で見積もっている。2017 年 8 月を目途に積算

額の見直しを行い、予算確保のための資料とする。

成果 2:SBC に沿っ

た教科書の第 1 ド

ラフトが完成す

る。

G3 から G6 の教科書の

ドラフトが提出されて

いる。

理科と算数の年間指導計画が、シラバスをもとに策

定された。3、4 年生の算数は 45%、理科は 50%の

教科書・指導書のドラフトを作成した。当初計画か

らは遅れが見られるが、第二次検証を含めプロジェ

クト全体の工程への影響はない。

国家カリキュラムフレームワークの一部である教科

ごとの習得すべきベンチマークを教育省が作成して

いるが、現在のシラバスとの食い違いが出ている。

そのため、専門家よりベンチマークの作成者へ教科

カリキュラムに関する助言を行った。現在、教育省

による改定プロセスが CDD で進んでおり、シラバス

に沿う形でベンチマークの食い違いが解消される見

込みである。

成果 3:教員・生徒

にとって使いやす

い教科書・指導書

が完成する。

質の検証に関する記録

が提出され、その検証

結果が最終版教科書に

反映されている。

第一次検証は、専門家と TBW がマイクロティーチン

グを行い、不備の判明した箇所を修正している。

第二次検証を行うパイロット校 10 校を選定し、研修

を行った。2017 年 3 月より第二次検証を実施してい

る。

CDD の質の確保委員会のカリキュラムパネルが、

2017 年 4 月に開催される予定である。開催時にプロ

ジェクトの教科書案を示し、内容の確認を依頼する。

成果 4:教員が教科

書の使い方を学ぶ

オリエンテーショ

ン教材が開発され

る。

オリエンテーション教

材が完成している。

教科書の導入のための戦略と計画の一部として、研

修計画が承認された。

授業観察シート案を作成した。

(2) 成果の変更

成果に関する変更はない。

(3) 有効性と効率性の考察
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有効性と効率性の考察に関しては以下のように、前回のモニタリングシートから大きな変化は見られ

なかった。

・ 有効性の検証を行うには時期尚早ではあるが、教科書を学校レベルに導入する準備としては、そ

のための戦略の策定、教科書・指導書の執筆、その研修教材の作成といった一連の活動は不可欠

なものといえる。

・ プロジェクトの活動もまた成果の発現に必要な活動であり、特に有効性に悪影響を及ぼす事項は

今のところ見られない。

・ PNG 側のローカルコストの支出を除いて、日本側、PNG 側双方の投入は、ほぼ予定どおりに推

移しており、成果発現のための下準備が進んでいる。特に効率性に悪影響を及ぼす事項は今のと

ころ見られない。 

1-4プロジェクト目標

(1) プロジェクト目標の達成度

プロジェクト目標「教育省が教科書を導入するための準備が整う」の進捗状況は、以下のとおりであ

る。プロジェクト開始から１年が過ぎ、徐々に指標達成のための準備が整ってきたといえる。

指標 達成状況

教科書がカリキュラム審議会（Board of Study)
に提出されている。

3、4 年生の約半分の教科書・指導書のドラフトが

できた段階である。

達成状況を判断するのは時期尚早。

教科書印刷・配布の予算が申請されている。 DNPMへ予算確保のための啓発を2016年 8月から

開始したところである。教育省の予算申請への支援

も継続して行っている。

達成状況を判断するのは時期尚早。

教員研修戦略、プログラム、オリエンテーショ

ン教材が完成している。
教員研修の概要・授業観察シートをドラフトした。

達成状況を判断するのは時期尚早。

(2) プロジェクト目標・指標の変更

本モニタリングシートの該当期間中に、プロジェクト目標・指標に関する変更はない。

(3) 妥当性・有効性・インパクト・持続性の考察

(3-1) 妥当性

妥当性の考察に関しては、前回のモニタリングシートから大きな変化は見られなかった。

・ PNG の政策：PNG 政府は、新カリキュラムの基準達成型カリキュラム（SBC）導入のためのシ

ラバス、教員用指導書、教科書の開発を進めており、本プロジェクトでは、そのうち 3 年生から

6 年生の理科と算数について教科書と指導書の開発を支援する。PNG の国家教育計画 2015-2019
年版（National Education Plan 2015-19）では、「学習」の章に、シラバス、教員用指導書、生徒

用教材の開発戦略が記載されている。基礎教育完全普及計画 2010-2019 年版（Universal Basic 

Education Plan 2010-2019）にも、「教育の質の改善」の章に、すべての基礎学校と小学校への

教材の配布を、重要な活動の一つとして位置づけている。開発中の国家カリキュラムの枠組みの
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中で、英語・算数・理科が SBC の優先科目と記載されており、これらのことから、本プロジェク

トは PNG の政策と合致しているといえる。

・ 日本の援助政策：日本の対 PNG 向け開発援助政策には、「社会サービスの向上」のうち優先度の

高い分野の一つとして、基礎教育の改善が掲げられている。また、2015 年に改定された外務省の

ODA 大綱には、重点課題の一つである「質の高い成長とそれを通じた貧困撲滅」を支援するため

に、「万人のための質の高い教育」を支援する旨が述べられている。これらのことから、本プロ

ジェクトは日本の援助政策と合致しているといえる。

・ 現地のニーズ：PNG 政府は新カリキュラムの導入を決定したものの、学校レベルでは生徒が活用

できる教材もなく、実際の授業に SBC のコンセプトを反映することが、教員にとっても生徒にと

っても非常に困難な状況にある。そのために、SBC に沿った教科書の導入には、非常に強い学校

現場のニーズがある。

(3-2) 有効性

有効性の考察に関しては、前回のモニタリングシートから大きな変化は見られなかった。

・ プロジェクト目標の適切さ：上位目標である新教科書の全国配布のためには、教科書自体の開発・

承認、配布予算の確保、教員研修の準備が不可欠であり、適切な目標であるといえる。

・ プロジェクトデザインの有効性：新教科書の配布戦略、新教科書とそれに沿った教員用指導書、

教員研修用教材の開発は、新教科書の導入による教育の質の向上に不可欠な要素である。これら

のプロジェクトの成果は、プロジェクト目標の到達に直接関連しており、適切なプロジェクトデ

ザインであるといえる。一方、学習評価の改革や政策面での裏付け、教員養成課程との一貫性な

ど、上位目標の新教科書の導入と、その学校現場での活用に際しては、教科書導入のための戦略

と計画に沿って、それぞれの計画が教育省により実施される必要がある。

(3-3) インパクト

評価するには時期尚早であるが、日本人専門家からシラバス、国家カリキュラムフレームワークの教

科ごとのベンチマークのドラフトへ助言を行っており、PNG 側のシラバス開発プロセスに貢献した。

(3-4) 持続性

評価するには時期尚早であるが、持続性を高めるため以下のような活動を少しずつ実施している。

・ 教科書が開発・配布された後に、実際の学校現場で活用されていくには、学校モニタリングを担

当する視学官の協力が不可欠である。プロジェクトではパイロット校の教員研修に視学官も呼び、

パイロット校での教科書活用の持続性を高めるよう努めた。

・ 当初、能力不足を危惧された TBW であるが、専門家が教科書案を提示し、TBW がそれを PNG
のコンテクストに沿って改定するというプロセスを踏むことによって、徐々に教科書開発能力の

向上が見られ、パイロット校教員向けの研修でも立派に講師を務めた。技術面での持続性も少し

ずつではあるが、向上しているといえる。また、TBW のうち 3 人が中等教育の理数科のカリキュ

ラム委員会の委員に選抜された。これで、TBW の地位の向上が認識されていることが判明しただ

けでなく、中等教育カリキュラムと初等教育カリキュラムの一貫性が保証されることとなった。

・ その他、「4 終了後に向けて PNG 政府の取るべき準備」に記載した事項の推移を注意深くモニ
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タリングしていく。

1-5リスク要因の変化とその軽減のための対応策

プロジェクトに関連するリスク要因（PDM の外部要因など）と軽減の対応策を下表に示す。

# リスク要因 対応策

1 カウンターパートの異動 カウンターパートの行う教科書開発・改定と研

修の実施といった業務と、彼らの職位をカリキ

ュラム開発局の組織内に内包するよう働きか

ける。

2 教科書の印刷・配布、教員研修の予算の確保

（DNPM より 2017 年のプロジェクトのロー

カルコストの承認が下りていない）

教科書の印刷・配布や教員研修の予算を確保す

るために、DNPM への啓発活動や同省職員の

JCC/ステアリング委員会への招待などの予算

確保活動を、教育省と協働して行う。同省の予

算書提出の際にプロジェクトからも支援を行

う。

3 モニタリング体制が整備され、継続して授業を

改善する体制が機能している必要性

小学校のモニタリングシステムに変更がない

か注意してモニタリングする。

4 SBC と教科書導入に関する教育政策の変更 SBC と教科書導入に関する教育政策に変更が

ないか注意してモニタリングする。

5 国家カリキュラムフレームワークと理科・算数

科のカリキュラム（シラバス）の最終化

国家カリキュラムフレームワークと理科・算数

科のカリキュラム（シラバス）の作成状況につ

いて、注意してモニタリングする。

6 基礎学校（就学前、1 学年、2 学年）の算数科

と理科の教科書がいまだ開発されていないこ

とによる、前期小学校課程の生徒の学習準備段

階に影響を及ぼす可能性

3 学年の教科書に、基礎学校の内容の復習を多

めに盛り込む。

基礎学校への教科書導入について、注意してモ

ニタリングする。

7 教育省内で、現在の学制から基礎学校と小学校

を統合し、7・4・2 年制とする案が協議されて

いる。

学制の変更によるプロジェクトへの影響を最

小にするためにも、経緯を注意深くモニタリン

グしていく。

1-6JICA が行った対応策

JICA が実施したリスク要因への対応策を以下に記載する。

# リスク要因 対応策

2 教科書の印刷・配布、教員研修の予算の確保

→2017 年は、DNPM から内閣予算審議会への

申請はなされたが、プロジェクトのローカルコ

ストの承認が下りなかった

2016 年 11 月に承認不可の背景を DNPM より

聞き取り、2017 年については CDD の経常予

算から捻出するという善後策を教育省と検討

した。2018 年の予算申請書類の作成について

添付5-2. プロジェクトモニタリングシート(2)
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教育省を支援した。引き続き、ステアリング委

員会と合同調整委員会に DNPM 職員、財務省

幹部も招へいし、予算確保のための情報共有や

助言を受けられるようにしている。

5 国家カリキュラムフレームワークと理科・算数

科のカリキュラム（シラバス）の最終化

→国家カリキュラムフレームワークの一部で

ある教科ごとの習得すべきベンチマークを教

育省が作成しているが、現在のシラバスとの食

い違いがでている。

ベンチマークの開発者が日本の筑波大学の研

修で来日した際に、本プロジェクトの専門家よ

り教科カリキュラムに関する助言を行った。

SBC シラバスは、開発中の教科書と食い違い

のない版が、今後、印刷され、学校に配布され

る見込みである。

6 基礎学校（就学前、1 学年、2 学年）の算数科

と理科の教科書がいまだ開発されていないこ

とによる、前期小学校課程の生徒の学習準備段

階に影響を及ぼす可能性

3 学年の教科書に、基礎学校の内容の復習の時

間を多めに盛り込み、教科書と指導書を作成し

ている。

1-7 PNG 政府が行った対応策

PNG 政府の実施したリスク要因への対応策を以下に記載する。

# リスク要因 対応策

1 カウンターパートの異動

カリキュラム職員の多忙、TBW の人数・能力

不足により、2016 年末の教科書・指導書開発

状況は、3・4 年生の理科が 32%、算数が 18%
と当初予定より大きく遅れていた。

教育省より 4 人の TBW が新たに配属され、合

計 12 人となった。

TBW は年末年始の休暇を取得せずに勤務し、

教科書・指導書開発にあたった。

この結果、2017 年 2 月には、教科書・指導書

開発状況は、3・4 年生の理科が 50%、算数が

45%まで進捗した。

教育省では、教科書編集者（英文校正担当）を

非正規で雇うことを検討しており、人事局と協

議中である。

2 教科書の印刷・配布、教員研修の予算の確保

→2017 年は、DNPM から内閣予算審議会への

申請はなされたが、プロジェクトのローカルコ

ストの承認が下りなかった。

プロジェクトと協働して、教育省は 2018 年度

予算申請書類を 2 月に作成し、省内での最終

協議に入っている。申請額は 3・4 年生の理科・

算数教科書の印刷配布費用 1680 万キナに、

2018年度プロジェクトローカルコスト 190万

キナ、2019 年配布用の基礎学校の算数教科書

印刷代 550 万キナを含め、合計 2420 万キナと

なっている。

2017年度分は CDDの経常予算より 40万キナ

を捻出し、プロジェクトのローカルコストの代

添付5-2. プロジェクトモニタリングシート(2)
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替としている。

5 国家カリキュラムフレームワークと理科・算数

科のカリキュラム（シラバス）の最終化

→国家カリキュラムフレームワークの一部で

ある教科ごとの習得すべきベンチマークを教

育省が作成しているが、現在のシラバスとの食

い違いが出ている。

2017 年の 3 月より、CDD 内で国家カリキュラ

ムフレームワークのベンチマークの見直し作

業が開始されている。カリキュラムオフィサー

達による見直しを経て、現行のシラバスと食い

違いのないように改定される見込みである。

6 基礎学校（就学前、1 学年、2 学年）の算数科

と理科の教科書がいまだ開発されていないこ

とによる、前期小学校課程の生徒の学習準備段

階に影響を及ぼす可能性

2017 年度の SBC 用教材開発予算より資金を

捻出し、SBC のシラバスに沿った基礎学校 3
年（就学前～2 年生）分の算数教科書の開発・

印刷予算が承認された。2017 年に教育省が入

札・調達を行い、2018 年より配布される見通

し。

1-8環境社会配慮
JICA のガイドラインによれば、本プロジェクトは社会環境配慮に関しては、カテゴリーC に分類され

るため本項目は特に配慮する必要はない。

1-9 ジェンダー配慮・平和構築・貧困削減関連
教科書と指導書を開発する際に、ジェンダーバランスを考慮した内容や表現（児童のイラスト等）を選定してい

る。

1-10 その他重要で大きな問題
プロジェクトに関連し影響を与える他の JICA プロジェクトや、カウンターパート・他ドナー・民間セクター・NGO
などの活動について以下に示す。

(1) 国別研修「教育の質の改善」
現在基礎教育分野では、本プロジェクトの他に、カウンターパートであるカリキュラム開発局職員を中心とし

て、カリキュラム改定と教科書開発について知見を身に付けた人材の育成を目的として、国別研修「教育の

質の改善」（2014 ～2019 年、短期・長期）が実施されている。特に教科書開発に関する実践的な知見を身
に付けることに主眼を置く短期研修では、2016年 11～12月に本プロジェクトのカウンターパートであるカリキ
ュラム職員と TBW が研修員として派遣され、日本での指導を受けながら教科書・指導書の一部単元の執筆

を進めた。今後は 2017 年 5 月に鳴門教育大学の教官が PNG を訪問し、カウンターパート達と現地の状況
にあった教科書・指導書へとさらに改定を進める予定である。

(2) JICA教育政策アドバイザー

2016 年 9 月より、個別専門家「教育政策アドバイザー」が教育省に配属された。本プロジェクトでは、同専門
家と緊密に連携し、教育省内でのプロジェクト活動や、教科書の印刷・研修などの予算確保に関するアドボカ

添付5-2. プロジェクトモニタリングシート(2)
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シー活動や支援を実施している。

(3) 青年海外協力隊

教科書開発は、特に理科ではPNG固有の生物や環境などの写真を多く掲載する必要がある。プロジェクトで
も、独自に資料収集は行っているが、PNG 全土に派遣されている理数科教員隊員と連携し、隊員の任地で

撮影した生物などの写真を提供してもらい、効率的に資料収集を進めている。

(4) トレード・パシフィック社
トレード・パシフィック（Trade Pacific）社は、パプアニューギニアの印刷会社である。教育省と契約を結び、小
学校用の教科書を印刷・配布している。ただし、その内容は旧カリキュラムに沿ったものであり、教育省として

は補助教材として位置づけており、本プロジェクトで開発する教科書を国定教科書とする方針である。

(5) VSO

海外ボランタリーサービス（Voluntary Service Overseas: VSO）は、教員教育局（TED）に対して教員養成校
での教科教育法改善を支援している。教員養成校の教科教育を改善し、新任教員を訓練していくにあたり、

今後、PNG の国定教科書となる本プロジェクトの開発する教科書・指導書を参照することは非常に大切であ

る。教育省は、今後 TEDを通して VSO と本プロジェクトとの情報交換の機会を設けていく方針である。

添付5-2. プロジェクトモニタリングシート(2)
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2. 業務日程の遅延と課題

2-1 遅延の詳細

(1) DNPM では、2017 年のプロジェクトのローカルコストが見積もられていなかった。

(2) 国家カリキュラムフレームワークの一部である教科ごとの習得すべきベンチマークを教育省が作

成しているが、現在のシラバスとの食い違いが出ている。

(3) 基礎学校（就学前、1 学年、2 学年）の算数科と理科の教科書がいまだ開発されていない。

2-2 原因

(1) 前年と異なり、2017 年のプロジェクトローカルコストの予算申請は、DNPM より内閣予算審議会

へなされたが、国家全体の緊縮財政のあおりを受け、承認を受けることができなかった。

(2) PNG 全体でカリキュラム開発能力を持つ人材が不足していること。また、教科別ベンチマークは

大学教員が作成しており、シラバスを作成している CDD 職員と内容のすり合わせが行われていな

いことによる。

(3) 基礎学校の教科書を開発する人材も、教科書を購入する予算も不足していたため。

2-3 取るべき対応策

(1) 2017 年の早い時期から、2018 年の予算確保に向けて申請書類の作成と啓発活動を実施した。2017
年のローカルコストについては、CDD の経常予算より支出する。今後は引き続きフォローアップ

を進める。

(2) 国家カリキュラムフレームワークのベンチマークへの助言をプロジェクト専門家が行った。現在

CDD のカリキュラムオフィサーが、ベンチマークを現行のシラバスに合わせる形で改定している。

シラバスは開発中の教科書との食い違いがなく望ましい改定となる。今後は、その進捗状況につ

いてモニタリングしていく。

(3) 3 学年の教科書に、基礎学校の内容の復習を多めに盛り込んでいる。教育省は基礎学校分の算数教

科書については、出版社と共同開発したうえでそれを出版社から購入することとした。そのため

の予算も 2017 年度についたので、2017 年に入札・調達を行い、2018 年に配布予定である。その

進捗状況について注意してモニタリングする。

2-4. 責任者と組織の役割

(1) プロジェクト、教育政策アドバイザーと教育省は、印刷・配布予算の確保に向け協力して予算申

請書類を作成する。DNPM などへの啓発、JCC・ステアリング委員会への職員の招待を引き続き

行う。

(2) CDD は、ベンチマークを現行のシラバスに合わせる形で改定する。プロジェクトでは、国家カリ

キュラムフレームワークと、シラバスの最終化の進捗状況について、注意深くモニタリングし必

要に応じて技術的な助言を行う。

(3) プロジェクトでは教科書開発の際、3 学年の教科書に、基礎学校の内容の復習を多めに盛り込んで

いる。教育省は現在の計画通り 2018 年に基礎学校へ教科書を導入する。

添付5-2. プロジェクトモニタリングシート(2)
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3. 実施計画の変更

3-1PO
・ 新教科書の学校現場へのインパクトを確認するために、パイロット校への教科書と指導書の導入

に関するベースライン・エンドライン調査を、活動 3-8 として追加することを提案する。改定自

体は、下記の PDM の改定と合わせて後日実施する。

・ 標準ガイダンス局（SGD）から学校査察局（SID）などの、教育省内の部局名変更に合わせた改

定が必要であるが、これも同じく後日の改定時に行う。

3-2 詳細計画その他の修正

PDM 上のベースライン・エンドライン調査の追加、用語の修正などについては、指標数値の改定と合

わせて後日実施する。

添付5-2. プロジェクトモニタリングシート(2)
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4. 終了後に向けた PNG 政府の準備

(1) 政策・制度面

SBC に沿った新教科書開発の必要性は、いくつかの政策文書で言及されており、その政策的裏付けに

は大きな問題はない。一方、教科別のシラバスは、最終化され印刷段階へと入っているものの、その

上流に位置する PNG 全体のカリキュラムフレームワークに関する文章は、いまだ承認されておらず、

現行のシラバスとの食い違いも見られる。また国定教科書の位置づけも不明確なままである。これら

の文書について、一貫性のある整備が早急に望まれる。

(2) 技術面

CDD と関連する教育省の職員に対し、教科書開発に関する技術移転をプロジェクトは実施している。

技術移転後の職員の異動は、技術移転の効率性を損なうため、プロジェクト終了後も、継続して勤務

することを期待する。開発された教科書が学校レベルで活用されるためには、教育省は評価方法の改

善、教員の研修、教科書政策の立案、モニタリングの改善など、多岐にわたる教科書の導入戦略・計

画を確実に実行しなければならない。その際に、教育省に技術面の不足が生じる場合には、JICA を含

む他国への技術協力要請を検討する必要がある。

(3) 組織面

教育省は 12 人の教科書執筆者（TBW）をプロジェクトに配属し、教科書の執筆が開始された。しか

し、この 12 人は、教員サービス委員会の職位をプロジェクト期間だけ借用しているため、終了後は解

雇される予定である。プロジェクトを通じて育成する貴重な人材を、教科書改定やモニタリング、研

修業務に継続して雇用されるように、プロジェクト終了後に向けた職位の確保が必要である。CDD の

教科書デザイン担当者は、現在プロジェクトと協働して活動しているが、終了後も同様の業務を続け

られるようにする必要がある。教科書編集者も CDD に不在であるため、将来的には雇用することが

望ましい。

(4) 財政面

上述したように、2017 年度の PNG 側ローカルコストは承認されなかった。2018 年度の確実な予算確

保を期待する。DNPM や JCC の会議でも、教科書の印刷と配布に向けた予算の必要性を協議した。

今後も JCC と毎年の DNPM の会議を通して、教科書の導入のための戦略と計画に沿った印刷・配布

予算や、教員研修などのプロジェクト外で必要な活動予算を PNG 側が確保することを求める。

添付5-2. プロジェクトモニタリングシート(2)
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II. プロジェクトモニタリングシート I 、 II

添付資料 1 と 2 を参照のこと。

添付5-2. プロジェクトモニタリングシート(2)
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JICA パプアニューギニア事務所長殿

プロジェクトモニタリングシート（和文要約）

プロジェクト名： パプアニューギニア国理数科教育の質の改善プロジェクト

バージョン: 3 （期間: 2017 年 3 月～2017 年 8 月）

氏名: Mr. Walipe Wingi   

職位: Project Director                 
氏名: 伊藤 明徳                              
職位: 総括/教育計画 1               
提出日: 2017 年 9 月 29 日      

I. 要約

1 進捗状況

1-1 投入

1-1-1. 日本側投入

(1) 専門家派遣

専門家はほぼ計画どおりにパプアニューギニア独立国（Papua New Guinea: PNG）へ派遣された。当

該期間に派遣された専門家の担当分野と作業人/月は下表のとおりである。

# 担当分野
累計人/月 (うち 2017 年 3 月～2017 年 8 月)

現地作業 国内作業

1 総括/教育計画 1 13.47 (4.27) 0.65 (0.50)

2 副総括/教育計画 2 5.90 (2.57) 0.60 (0.20)

3 教育政策/援助協調 1.47 (0.50) 0.20 (0.15)

4 教科専門家（算数教材作成支援） 5.30 (3.60) 0.00 (0.00)

5 教科専門家（算数教材作成支援補助） 2.07 (0.27) 1.50 (0.00)

6 教科専門家（理科教材作成支援） 3.27 (1.60) 1.25 (0.75)

7 教科専門家（理科教材作成支援補助 1） 6.63 (2.20) 0.00 (0.00)

8 教科専門家（理科教材作成支援補助 2） 1.07 (0.54) 0.00 (0.00)

9 教科書開発（算数） 1.33 (0.53) 1.83 (1.28)

10 教科書開発（理科） 1.33 (0.53) 2.75 (1.60)

11 業務調整 1/研修計画 1/教科書開発補助（理科） 8.40 (2.53) 1.00 (0.20)

12 業務調整 2/研修計画 2/教科書開発補助（算数） 5.37 (1.57) 0.00 (0.00)

合計 55.61 (20.71) 9.78 (4.68)

添付5-3. プロジェクトモニタリングシート(3)



PM Form 3-1 Monitoring Sheet Summary

2

(2) 機材

機材調達に関しては、5、6 年生の教科書開発までは急いで購入する必要のない顕微鏡以外は、下表の

とおり調達を完了している。

# 機材 調達済み数量 今後の調達数量

1 プロジェクト車両 1 台 調達完了

2 コピー機（複合機） 2 台 調達完了

3
コンピューター

ラップトップ 18 台

デスクトップ 2 台

調達完了

4 小型発電機 1 台 調達完了

5 エアコン 5 台 調達完了

6 プロジェクター 2 台 調達完了

7 フラットスクリーン（テレビ） 1 台 調達完了

8 デジタル一眼レフカメラ・レンズ 2 台 調達完了

9 双眼実体顕微鏡 0 台 12 台

10 デジタル生物顕微鏡 0 台 2 台

(2017 年 8 月末日調達分まで)

当該期間中の機材に関する課題と対策は以下のとおりである。

# 課題 対策

1 パイロット校へ配布する教材の印刷量が膨大

となっており、コピーの故障の際などに対応す

るのが難しくなった。

JICA 事務所より廃棄予定だった中古コピー機

を譲り受け、バックアップとした。

(3) 一般業務費

当該期間中の一般業務費は以下の支出額が計上され、ほぼ予定どおり執行されている。

年次 期間 日本側支出額 (PGK1)

1 年次 累計

（2017年3月～2017年8月）

855,705
（346,477）

(4) 本邦研修

本邦研修の「国定教科書開発強化研修」を、2017 年 7 月に実施した。参加を予定していたウィンギ教

育省副次官とタンダレ次官補（カリキュラム開発局長）が、基準達成型カリキュラム（Standard Based 
Curriculum: SBC）シラバスと教員用指導書2の完成遅れのため、参加できなくなったが、コナ第一次

官補ら他の 6 人の研修員が参加し、日本の教科書検定制度や教科書の開発過程など、教科書開発政策

の開発に有用な知見を得た。

                                           
1 パプアニューギニア・キナ（Papua New Guinea Kina）
2 SBC シラバスに添付する授業案をまとめたもので、プロジェクトで開発する教員用指導書とは異なる。
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(5) 国内研修・第 3 国研修

ミャンマーの JICA 初等教育カリキュラム改訂プロジェクトとの学び合いを 2017 年 8 月に実施した。

教科書開発の実務を担当しているカリキュラム開発職員と教科書執筆者（Text Book Writer: TBW）の

8 人が参加し、タイの小学校での教科書活用状況の視察、ミャンマーのプロジェクト事務所での教科

書開発・指導書作成現場の視察、双方の国のカリキュラム・教科書・指導書の構成とその開発プロセ

スに関する意見交換、実際の教科書を活用した授業観察、教員養成校との連携の視察などを通し、今

後の教科書開発実務に有用な知見を得た。今後は、世界授業研究学会（The World Association of Lesson
Studies: WALS）への参加を 2018 年に予定している。

1-1-2. PNG 側投入

(1) カウンターパートの配置

・ 教科書執筆者（TBW）は 2016 年 4 月より、教員サービス委員会（Teaching Service Commission:
TSC）の遠隔教育機関からの出向という形で配属されている。昨年は人員の追加があったが、か

ねてより教科書開発能力と勤務態度に問題があった算数 TBW の 1 人が 2017 年 5 月に、教育省よ

り罷免された。その結果、TBW は算数 5 人、理科 6 人の 11 人体制となった。欠員については、

今後早急に再募集する。

・ 昨年追加された TBW の、職位変更に伴う給与改定手続きは 2017 年 4 月に終了し、給与面の不安

なく業務に集中できるようになった。

・ カリキュラム開発局（Curriculum Development Division: CDD）のカリキュラム開発職員は、教員

用指導書の開発、基礎学校教員の研修といった教育省の活動に従事しているが、プロジェクトで

実施する研修やワーキンググループの会議へは時間をやり繰りして参加してくれており、プロジ

ェクト活動に大きな支障はきたしていない。

・ 普及委員会のオリエンテーション教材の開発が開始され、当初委員は 14 人だったが、理数科のモ

ジュール開発のために、カリキュラム開発職員と TBW の 3 人が委員に加わった。

(2) 施設と機材

・ 引き続き、プロジェクト事務所、理科教材開発室、算数教材開発室の 3 室が提供されている。

(3) ローカルコスト

・ 本プロジェクトに関する PNG 側のローカルコストが、2017 年度予算に計上されておらず、2017
年のパイロット校での活動などにかかる経費は、CDD の経常予算から 40 万キナを捻出すること

となっている。出張者の日当などに使用することを申請しており、今後活用される見込み。

・ 2018 年度予算を確実に計上してもらうため、2017 年は年初から、JICA 教育政策アドバイザーの

支援を受けて、教育省の予算書作成の支援をしている。2018 年度のプロジェクトローカルコスト

は、現在のところ 190 万キナを申請している。

1-2 活動

プロジェクトの活動は、ほぼ予定どおり進捗している。進捗状況の詳細は、添付資料 2「プロジェク
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トモニタリングシート II」に記載した。

(1) 活動の重要な変更

活動の変更に関しては、前回のモニタリングシートと同様である。

 活動 1-1. CDD、SGD3、ELD4、TED5、MSD6等とのワーキンググループを形成する。

プロジェクトは、理科・算数・普及の 3 つのワーキンググループに加えて、ステアリング委員会の指

示により「新教科書の導入戦略・計画」のワーキンググループを形成した。

 活動 3-8. 教科書・指導書開発に係るベースライン・エンドライン調査を実施する。

新教科書の効果を検証するための調査を追加する。プロジェクト・デザイン・マトリックス（Project 

Design Matrix: PDM）と作業計画（Plan of Operation: PO）への記載は、後日の指標の明確化と合わせ

て改定する。

(2) 効率性の考察

効率性の考察に関しては、前回のモニタリングシートから大きな変化は見られなかった。

 PNG 側のローカルコストの支出を除いて、日本側、PNG 側双方の投入は、ほぼ予定どおり効率

的に実施された。

 実施されたすべての活動は、成果 1～4 を達成するのに必要な活動である。カウンターパートの配

属に多少の遅れがあったため、開始が遅れた活動もあったが、全体では成果達成に大きな影響は

ないレベルといえる。

1-3 成果

(1) 成果の達成状況

成果の達成状況を下表に示した。プロジェクト期間の約半分が経過し、成果は順を追ってひとつひと

つ達成されてきている。

成果 指標 達成状況

成果 1:教科書の導

入のための戦略と

計画が策定され

る。

活動 1-2 の 5 分野（印

刷配布、現職教員研修、

教員養成、啓発とモニ

タリング、学習評価シ

ステム）を含む教科書

普及にかかる戦略と計

画が完成している。

教科書の導入のための戦略と計画のドラフトについ

て、2016 年 7 月にワークショップを実施し、ドラフ

トを作成した。その後、8 月の合同調整委員会（Joint 
Coordinating Committee: JCC）で協議し、第 1 ドラ

フトの改定・承認を行った。その後、印刷・配布コ

ストに関し、2017 年 5 月に再試算を行ったため、

2017 年 11 月を目途に積算額を見直し、2019 年度の

予算確保のための資料とする。オリエンテーション

教材の活用法などの変更のあった部分や、本邦研修

やミャンマーでの第 3 国研修などの活動で得た知見

を反映させて改定する。

                                           
3標準ガイダンス局（Standard and Guidance Division）は現在、学校査察局（Inspections Division）に名称変更されて

いる。
4 E ラーニング局（E-Learning Division）
5教員教育局（Teacher Education Division）
6試験サービス局（Measurement Service Division）
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成果 2:SBC に沿っ

た教科書の第 1 ド

ラフトが完成す

る。

G3 から G6 の教科書の

ドラフトが提出されて

いる。

理科と算数の年間指導計画が、シラバスをもとに策

定された。3、4 年生の算数・理科ともにすべての教

科書・指導書の第 1 ドラフトを作成した。現在、5、
6 年生のドラフト作成に取りかかっており、算数は

40%のドラフトを作成し、理科も作成を開始してい

る。

国家カリキュラムフレームワークの一部である教科

ごとの習得すべきベンチマークとシラバスとの食い

違いが出ているが、現在、シラバスに沿う形でベン

チマークの食い違いを解消するよう教育省内で改定

指示が出されており、今後の改定で食い違いが解消

すると見込まれる。

成果 3:教員・生徒

にとって使いやす

い教科書・指導書

が完成する。

質の検証に関する記録

が提出され、その検証

結果が最終版教科書に

反映されている。

第一次検証は、専門家と TBW がマイクロティーチン

グを行い、不備の判明した箇所を修正している。

第二次検証は、パイロット校 10 校で 2017 年 3 月よ

り実施しており、毎月のパイロット校教員を集めた

フィードバック会議や TBW による授業観察を通じ

て、改善点を記録し、教科書の改定に活用している。

CDD の質の確保委員会のカリキュラムパネルが

2017 年 4 月に開催され、それまでに完成していたプ

ロジェクトの 3、4 年生の教科書案を示し、内容の確

認を依頼した。現在、委員会からのコメントを待っ

ている（今回提出しなかった部分についても今後提

出をしていく）。8 月と 9 月に実施された教育省の

教材の承認機関である教科アドバイザリー委員会と

カリキュラム審議会に、検証を終えたサンプル教科

書と指導書を提出し説明を行った。教科書のコンセ

プト、内容、書式について承認を得ることができた。

成果 4:教員が教科

書の使い方を学ぶ

オリエンテーショ

ン教材が開発され

る。

オリエンテーション教

材が完成している。

教科書の導入のための戦略と計画の一部として、カ

スケード型の研修計画が承認されたが、予算不足が

懸念されるため、校内研修を中心とした研修計画に

変更した。変更は、ステアリング委員会と JCC 会議

で承認された。

授業観察シート案を作成し、第二次検証の際に活用

して得た知見をもとに改定した。

上記の研修計画と授業観察シートの観点、教科書・

指導書のドラフトをもとに、オリエンテーション教

材の開発を 2017 年 7 月より開始した。

(2) 成果の変更

成果に関する変更はない。

(3) 有効性と効率性の考察

有効性と効率性の考察に関しては以下のように、前回のモニタリングシートから大きな変化は見られ

なかった。

・ 有効性の検証を行うには時期尚早ではあるが、教科書を学校レベルに導入する準備としては、そ

のための戦略の策定、教科書・指導書の執筆、その研修教材の作成といった一連の活動は不可欠

なものといえる。
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・ プロジェクトの活動もまた成果の発現に必要な活動であり、特に効率性に悪影響を及ぼす事項は

今のところ見られない。

・ PNG 側のローカルコストの支出を除いて、日本側、PNG 側双方の投入は、ほぼ予定どおりに推

移しており、成果発現のための下準備が進んでいる。特に効率性に悪影響を及ぼす事項は今のと

ころ見られない。 

1-4 プロジェクト目標

(1) プロジェクト目標の達成度

プロジェクト目標「教育省が教科書を導入するための準備が整う」の進捗状況は、以下のとおりであ

る。プロジェクト開始から１年半が過ぎ、徐々に指標達成のための準備が整ってきたといえる。

指標 達成状況

教科書がカリキュラム審議会（Board of Study)
に提出されている。

3、4 年生の教科書・指導書第 1 ドラフトが完成し

た。2017 年 4 月の CDD 質の確保委員会のカリキ

ュラムパネルに、ドラフト教科書を提出した。8 月

に教科アドバイザリー委員会に、検証済みサンプル

の教科書と指導書を提出し承認を経た。その後、9
月のカリキュラム審議会に提出し、教科書のコンセ

プト、内容、様式などの承認を得た。

達成状況を判断するのは時期尚早。

教科書印刷・配布の予算が申請されている。 国家計画モニタリング省（Department of Natural 
Planning & Monitoring: DNPM）へ予算確保のため

の啓発を 2016 年 8 月から行い、教育省の予算申請

への支援も継続した。

達成状況を判断するのは時期尚早。

教員研修戦略、プログラム、オリエンテーショ

ン教材が完成している。
教員研修の概要・授業観察シートをドラフトした。

研修プログラムをドラフトし、オリエンテーション

教材の開発を 2017 年 7 月から開始した。

達成状況を判断するのは時期尚早。

(2) プロジェクト目標・指標の変更

本モニタリングシートの該当期間中に、プロジェクト目標・指標に関する変更はない。

(3) 妥当性・有効性・インパクト・持続性の考察

(3-1) 妥当性

妥当性の考察に関しては、前回のモニタリングシートから大きな変化は見られなかった。

・ PNG の政策：PNG 政府は、SBC 導入のためのシラバス、教員用指導書、教科書の開発を進めて

おり、本プロジェクトでは、そのうち 3 年生から 6 年生の理科と算数について教科書と指導書の

開発を支援する。PNG の国家教育計画 2015-2019 年版（National Education Plan 2015-19）では、

「学習」の章に、シラバス、教員用指導書、生徒用教材の開発戦略が記載されている。基礎教育

完全普及計画 2010-2019 年版（Universal Basic Education Plan 2010-2019）にも、「教育の質の

改善」の章に、すべての基礎学校と小学校への教材の配布を、重要な活動の一つとして位置づけ
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ている。開発中の国家カリキュラムの枠組みの中で、英語・算数・理科が SBC の優先科目と記載

されている。また、2017 年 6 月に発表された教育省の SBC ポジションペーパーでは、国定教科

書として位置づけが明確に示され、SBC 導入戦略も、基本的にプロジェクトの「教科書導入のた

めの戦略と計画」と考えを同じくするものである。これらのことから、本プロジェクトは PNG の

政策と合致しているといえる。

・ 日本の援助政策：日本の対 PNG 向け開発援助政策には、「社会サービスの向上」のうち優先度の

高い分野の一つとして、基礎教育の改善が掲げられている。また、2015 年に改定された外務省の

ODA 大綱には、重点課題の一つである「質の高い成長とそれを通じた貧困撲滅」を支援するため

に、「万人のための質の高い教育」を支援する旨が述べられている。これらのことから、本プロ

ジェクトは日本の援助政策と合致しているといえる。

・ 現地のニーズ：PNG 政府は新カリキュラムの導入を決定したものの、学校レベルでは生徒が活用

できる教材もなく、実際の授業に SBC のコンセプトを反映することが、教員にとっても生徒にと

っても非常に困難な状況にある。そのために、SBC に沿った教科書の導入には、非常に強い学校

現場のニーズがある。

(3-2) 有効性

有効性の考察に関しては、前回のモニタリングシートから大きな変化は見られなかった。

・ プロジェクト目標の適切さ：上位目標である新教科書の全国配布のためには、教科書自体の開発・

承認、配布予算の確保、教員研修の準備が不可欠であり、適切な目標であるといえる。

・ プロジェクトデザインの有効性：新教科書の配布戦略、新教科書とそれに沿った教員用指導書、

教員研修用教材の開発は、新教科書の導入による教育の質の向上に不可欠な要素である。これら

のプロジェクトの成果は、プロジェクト目標の到達に直接関連しており、適切なプロジェクトデ

ザインであるといえる。一方、学習評価の改革や政策面での裏付け、教員養成課程との一貫性な

ど、上位目標の新教科書の導入と、その学校現場での活用に際しては、教科書導入のための戦略

と計画に沿って、それぞれの計画が教育省により実施される必要がある。

(3-3) インパクト

評価するには時期尚早であるが、日本人専門家からシラバス、国家カリキュラムフレームワークの教

科ごとのベンチマークのドラフトへ助言を行っており、PNG 側のシラバス開発プロセスに貢献した。

また、SBC ポジションペーパーに記載されている導入戦略には、プロジェクトの提唱してきた戦略が

多く取り入れられている。

(3-4) 持続性

評価するには時期尚早であるが、持続性を高めるため以下のような活動を少しずつ実施している。

・ 教科書が開発・配布された後に、実際の学校現場で活用されていくには、学校モニタリングを担

当する視学官の協力が不可欠である。プロジェクトではパイロット校の教員研修に視学官も呼び、

パイロット校での教科書活用の持続性を高めるよう努めた。

・ 当初、能力不足を危惧された TBW であるが、専門家が教科書案を提示し、TBW がそれを PNG

のコンテクストに沿って改定するというプロセスを踏むことによって、徐々に教科書開発能力の
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向上が見られ、パイロット校教員向けの研修でも講師を務めた。また、パイロット校でのモニタ

リング活動を通じて、教科知識を増やし授業の流れを分析する力が向上し、自分たちで教材の改

定すべき事項について議論できるようになってきた。技術面での持続性も少しずつではあるが、

向上しているといえる。

・ 組織面では、TBWのうち3人が中等教育の理数科のカリキュラム委員会の委員に選抜されており、

中等教育カリキュラムと初等教育カリキュラムの一貫性が保証されることとなった。また、プロ

ジェクト終了後は、TBW を CDD のカリキュラム職員や教員養成校の教官として活用することを

教育省は検討している。これにより、教科書改訂作業を引き続き継続していく知見が CDD 組織内

に残るとともに、PNG 各州にある教員養成校に TBW がいることで、新教科書を新任教員へ普及

させ、現職教員への普及の核として活用することも可能になる。

・ オリエンテーション教材の開発では、当初想定していたカスケード型の研修から、教材のインス

トラクションに沿って実施する校内研修へと戦略を変換し、研修コストの低下に努めた。これに

より財務面での持続性の向上が見込まれる。また 2017 年後半に行われる現職教員を対象とした

SBC 研修では、QUIS-ME プロジェクトで開発した教科書を紹介するセッションが実施される予

定である。

・ 9 月に開催された JCC で、教科書の開発と改訂の持続性について協議した。プロジェクト終了後

も教科書の開発と改訂をカリキュラム開発局が継続するため、政策と組織編成を含む持続計画の

準備を進めることが合意された。

・ その他、「4 終了後に向けた PNG 政府の準備」に記載した事項の推移を注意深くモニタリング

していく。

1-5 リスク要因の変化とその軽減のための対応策

プロジェクトに関連するリスク要因（PDM の外部要因など）と軽減の対応策を下表に示す。

# リスク要因 対応策

1 カウンターパートの異動 カウンターパートの行う教科書開発・改定と研修の実施

といった業務と、彼らの職位をカリキュラム開発局の組

織内に内包するよう働きかける。異動があった場合は、

速やかに新しい人材を募集する。

2 教科書の印刷・配布、教員研修の予

算の確保 

（DNPMより 2017年のプロジェクトの

ローカルコストの承認が下りていな

い。経済の悪化により教育予算が減

少しており、印刷・配布の予算の確

保に悪影響を及ぼしている）

教科書の印刷・配布や教員研修の予算を確保するため

に、DNPM への啓発活動や同省職員の JCC/ステアリン

グ委員会への招待などの予算確保活動を、教育省と協働

して行う。同省の予算書提出の際にプロジェクトからも

支援する。DNPM と教育省は定期的に予算会議を行っ

ており、その会議での啓発を継続して行う。

3 モニタリング体制が整備され、継続

して授業を改善する体制が機能して

いる必要性

小学校のモニタリングシステムに変更がないか注意し

てモニタリングする。
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4 SBC と教科書導入に関する教育政策

の変更

SBC と教科書導入に関する教育政策に変更がないか注

意してモニタリングする。教育省は、本邦研修の知見を

活かし、教科書開発が定着する政策を予定している。

5 国家カリキュラムフレームワークと

理科・算数科のカリキュラム（シラ

バス）の最終化

国家カリキュラムフレームワークと理科・算数科のカリ

キュラム（シラバス）の作成状況について、注意してモ

ニタリングする。

6 基礎学校（就学前、1 年生、2 年生）

の算数科と理科の教科書がいまだ開

発されていないことによる、前期小

学校課程の生徒の学習準備段階に影

響を及ぼす可能性

3 年生の教科書に、基礎学校の内容の復習を多めに盛り

込む。基礎学校への教科書導入について、注意してモニ

タリングする。

7 教育省内で、現在の学制から基礎学

校と小学校を統合し、2018 年から

1・6・6 年制とする案が協議されてい

る。

学制の変更によるプロジェクトへの影響を最小にする

ためにも、経緯を注意深くモニタリングしていく。

1-6 JICA が行った対応策

JICA が実施したリスク要因への対応策を以下に記載する。

# リスク要因 対応策

2 教科書の印刷・配布、教員研修の予

算の確保

→2017 年は、DNPM から内閣予算審

議会への申請はなされたが、プロジ

ェクトのローカルコストの承認が下

りなかった。

2016年11月に承認不可の背景をDNPMより聞き取り、

2017 年については CDD の経常予算から捻出するとい

う善後策を教育省と検討した。2018 年の予算申請書類

の作成についても教育省を支援し、現在 190 万キナが

申請されている。5 月にはトップ・マネジメント・チー

ム（Top Management Team: TMT）に教科書印刷・教員

養成研修予算の確保についてプレゼンテーションした。

引き続き、ステアリング委員会と合同調整委員会に

DNPM 職員、財務省幹部も招へいし、予算確保のため

の情報共有や助言を受けられるようにしている。

6 基礎学校（就学前、1 年生、2 年生）

の算数科と理科の教科書がいまだ開

発されていないことによる、前期小

学校課程の生徒の学習準備段階に影

響を及ぼす可能性

3 年生の教科書に、基礎学校の内容の復習の時間を多め

に盛り込み、教科書と指導書を作成している。

5 月の TMT 会議、7 月の本邦研修で基礎学校教科書の

重要性について教育省幹部に啓発を行った。

1-7 PNG 政府が行った対応策

PNG 政府の実施したリスク要因への対応策を以下に記載する。
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# リスク要因 対応策

1 カウンターパートの異動

教科書開発能力と勤務態度に問題があった算

数 TBW の 1 人が 2017 年 5 月に教育省より罷

免された。その結果、TBW は算数 5 人、理科

6 人の 11 人体制となった。

教育省とともに欠員については、今後早急に再

募集する。

教育省では、教科書編集者（英文校正担当）を

非正規で雇うことを検討しており、人事局と協

議中である。

2 教科書の印刷・配布、教員研修の予算の確保

→2017 年は、DNPM から内閣予算審議会への

申請はなされたが、プロジェクトのローカルコ

ストの承認が下りなかった。

プロジェクトと協働して、教育省は 2018 年度

予算申請書類を作成し、省内で精査の後、7 月

に予算申請した。申請額は、当初額より減少し、

2018年度プロジェクトローカルコスト 190万

キナと、2019 年配布用の基礎学校の算数教科

書印刷代 110 万キナで合計 300 万キナとなっ

た。

2017 年度分はCDDの経常予算より 40 万キナ

を捻出し、プロジェクトのローカルコストの代

替としている。

5 国家カリキュラムフレームワークと理科・算数

科のカリキュラム（シラバス）の最終化

→国家カリキュラムフレームワークの一部で

ある教科ごとの習得すべきベンチマークを教

育省が作成しているが、現在のシラバスとの食

い違いが出ている。

2017 年の 3 月に、CDD 内で国家カリキュラム

フレームワークのベンチマークを現行のシラ

バスに沿った形とするよう見直し作業の指示

が出ている。カリキュラムオフィサー達による

見直しを経て、現行のシラバスと食い違いのな

いように改定される見込みである。

6 基礎学校（就学前、1 年生、2 年生）の算数科

と理科の教科書がいまだ開発されていないこ

とによる、前期小学校課程の生徒の学習準備段

階に影響を及ぼす可能性

SBC のシラバスに沿った基礎学校 3 年（就学

前～2 年生）分の算数教科書の開発・印刷予算

として、教育省は 2018 年度予算に 110 万キナ

を計上している。現段階では、予算措置が確認

できていないが、2018 年に教育省が入札・調

達を行い、2019 年より全部の学校へ配布され

る見通し。

1-8環境社会配慮
JICA のガイドラインによれば、本プロジェクトは社会環境配慮に関しては、カテゴリーC に分類され

るため本項目は特に配慮する必要はない。

1-9 ジェンダー配慮・平和構築・貧困削減関連
教科書と指導書を開発する際に、ジェンダーバランスを考慮した内容や表現（児童のイラストなど）を選定して

いる。
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1-10 その他重要で大きな問題
プロジェクトに関連し影響を与える他の JICA プロジェクトや、カウンターパート・他ドナー・民間セクター・NGO
などの活動について以下に示す。

(1) 国別研修「教育の質の改善」
現在基礎教育分野では、本プロジェクトの他に、カウンターパートであるカリキュラム開発局職員を中心とし

て、カリキュラム改定と教科書開発について知見を身に付けた人材の育成を目的として、国別研修「教育の

質の改善」（2014 ～2019 年、短期・長期）が実施されている。特に教科書開発に関する実践的な知見を身
に付けることに主眼を置く短期研修では、2016年 11～12月に本プロジェクトのカウンターパートであるカリキ

ュラム開発職員とTBWが第2バッチ研修員として派遣され、日本での指導を受けながら教科書・指導書の一
部単元の執筆を進めた。2017年 5月に鳴門教育大学の教官が PNG を訪問し、第 2バッチ研修員と他のカ
ウンターパートに対し、現地の状況にあった教科書・指導書の作成方法についてさらに知見を深めた。今後

は、2017年の 11月から 12月にかけて、8人7の研修員が訪日し研修を受講する。

(2) JICA教育政策アドバイザー
2016 年 9 月より、個別専門家「教育政策アドバイザー」が教育省に配属された。本プロジェクトでは、同専門
家と緊密に連携し、特に教育省内でのプロジェクト活動や、教科書の印刷・研修などの予算確保に関するアド

ボカシー活動や支援を実施している。ミャンマーでの第 3国研修にも同行してもらった。

(3) 青年海外協力隊
教科書開発は、特に理科ではPNG固有の生物や環境などの写真を多く掲載する必要がある。プロジェクトで
も、独自に資料収集は行っているが、PNG 全土に派遣されている理数科教員隊員と連携し、隊員の任地で

撮影した生物などの写真を提供してもらい、効率的に資料収集を進めている。

(4) トレード・パシフィック社
トレード・パシフィック（Trade Pacific）社は、パプアニューギニアの教材開発・印刷会社である。教育省は、
QUIS-ME プロジェクトの教科書が学校に届くまでの教材として、同社と契約を結び、小学校用の英語・算数・

理科の教科書を開発・印刷・配布する。ただし、短期間に開発されその内容は十分に SBC に準じていない

が、教育省はやむを得ない措置であるとして、仮の教科書と位置づけて配布する。本プロジェクトで開発する

教科書を国定教科書とする方針である。

7 なお、前回問題をおこした 3人は交代する予定である。
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2. 業務日程の遅延と課題

2-1 遅延の詳細

(1) DNPM では、2017 年のプロジェクトのローカルコストが見積もられていなかった。

(2) 国家カリキュラムフレームワークの一部である教科ごとの習得すべきベンチマークを教育省が作

成しているが、現在のシラバスとの食い違いが出ている。

(3) 基礎学校（就学前、1 年生、2 年生）の算数科と理科の教科書がいまだ開発されていない。

(4) パイロット校での第二次検証を進めているが、パイロット教員が予定していた授業内容を今年中

に終了させられない可能性が大きい。その場合は、パイロット校での検証を経ない単元が生じて

しまう。

2-2 原因

(1) 前年と異なり、2017 年のプロジェクトローカルコストの予算申請は、DNPM より内閣予算審議会

へなされたが、国家全体の緊縮財政のあおりを受け、承認を受けることができなかった。

(2) PNG 全体でカリキュラム開発能力を持つ人材が不足していること。また、教科別ベンチマークは

大学教員が作成しており、シラバスを作成している CDD 職員と内容のすり合わせが行われていな

いことによる。

(3) 基礎学校の教科書は、民間会社との共同開発する開発予算が不足していたため。

(4) パイロット校や教員の事情により、授業が休講になることが多いため。

2-3 取るべき対応策

(1) 2017 年の早い時期から、2018 年の予算確保に向けて申請書類の作成と啓発活動を実施した。2017
年のローカルコストについては、CDD の経常予算より支出する。今後は引き続きフォローアップ

を進める。

(2) 国家カリキュラムフレームワークのベンチマークへの助言をプロジェクト専門家が行った。今後

CDD のカリキュラムオフィサーが、ベンチマークを現行のシラバスに合わせる形で改定する予定

である。今後は、その進捗状況についてモニタリングしていく。

(3) 3 学年の教科書に、基礎学校の内容の復習を多めに盛り込んでいる。教育省は基礎学校分の算数教

科書については、出版社と共同開発したうえでそれを出版社から購入することとした。そのため

の予算の一部を 2018 年度予算として申請している。予算が承認されれば、2018 年に入札・調達

を行い、2019 年に配布予定である。その進捗状況について注意してモニタリングする。

(4) パイロット校での検証を経ない単元が生じた場合は、学期終了後の 12 月にパイロット校教員を集

めてワークショップを行い、終わらなかった単元について、まとめてマイクロティーチングをす

ることで、その妥当性を検証する。教科書の内容の見直しを行い、コラム的な内容や削除しても

カリキュラム上支障のない単元は減らしていく。また、明らかに教員にやる気がないために、カ

リキュラムが終わらないケースも散見される。効率性の観点からも、そのような教員は検証対象

から除外する。
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2-4. 責任者と組織の役割

(1) プロジェクト、教育政策アドバイザーと教育省は、印刷・配布予算の確保に向け協力して予算申

請書類を作成する。DNPM などへの啓発、JCC・ステアリング委員会への職員の招待を引き続き

行う。

(2) CDD は、ベンチマークを現行のシラバスに合わせる形で改定する。プロジェクトでは、国家カリ

キュラムフレームワークと、シラバスの最終化の進捗状況について、注意深くモニタリングし必

要に応じて技術的な助言を行う。

(3) プロジェクトでは教科書開発の際、3 年生の教科書に、基礎学校の内容の復習を多めに盛り込んで

いる。教育省は現在の計画どおり 2019 年に基礎学校へ教科書を導入する。

(4) 教科書単元の見直しはプロジェクトで行う。ワークショップの機材、軽食費用は、プロジェクト

から負担する。教育省は、パイロット教員に対する日当・交通費を支給する。

添付5-3. プロジェクトモニタリングシート(3)
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3. 実施計画の変更

3-1PO
・ 新教科書の学校現場へのインパクトを確認するために、パイロット校への教科書と指導書の導入

に関するベースライン・エンドライン調査を、活動 3-8 として追加することを提案する。改定自

体は、下記の PDM の改定と合わせて実施する。

・ 標準ガイダンス局（SGD）から学校査察局（Inspections Division）などの、教育省内の部局名変

更に合わせた改定が必要であるが、これも上記の改定時に行う。

3-2 詳細計画その他の修正

・ PDM 上のベースライン・エンドライン調査の追加、用語の修正などについては、指標数値の改定

と合わせて実施する。

・ 上位目標の指標数値について、第 2 回 JCC より検討を開始し、第 3 回 JCC にて決定する予定で

ある。その結果をふまえて、下記の指標数値を PDM に組み込んで改定する。

➢ xx%の公立初等学校に理数科の教科書・指導書が配布される。

本指標に関しては、今後の教科書配布計画を勘案して決定する。

➢ 教科書・指導書が配布された教員のうち、xx%の教員が授業等で教科書・指導書を活用する。

本指標に関しては、今後のモニタリング調査結果をふまえて決定する。

添付5-3. プロジェクトモニタリングシート(3)
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4. 終了後に向けた PNG 政府の準備

(1) 政策・制度面

SBC に沿った新教科書開発の必要性は、いくつかの政策文書で言及されており、その政策的裏付けに

は大きな問題はない。また 2017 年 6 月に出された SBC ポジションペーパーでは、国定教科書の位置

づけも明確に示された。一方、教科別のシラバスは、最終化され印刷段階へと入っているものの、そ

の上流に位置する PNG 全体のカリキュラムフレームワークに関する文章は、いまだ承認されておら

ず、現行のシラバスとの食い違いも見られる。これらの文書について、一貫性のある整備が早急に望

まれる。教育省は、本邦研修の知見を活かし、教科書開発・印刷・配布の政策を計画している。

(2) 技術面

CDD と関連する教育省の職員に対し、教科書開発に関する技術移転をプロジェクトは実施している。

TBW の能力も徐々に向上し、教科書開発への貢献度が高まっている。一方、技術移転後の職員の異動

は、技術移転の効率性を損なうため、プロジェクト終了後も継続して勤務することが期待される。

開発された教科書が学校レベルで活用されるためには、教育省は評価方法の改善、教員の研修、教科

書政策の立案、モニタリングの改善など、多岐にわたる教科書の導入戦略・計画を確実に実行しなけ

ればならない。その際に、教育省に技術面の不足が生じる場合には、JICA を含む他国への技術協力要

請を検討する必要がある。また、QUIS-ME プロジェクトが教員の使いやすい教科書と指導書を開発し

ても、教員の教科知識のレベルが低く、理数科教具の活用方法を知らないと教科書を十分に活用する

ことは難しい。教育省は、現在の教員養成校の理数科のカリキュラムの見直しを行い、シラバスと教

科書で指導される教科内容と教具活用の指導を行う必要がある。

(3) 組織面

教育省は 11 人の教科書執筆者（TBW）をプロジェクトに配属し、教科書の執筆を行っている。教育

省は、プロジェクト終了後に TBW をカリキュラム開発職員や教員養成校教官として、雇用する方針

を示しており、その履行が望まれる。プロジェクトを通じて育成した貴重な人材が、教科書改定やモ

ニタリング、研修業務に継続して活躍することは、技術面・組織面での自立発展性を語る上で非常に

重要である。CDD の教科書デザイン担当者は、現在プロジェクトと協働して活動しているが、終了後

も同様の業務を続けられるようにする必要がある。教科書校正者も CDD に不在であるため、将来的

には雇用することが望ましい。

(4) 財政面

上述したように、2017 年度の PNG 側ローカルコストは承認されなかった。2018 年度の確実な予算確

保を期待する。DNPM や JCC の会議でも、教科書の印刷と配布に向けた予算の必要性を協議した。

今後も JCC と毎年の DNPM の会議を通して、教科書の導入のための戦略と計画に沿った印刷・配布

予算や、教員研修などのプロジェクト外で必要な活動予算を PNG 側が確保することを求める。また、

教育省は、2018 年より初等教育の理科教材配布プロジェクトを準備し、新教科書で使用する実験器具

の購入と配布を行う計画を示している。これらの予算確保と実施について、プロジェクトからモニタ
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リングしていく。
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II. プロジェクトモニタリングシート I 、 II

添付資料 1 と 2 を参照のこと。

添付5-3. プロジェクトモニタリングシート(3)
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略語 正式名 日本語

APEC Asia-Pacific Economic Cooperation アジア・太平洋経済協力会議

CDD Curriculum Development Division カリキュラム開発局

DNPM
Department of National Planning & 
Monitoring

国家計画モニタリング省
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ID Inspection Division 学校査察局

JCC Joint Coordinating Committee 合同調整委員会
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JICA パプアニューギニア事務所長殿

プロジェクトモニタリングシート（和文要約）

プロジェクト名： パプアニューギニア国理数科教育の質の改善プロジェクト

バージョン: 4 （期間: 2017 年 9 月～2018 年 2 月）

氏名: Mr. Walipe Wingi
職位: Project Director
氏名: 伊藤 明徳

職位: 総括/教育計画 1
提出日: 2018 年 4 月 10 日

I. 要約

1 進捗状況

1-1 投入

1-1-1. 日本側投入

(1) 専門家派遣

専門家はほぼ計画どおりにパプアニューギニア独立国（Papua New Guinea: PNG）へ派遣された。当

該期間（2017 年 9 月～2018 年 2 月）に派遣された専門家の担当分野と作業人/月は下表のとおりであ

る。

# 担当分野
累計人/月 (うち 2017 年 9 月～2018 年 2 月)

現地作業 国内作業

1 総括/教育計画 1 18.10 (4.63) 0.65 (0.00)

2 副総括/教育計画 2 6.97 (1.07) 0.80 (0.20)

3 教育政策/援助協調 1.97 (0.50) 0.20 (0.00)

4 教科専門家（算数教材作成支援） 7.20 (1.90) 0.00 (0.00)

5 教科専門家（算数教材作成支援補助） 2.50 (0.43) 1.80 (0.30)

6 教科専門家（理科教材作成支援） 3.27 (0.00) 1.25 (0.00)

7 教科専門家（理科教材作成支援補助 1） 9.47 (2.84) 0.00 (0.00)

8 教科専門家（理科教材作成支援補助 2） 1.07 (0.00) 0.00 (0.00)

9 教科書開発（算数） 1.60 (0.27) 3.58 (1.75)

10 教科書開発（理科） 1.60 (0.27) 4.03 (1.28)

11 業務調整 1/研修計画 1/教科書開発補助（理科） 11.90 (3.50) 1.00 (0.00)

12 業務調整 2/研修計画 2/教科書開発補助（算数） 6.33 (0.96) 0.00 (0.00)
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合計 71.98 (16.37) 13.31 (3.53)

(2) 機材

デスクトップ・パブリッシング（Desk Top Publishing：DTP）とベースライン・エンドライン調査の

データベース構築の作業効率を上げるために、コンピューター（デスクトップ 1 台、ラップトップ 2
台）を追加購入した。また、整備した算数教材開発室用にフラットスクリーン（テレビ）を 1 台と、5、
6 年生の教科書に掲載する写真を撮影するためにデジタル生物顕微鏡を 1 台購入した。双眼実体顕微

鏡に関しては、現場の学校に機材がなく、今後の購入も困難が予想される。教科書では代替となる方

法を掲載して対応したため、パイロット校向けの双眼実体顕微鏡の購入は取りやめた。これで、下表

のとおり機材の調達はすべて完了した。

# 機材 調達済み数量 今後の調達数量

1 プロジェクト車両 1 台 調達完了

2 コピー機（複合機） 2 台 調達完了

3
コンピューター

ラップトップ 20 台

デスクトップ 3 台

調達完了

4 小型発電機 1 台 調達完了

5 エアコン 5 台 調達完了

6 プロジェクター 2 台 調達完了

7 フラットスクリーン（テレビ） 2 台 調達完了

8 デジタル一眼レフカメラ・レンズ 2 台 調達完了

9 双眼実体顕微鏡 0 台 N/A

10 デジタル生物顕微鏡 1 台 調達完了

(2018 年 2 月末日調達分まで)

(3) 一般業務費

当該期間中の一般業務費は以下の支出額が計上され、ほぼ予定どおり執行されている。

年次 期間 日本側支出額 (PGK1)

1 年次 累計

（2017年9月～2018年2月）

1,274,850
（419,145）

(4) 本邦研修

「国定教科書開発強化研修」を、2017 年 7 月に実施した。

当該期間中の新たな本邦研修は実施しておらず、今後の実施計画もない。

(5) 国内研修・第 3 国研修

ミャンマーの JICA 初等教育カリキュラム改訂プロジェクトとの学び合いを 2017 年 8 月に実施した。

                                           
1 パプアニューギニア・キナ（Papua New Guinea Kina）
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当該期間中の新たな国内研修・第 3 国研修は実施していない。当初計画していた世界授業研究学会（The 
World Association of Lesson Studies: WALS）への参加については、教科書開発業務に集中するため、

本プロジェクト期間中の派遣は見送ることとする。

1-1-2. PNG 側投入

(1) カウンターパートの配置

・ 教科書執筆者（Text Book Writer: TBW）の欠員も補充され、算数 6 人、理科 6 人の 12 人体制と

なった。

・ TBW は 2016 年 4 月より、教員サービス委員会（Teaching Service Commission: TSC）の遠隔教

育機関からの出向という形で配属されているが、職位は仮採用なので手当が減額されていた。昨

年の職位変更に伴う給与改定の結果、2018 年 1 月に晴れて本採用となり、給与面の不安なく業務

に集中できるようになった。

・ カリキュラム開発局（Curriculum Development Division: CDD）の職員は、基準達成型カリキュラ

ム（Standard Based Curriculum: SBC）の教員用指導書（本プロジェクトで開発中の教科書準拠

のものとは別）の開発、基礎学校教員の研修といった教育省の活動が終了し、プロジェクトで実

施する研修やワーキンググループの会議へ、積極的に参加するようになった。12 月に実施した教

科書・指導書の検証ワークショップにも、理数科のカリキュラム開発職員は全員が参加した。

・ 普及委員会は引き続き 17 人でオリエンテーション教材の開発を行っている。

(2) 施設と機材

・ プロジェクト事務所、理科教材開発室、算数教材開発室の 3 室が引き続き提供されている。

(3) ローカルコスト

・ 本プロジェクトに関する PNG 側のローカルコストが、2017 年度は予算計上されていなかったが、

12 月の教科書・指導書の検証ワークショップの開催費用に 20 万キナを教育省予算から支出した。

2018 年度のプロジェクトのローカルコストは、JICA 教育政策アドバイザーによる教育省内での

予算書の作成支援のほか、国家計画モニタリング省（Department of Natural Planning & Monitoring:

DNPM）や財務省に配属された JICA 個別専門家（開発アドバイザー）の支援もあり、200 万キナ

の予算が承認された。2019 年予算も同様に、同アドバイザーらと教育省とともに国家計画モニタ

リング省や財務省へのフォローを継続する。

1-2 活動

プロジェクトの活動は、ほぼ予定どおり進捗している。ただし、2018 年の 2 月と 3 月の活動は、政府

の予算執行手続きで若干遅れが出た。進捗状況の詳細は、添付資料 2「プロジェクトモニタリングシ

ート II」に記載した。

(1) 活動の重要な変更

活動の変更に関しては、前回のモニタリングシートと同様である。
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 活動 1-1. カリキュラム開発局（CDD）、標準ガイダンス局（SGD2）、E ラーニング局（ELD）、

教員教育局（TED）、試験サービス局（MSD）などとのワーキンググループを形成する。

プロジェクトは、理科・算数・普及の 3 つのワーキンググループに加えて、ステアリング委員会の指

示により「新教科書の導入戦略・計画」のワーキンググループを形成した。

 活動 3-8. 教科書・指導書開発に係るベースライン・エンドライン調査を実施する。

新教科書の効果を検証するための調査を追加する。プロジェクト・デザイン・マトリックス（Project 
Design Matrix: PDM）と作業計画（Plan of Operation: PO）の記載も第 3 回合同調整委員会（Joint 
Coordinating Committee: JCC）で承認された。

(2) 効率性の考察

効率性の考察に関しては、前回のモニタリングシートから大きな変化は見られなかった。

 PNG 側のローカルコストの支出を除いて、日本側、PNG 側双方の投入は、ほぼ予定どおり効率

的に実施された。

 実施されたすべての活動は、成果 1～4 を達成するのに必要な活動である。カウンターパートの配

属に多少の遅れがあったため、開始が遅れた活動もあったが、全体では成果達成に大きな影響は

ないレベルといえる。

1-3 成果

(1) 成果の達成状況

成果の達成状況を下表に示した。プロジェクト期間の約 3 分の 2 が経過し、成果は順を追ってひとつ

ひとつ達成されてきている。

成果 指標 達成状況

成果 1:教科書

の導入のため

の戦略と計画

が 策 定 さ れ

る。

活動 1-2の 5分野

（印刷配布、現職

教員研修、教員養

成、啓発とモニタ

リング、学習評価

システム）を含む

教科書普及にか

かる戦略と計画

が完成している。

教科書の導入のための戦略と計画については、2016 年に第 1
版を策定し、JCC で協議し、承認された。その後、印刷・配布

コストやオリエンテーション教材の活用法などで計画に変更

のあった部分や、本邦研修やミャンマーでの第 3 国研修などの

活動で得た知見を反映させて 2017 年 11 月に第 2 版に改定し

た。2018 年の JCC で承認を受け、今後も必要に応じて改定す

る。

成果 2:SBC に

沿った教科書

の第 1 ドラフ

ト が 完 成 す

る。

G3 から G6 の教

科書のドラフト

が提出されてい

る。

理科と算数の年間指導計画が、シラバスをもとに策定された。

3・4 年生の算数・理科ともにすべての教科書・指導書の第 1
ドラフトを作成した。現在、5・6 年生のドラフトを作成してお

り、算数は教科書・指導書ともに 100%、理科は教科書約 60%、

指導書約 20%のドラフトを作成した。

成果 3:教員・

生徒にとって

使いやすい教

科書・指導書

が完成する。

質の検証に関す

る記録が提出さ

れ、その検証結果

が最終版教科書

に反映されてい

第一次検証は、専門家と TBW がマイクロティーチングを行い、

不備の判明した箇所を修正している。

第二次検証は、パイロット校 10 校で 2017 年 3 月より実施して

おり、毎月のパイロット校教員を集めたフィードバック会議や

TBW による授業観察を通じて改善点を記録し、教科書の改定

                                           
2標準ガイダンス局（Standard and Guidance Division）は現在、学校査察局（Inspections Division）に名称変更されて

いる。
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る。 に活用している。2017 年に 3・4 年生分、2018 年は 5・6 年生

分を行う。

3・4 年生においてパイロット校では時間がなく教えきれなかっ

た単元3については、2017 年 12 月に「教科書・指導書の検証ワ

ークショップ」を開催し、パイロット校教員によるマイクロテ

ィーチングを行ってフィードバックを得た。その内容に沿って

の 3・4 年生の改定、最終化作業を現在進めている。

成果 4:教員が

教科書の使い

方を学ぶオリ

エンテーショ

ン教材が開発

される。

オリエンテーシ

ョン教材が完成

している。

教科書の導入のための戦略と計画の一部として、カスケード型

の研修計画が承認されたが、予算不足が懸念されるため、校内

研修を中心とした研修計画に変更した。変更は、ステアリング

委員会と JCC で承認された。

授業観察シート案を作成し、第二次検証の際に活用して得た知

見をもとに改定した。

上記の研修計画と授業観察シートの観点、教科書・指導書をも

とに、オリエンテーション教材を 2017 年にドラフトにした。

(2) 成果の変更

成果に関する変更はない。

(3) 有効性と効率性の考察

有効性と効率性に関しては以下のように考察する。

・ 有効性に関しては、プロジェクトはいまだ途上にあるものの、徐々に「教育省が教科書を導入す

るための準備が整う」というプロジェクト目標を達成するための準備が進んでいる。

・ 成果 2 の教科書を開発する活動だけでなく、成果 3 で実際のパイロット校での検証活動の授業を

行った結果、その内容に説得力を持たせることができ、3・4 年生の教科書・指導書のドラフトは

カリキュラム審議会で承認された。

・ 成果 1 で、教科書の導入戦略と計画を教育省と策定することで、国定教科書としての位置づけや、

教育省のカリキュラムとの一貫性、教員研修や評価とも一貫性のある教科書となる必要性を教育

省が理解し、協力的な姿勢を示している。例えば SBC ポジションペーパー等の関連する政策文書

が教育省で策定され、そこで算出した印刷・配布予算を教育省幹部とともに DNPM などへ説明し

ている。いままで計上されてこなかったプロジェクトのローカルコストも、2018 年は 200 万キナ

が承認され、徐々に予算面での先方のコミットの改善もみられてきている。先方政府の予算状況

という外部要因に左右されるところがあるものの、プロジェクトの有効性に貢献する成果といえ

る。

・ 成果 4 も、教科書・指導書を使った教え方に関する現職教員向けの研修教材を作成しており、学

校レベルでの教科書の活用のために貢献している。

・ 効率性に関しては、PNG 側の 2016、2017 年のローカルコストの支出を除いて、日本側、PNG
側双方の投入は、ほぼ予定どおりに推移しており、徐々にプロジェクトの成果が発現している。

PNG 側の 2018 年のローカルコスト予算は承認されており、特に効率性に悪影響を及ぼす事項は

いまのところ見られない。

3 この内容は 2018 年度の初めに教えている。
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1-4 プロジェクト目標

(1) プロジェクト目標の達成度

プロジェクト目標「教育省が理数科の教科書・指導書を全国に導入するための準備が整う」の進捗状

況は、以下のとおりである。プロジェクト開始から 2 年が過ぎ、徐々に指標が達成されつつあるとい

える。

指標 達成状況

教科書がカリキュラム審

議会（Board of Study)に
提出されている。

3、4 年生の教科書・指導書第 1 ドラフトが完成した。2017 年 4 月の CDD
質の確保委員会のカリキュラムパネルに、ドラフト教科書を提出し、コ

メントを貰い改定した。8 月に教育省の教材の承認機関である教科アド

バイザリー委員会に、検証済みサンプルの教科書と指導書を提出し承認

を得た。その後、9 月のカリキュラム審議会に提出し、教科書のコンセ

プト、内容、様式などの承認を得た。3・4 年生の最終版と、5・6 年生

ドラフトも同様に、次の委員会開催の機会に提出し承認を得る。

順調に指標を達成しつつある。

教科書印刷・配布の予算

が申請されている。
DNPM へ予算確保のための啓発を 2016 年 8 月から行い、教育省の予算

申請への支援も継続した。

教科書の導入のための戦略と計画の改定版や、SBC ポジションペーパー

などの関連する政策文書が教育省で作成され、そこで算出した印刷・配

布予算を教育省幹部とともに DNPM などへ説明し、予算確保の啓発を行

った。

達成状況を判断するのは時期尚早である。

教員研修戦略、プログラ

ム、オリエンテーション

教材が完成している。

教員研修戦略をドラフトし、「教科書の導入戦略と計画」に記載した。

また、JICA・教育省との協議の結果、想定する研修方式を 2017 年にカ

スケード式研修から校内研修を中心としたものへと改定し、上記戦略も

改定した。

研修プログラム、オリエンテーション教材を 2017 年にドラフトにした。

今後の検証ワークショップを経て最終化する。DVD 教材の調整も E ラ

ーニング局と開始した。

順調に指標を達成しつつある。

(2) プロジェクト目標・指標の変更

本モニタリングシートの該当期間中に、プロジェクト目標・指標に関する変更はない。

(3) 妥当性・有効性・インパクト・持続性の考察

(3-1) 妥当性

妥当性の考察に関しては、前回のモニタリングシートから大きな変化は見られなかった。

・ PNG の政策：PNG 政府は、SBC 導入のためのシラバス、教員用指導書、教科書の開発を進めて

おり、本プロジェクトでは、そのうち 3 年生から 6 年生の理科と算数について教科書と指導書の

開発を支援する。PNG の国家教育計画 2015-2019 年版（National Education Plan 2015-19）では、

「学習」の章に、シラバス、教員用指導書、生徒用教材の開発戦略が記載されている。基礎教育
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完全普及計画 2010-2019 年版（Universal Basic Education Plan 2010-2019）にも、「教育の質の

改善」の章に、すべての基礎学校と小学校への教材の配布を、重要な活動の一つとして位置づけ

ている。開発中の国家カリキュラムの枠組みの中で、英語・算数・理科が SBC の優先教科と記載

されている。また、2017 年 6 月に発表された教育省の SBC ポジションペーパーでは、国定教科

書として位置づけが明確に示され、SBC 導入戦略も、基本的にプロジェクトの「教科書導入のた

めの戦略と計画」と考えを同じくするものである。これらのことから、本プロジェクトは PNG の

政策と合致しているといえる。

・ 日本の援助政策：日本の対 PNG 向け国別開発協力方針（2017 年）には、「社会サービスの向上」

に関して、国民の生活水準向上のため、「初等教育の教科書開発への支援」に重点を置き、「質

の高い教育」への貢献を進めることが掲げられている。また、2015 年に改定された外務省の ODA
大綱には、重点課題の一つである「質の高い成長とそれを通じた貧困撲滅」を支援するために、

「万人のための質の高い教育」を支援する旨が述べられている。2015 年に採択された国連の「持

続可能な開発目標」では、目標 4 に「すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生

涯学習の機会を促進する」ことを掲げており、日本政府もその達成に積極的に取り組んでいる。

本プロジェクトにより開発される質の高い教科書を、教育省が全国へ配布することで、PNG の全

生徒に質の高い教育を提供できる。これらのことから、本プロジェクトは日本の援助政策と合致

しているといえる。

・ 現地のニーズ：PNG 政府は新カリキュラムの導入を決定し、小学校向けのシラバス、教員用指導

書を最終化し、教員研修も開始している。ただし、学校レベルで生徒が活用できる教材はなく、

実際の授業に SBC のコンセプトを反映することが、教員にとっても生徒にとっても困難な状況に

ある。そのために、SBC に沿った教科書や指導書の導入には、非常に強い学校現場からのニーズ

がある。

(3-2) 有効性

有効性の考察に関しては、前回のモニタリングシートから大きな変化は見られなかった。

・ プロジェクト目標の適切さ：上位目標である新教科書の全国配布のためには、教科書自体の開発・

承認、配布予算の確保、教員研修の準備が不可欠であり、適切な目標であるといえる。

・ プロジェクトデザインの有効性：新教科書の配布戦略、新教科書とそれに沿った教員用指導書、

教員研修用教材の開発は、新教科書の導入による教育の質の向上に不可欠な要素である。これら

のプロジェクトの成果は、プロジェクト目標の到達に直接関連しており、適切なプロジェクトデ

ザインであるといえる。これらについては徐々に成果が発現しており、プロジェクト目標も少し

ずつ達成しつつある。一方、学習評価の改革や政策面での裏付け、教員養成課程との一貫性など、

上位目標の新教科書の導入と、その学校現場での活用に際しては、教科書導入のための戦略と計

画に沿って、それぞれの計画が教育省により実施される必要がある。

(3-3) インパクト

評価するには時期尚早であるが、以下のようなプロジェクトのインパクトが見られた。

 日本人専門家からシラバス、国家カリキュラムフレームワークの教科ごとのベンチマークのドラ

フトへ助言を行っており、PNG 側のシラバス開発プロセスに貢献した。
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 SBC ポジションペーパーに記載されている導入戦略には、例えば学習評価の改革や、カリキュラ

ム政策面での裏付け、現職教員研修、教員養成課程、モニタリングとの一貫性など、プロジェク

トの提唱してきた戦略が多く取り入れられている。

 2017 年 9 月に教育省が実施した SBC 導入研修では、プロジェクトで開発している教科書が紹介

されるとともに、研修内容の一部にプロジェクトで開発しているオリエンテーション教材が使わ

れた。

 教育省次官が他省庁との会合であるリーダーズサミットや、2018 年 2 月のアジア・太平洋経済協

力会議（Asia-Pacific Economic Cooperation: APEC）準備会合の教育分科会で、新教科書のサン

プルを配布し紹介した。

(3-4) 持続性

評価するには時期尚早であるが、持続性を高めるため以下のような活動を少しずつ実施している。

・ 教科書が開発・配布された後に、実際の学校現場で活用されていくには、学校モニタリングを担

当する視学官の協力が不可欠である。プロジェクトではパイロット校の教員研修、ベースライン・

エンドライン調査に視学官も呼び、パイロット校での教科書活用の持続性を高めるよう努めた。

・ 技術面では、当初、能力不足を危惧された TBW であるが、専門家が教科書案を提示し、TBW が

それを PNG のコンテクストに沿って改定するというプロセスを踏むことによって、徐々に教科書

開発能力の向上が見られ、パイロット校教員向けの研修でも講師を務めた。また、パイロット校

でのモニタリング活動を通じて、教科知識を増やし授業の流れを分析する力が向上し、自分たち

で教材の改定すべき事項について議論できるようになってきた。技術面での持続性も少しずつで

はあるが、向上しているといえる。

・ 組織面では、TBW のうち 3 人が中等教育の理数科のカリキュラム委員会委員に選抜されており、

中等教育カリキュラムと初等教育カリキュラムの一貫性が保証されることとなった。また、プロ

ジェクト終了後は、TBW を CDD のカリキュラム職員や教員養成校の教官として活用することを

教育省は検討している。これにより、教科書改訂作業を引き続き継続していく知見が CDD 組織内

に残るとともに、PNG 各州にある教員養成校に TBW がいることで、新教科書を新任教員へ普及

させ、現職教員への普及の核として活用することも可能になる。

・ 財務面では、プロジェクトのローカルコストが PNG 側で予算化されない事態が続いていたが、

2018 年は 200 万キナの予算が承認された。2018 年 2 月にプロジェクトのロゴ、バナー、パンフ

レット、サンプル教科書などの啓発ツールも完成し、政府関係者への予算確保の啓発が効果的に

実施できるようになった。財務面でも、少しずつ持続性向上の兆しがみられる。

・ オリエンテーション教材の開発では、当初想定していたカスケード型の研修から、教材のインス

トラクションに沿って実施する校内研修へと戦略を変更し、研修コストの低減に努めた。これに

より財務面での持続性の向上が見込まれる。

・ 2017 年 9 月の JCC で「教科書の改訂と開発政策と組織編成を含む持続的計画」を策定すること

が協議され、その準備が進んでいる。

・ その他、「4 終了後に向けた PNG 政府の準備」に記載した事項の推移を注意深くモニタリング

していく。
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1-5 リスク要因と軽減の対応策

プロジェクトに関連するリスク要因（PDM の外部要因など）と軽減の対応策を下表に示す。

# リスク要因 対応策

1 カウンターパートの異動 カウンターパートの行う教科書開発・改定と研修の実施

といった業務と、彼らの職位をカリキュラム開発局の組

織内に内包するよう働きかける。異動があった場合は、

速やかに新しい人材を募集する。

2 教科書の印刷・配布、教員研修の予

算の確保（PNG 経済の悪化により教

育予算が減少しており、印刷・配布

の予算の確保に悪影響を及ぼしてい

る）

教科書の印刷・配布や教員研修の予算を確保するため

に、DNPM への啓発活動や同省職員の JCC やステアリ

ング委員会への招待などの予算確保活動を、教育省と協

働して行う。同省の予算書提出の際にプロジェクトから

も支援する。DNPM と教育省は定期的に予算会議を行

っており、その会議での啓発を継続して行う。

3 モニタリング体制が整備され、継続

して授業を改善する体制が機能して

いる必要性

小学校のモニタリングシステムに変更がないか注意し

てモニタリングする。

4 SBC と教科書導入に関する教育政策

の変更

SBC と教科書導入に関する教育政策に変更がないか注

意してモニタリングする。教育省は、本邦研修の知見を

活かし、教科書開発が定着するための政策の策定を予定

している。

5 国家カリキュラムフレームワークと

理科・算数のカリキュラム（シラバ

ス）の最終化

国家カリキュラムフレームワークと理科・算数科のカリ

キュラム（シラバス）の作成状況について、注意してモ

ニタリングする。

6 基礎学校（就学前、1 年生、2 年生）

の算数と理科の教科書がいまだ開発

されていないことによる、前期小学

校課程の生徒の学習準備段階に影響

を及ぼす可能性

3 年生の教科書に、基礎学校の内容の復習を多めに盛り

込む。基礎学校への教科書導入について、注意してモニ

タリングする。

7 基礎学校と小学校を統合し、1・6・6
年制への学制の変更

学制の変更によるプロジェクトへの影響を最小にする

ためにも、経緯を注意深くモニタリングしていく。

8 ベースライン調査結果で明らかにな

った、教員・生徒ともに、教科知識

の想定以上の不足

新教科書では復習の時間を多めにとり、教員向けの補足

情報を指導書に多めに入れる。

現在のように教員が同学年を繰り返し教えるのではな

く、1 年生から学年を順番に教員が教えることで、既習

内容を教員も順に理解できるように教育省に提言する。

教員養成校のカリキュラムを、教科知識を強化できる内

容とするように提言する。
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1-6 JICA が行った対応策

JICA が実施したリスク要因への対応策を以下に記載する。

# リスク要因 対応策

2 教科書の印刷・配布、教員研修の予

算の確保

→2017 年はプロジェクトのローカル

コストの予算が計上されなかった

が、2018 年は 200 万キナの承認が下

りた。

2018 年と同じく、2019 年の予算申請書類の作成につい

ても教育省を支援し、トップ・マネジメント・チーム

（Top Management Team: TMT）に教科書印刷・教員養

成研修の予算確保について啓発していく。

引き続き、ステアリング委員会と JCC に DNPM 職員、

財務省幹部も招へいし、予算確保のための情報共有や助

言を受けられるようにする。DNPM や財務省配属の JICA

個別専門家を通じて予算確保のフォローアップを行う。

6 基礎学校（就学前、1 年生、2 年生）

の算数と理科の教科書がいまだ開発

されていないことによる、前期小学

校課程の生徒の学習準備段階に影響

を及ぼす可能性

3 年生の教科書に、基礎学校の内容の復習の時間を多め

に盛り込み、教科書と指導書を作成している。

1-7 PNG 政府が行った対応策

PNG 政府の実施したリスク要因への対応策を以下に記載する。

# リスク要因 対応策

1 カウンターパートの異動

算数 TBW の 1 人が罷免され、TBW
が 1 人不足した。

教育省は、欠員を再募集し 2018 年 10 月に TBW が補充

された。

教育省では、教科書編集者（英文校正担当）を非正規で

雇うことを検討しており、人事局と協議中である。

2 教科書の印刷・配布、教員研修の予

算の確保

→2017 年はプロジェクトのローカル

コストの予算が計上されなかった

が、2018 年は、200 万キナの承認が

下りた。

プロジェクトと協働して、教育省は 2018 年度予算を申

請した。その後、プロジェクトローカルコスト 200 万

キナが承認された。今後も同様に必要な予算を申請して

いく。

政府特別区のパイロット教員の一部が、検証作業に対す

る謝金を求めたが、CDD 局長と幹部が説明し解決した。

それをふまえ、2018 年の選定は、パイロット教員のモ

ラルにも配慮して行った。

5 国家カリキュラムフレームワークと

理科・算数のカリキュラム（シラバ

ス）の最終化

→国家カリキュラムフレームワーク

の一部である教科ごとの習得すべき

2017 年の 3 月に、CDD 内で国家カリキュラムフレーム

ワークのベンチマークを現行のシラバスに沿った形と

するよう見直し作業の指示が出ている。カリキュラムオ

フィサーらによる見直しを経て、現行のシラバスと食い

違いのないように改定される見込みである。
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ベンチマークを教育省が作成してい

るが、現在のシラバスとの食い違い

が出ている。

6 基礎学校（就学前、1 年生、2 年生）

の算数と理科の教科書がいまだ開発

されていないことによる、前期小学

校課程の生徒の学習準備段階に影響

を及ぼす可能性

教育省が 2018 年度予算に申請していた基礎学校 3 年

（就学前～2 年生）分の算数教科書の開発・印刷予算が

承認されなかった。教育省は、投資家による外部資金を

活用し、2018 年から開発が開始できるよう検討してい

る。

1-8環境社会配慮
JICA のガイドラインによれば、本プロジェクトは社会環境配慮に関しては、カテゴリーC に分類され

るため本項目は特に配慮する必要はない。

1-9 ジェンダー配慮・平和構築・貧困削減関連
教科書と指導書を開発する際に、ジェンダーバランスを考慮した内容や表現（児童のイラストなど）を選定して

いる。

1-10 その他重要で大きな問題
プロジェクトに関連し影響を与える他の JICA プロジェクトや、カウンターパート・他ドナー・民間セクター・NGO
などの活動について以下に示す。

(1) 国別研修「教育の質の改善」
現在基礎教育分野では、本プロジェクトの他に、カウンターパートであるカリキュラム開発局（CDD）職員を中
心として、カリキュラム改定と教科書開発について知見を身に付けた人材の育成を目的として、国別研修「教

育の質の改善」（2014 ～2019 年、短期・長期）が実施されている。特に教科書開発に関する実践的な知見
を身に付けることに主眼を置く短期研修では、2016 年 11～12 月に本プロジェクトのカリキュラム開発職員と
TBW が第 2 バッチ研修員として派遣され、鳴門教育大学において指導を受けながら教科書・指導書の一部

単元の執筆を進めた。2017年 5月には鳴門教育大学の教官が PNGを訪問し、第 2バッチ研修員と他のカ
ウンターパートに対し、現地の状況にあった教科書・指導書の作成方法についてさらに知見を深めた。2017
年 11～12月には、8人4の第 2バッチ研修員が再度訪日し鳴門教育大学での研修を受講した。

(2) JICA教育政策アドバイザー
2016 年 9 月より、個別専門家の教育政策アドバイザーが教育省に配属された。本プロジェクトでは、同専門
家と緊密に連携し、教育省内でのプロジェクト活動や、教科書の印刷・研修などの予算確保に関するアドボカ

シー活動や支援を実施している。2018 年のローカルコスト予算の承認にあたっては、特に同アドバイザーの
申請書類の作成支援や、教育省内での調整活動と DNPM と財務省に派遣された JICA開発アドバイザーの
支援が大きな助力となった。

4 前回問題をおこした 3人に代わり別の TBW3人が研修に参加した。
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(3) 青年海外協力隊
教科書開発は、特に理科ではPNG固有の生物や環境などの写真を多く掲載する必要がある。プロジェクトで
も、独自に資料収集は行っているが、PNG 全土に派遣されている青年海外協力隊の理数科隊員と連携し、

隊員の任地で撮影した生物などの写真を提供してもらい、効率的に資料収集を進めている。

(4) トレイド・パシフィック社
トレイド・パシフィック（Treid Pacific）社は、パプアニューギニアの教材開発・印刷会社である。教育省は、
QUIS-ME プロジェクトの教科書が学校に届くまでの教材として同社と契約を結び、小学校用の英語・算数・

理科の教科書を開発・印刷・配布する。ただし、短期間に開発されその内容は十分に SBC に準じておらず、

記載内容にも誤記がみられるが、教育省はやむを得ない措置であるとして、仮の教科書と位置づけて配布す

る。本プロジェクトで開発する教科書は国定教科書とする方針である。

添付5-4. プロジェクトモニタリングシート(4)
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2. 業務日程の遅延と課題

2-1 遅延の詳細

(1) 2018 年のプロジェクトのローカルコストの予算は承認されたが、その支出が遅れている。

(2) 基礎学校（就学前、1 年生、2 年生）の算数と理科の教科書がいまだ開発されていない。

(3) パイロット校での第二次検証を進めているが、パイロット教員が予定していた授業内容を 2017 年

中に終了させられず、パイロット校での検証を経ない単元が生じてしまった。

(4) プロジェクト期間中に、5・6 年生の教科書の最終化が終了せず、2019 年 4 月まで遅れる見込みで

ある。

2-2 原因

(1) 財務省の中で教育省への支出手続きが滞っており、まだ教育省の口座に入金されていないため。

(2) 基礎学校の教科書は、民間会社との共同開発を予定しているがそのための開発予算が不足してい

たため。

(3) パイロット校や教員の事情により、授業が休講になることが多いため。

(4) 最終化の際の図表、イラストなどの修正・校閲・印刷データのデジタル化に、想定していた以上

の時間がかかるため。

2-3 取るべき対応策

(1) 2018 年 2 月に予定していた予算の必要な活動は、時期を遅らせて対応している。ただし、専門家

の滞在期間内に予定していた支出が間に合わない場合は作業効率が落ちるため、その場合は会場

を教育省内の会議室にするなどして対応する。

(2) 3 学年の教科書に、基礎学校の内容の復習を多めに盛り込んでいる。教育省は基礎学校分の算数教

科書については、出版社と共同開発したうえでそれを出版社から購入することとしたが、予算が

つかなかったため、外部の投資家の資金を活用してその開発を進めることを検討している。資金

の目途がつけば、2018 年にも開発を始める。プロジェクトは、その進捗状況について注意してモ

ニタリングする。

(3) 学期終了後の 2017 年 12 月に、パイロット校教員を集めて教科書・指導書の検証ワークショップ

を行い、終わらなかった単元についてまとめてマイクロティーチングをすることで、その妥当性

を検証した。2018 年は教科書・指導書の検証ワークショップを、パイロット校へのドラフト配布

前に定期的に行い、教員が教える内容をまず理解するようにする。事前に内容がわかることで、

教える意欲も増し、フィードバックの内容も質が高まると考えられる。

(4) プロジェクト期間を 2019 年 4 月まで 2 カ月延長する。学校で教科書が使われるのは 2020 年以降

になるため、遅延の影響はない。

2-4. 責任者と組織の役割

(1) 教育省は引き続き財務省に支出を依頼し、プロジェクトは状況をモニタリングし必要に応じて活

動計画を変更する。
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(2) プロジェクトでは教科書開発の際、3 年生の教科書に基礎学校の内容の復習を多めに盛り込んでい

る。教育省は 2018 年より外部資金の調達を試みる。

(3) 教科書単元の見直しはプロジェクトで行う。ワークショップの機材や軽食費用は、プロジェクト

から負担する。教育省は、パイロット教員に対する日当・交通費を支給する。

(4) 教育省とプロジェクトで JCC の会議などを通して協議し、必要な文書の修正を行う。

添付5-4. プロジェクトモニタリングシート(4)
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３．実施計画の変更

3-1. PO
・ 新教科書の学校現場へのインパクトを確認するために、パイロット校への教科書と指導書の導入

に関するベースライン・エンドライン調査を活動 3-8 として追加する。

・ プロジェクト期間を 2019 年 4 月まで 2 カ月延長する。

・ 上記の改定は下記の PDM の改定と合わせて実施した。

3-2 詳細計画その他の修正

・ PDM 上の標準ガイダンス局（SGD）を学校査察局（Inspections Division）とするなど、教育省内

の部局名変更に合わせた改定が必要である。

・ PDM 上のベースライン・エンドライン調査の追加、用語の修正、プロジェクト期間の延長につい

ては、2018 年 3 月の第 3 回 JCC で改定した。

・ 上位目標の指標数値について、第 2 回 JCC より検討を開始し、第 4 回 JCC にて決定する予定で

ある。その結果をふまえて、下記の指標数値を PDM に組み込んで改定する。

➢ xx%の公立初等学校に理数科の教科書・指導書が配布される。

本指標に関しては、今後の教科書配布計画を勘案して決定する。

➢ 教科書・指導書が配布された教員のうち、xx%の教員が授業等で教科書・指導書を活用する。

本指標に関しては、今後のモニタリング調査結果をふまえて決定する。
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４．終了後に向けた PNG 政府の準備

(1) 政策・制度面

SBC に沿った新教科書開発の必要性は、いくつかの政策文書で言及されており、その政策的裏付けに

は大きな問題はない。また 2017 年 6 月に出された SBC ポジションペーパーでは、国定教科書の位置

づけも明確に示された。今後、教育法などの法令に記載されることを目標に、必要な政策文書の策定

も進んでいる。教科別のシラバスは、教科書と一貫性のある内容で最終化され印刷段階へと入ってい

る。しかし、その上流に位置する PNG 全体のカリキュラムフレームワークは、いまだ承認されてお

らず、現行のシラバスとの食い違いも見られる。これらの文書について一貫性のある整備が早急に望

まれる。教育省は、本邦研修の知見を活かし、教科書開発・印刷・配布の政策を計画している。

(2) 技術面

プロジェクトは CDD と関連する教育省の職員に対し、教科書開発に関する技術移転を実施している。

TBW の能力も、ワークショップでの実験指導や DTP ソフトにより入稿ができるようになるなど徐々

に向上し、教科書開発への貢献度が高まっている。一方、技術移転後の職員が本プロジェクトと関係

の薄い部署・組織へ異動することは、技術移転の効率性を損なうため、プロジェクト終了後も継続し

て勤務することが期待される。

開発された教科書が学校レベルで活用されるためには、教育省は評価方法の改善、教員の研修、教科

書政策の立案、モニタリングの改善など、多岐にわたる教科書の導入戦略・計画を確実に実行しなけ

ればならない。その際に、教育省に技術面の不足が生じる場合には、JICA を含む他国への技術協力要

請を検討する必要がある。また、QUIS-ME プロジェクトが教員の使いやすい教科書と指導書を開発し

ても、教員の教科知識のレベルが低く、理数科教具の活用方法を知らないと教科書を十分に活用する

ことは難しい。教育省は、現在の教員養成校の理数科のカリキュラムの見直しを行い、シラバスと教

科書で指導される教科内容と教具活用の指導を行う必要がある。

(3) 組織面

教育省は、12 人の TBW をプロジェクトに配属し、教科書の執筆を行わせている。プロジェクト終了

後には、TBW をカリキュラム開発職員や教員養成校教官として、雇用する方針を示しておりその履行

が望まれる。特に現在 TBW は教員サービス委員会（TSC）の遠隔教育機関からの出向となっている

が、今後 CDD 内に教科書の開発や改定を定期的に実施する職位が必ず必要となり、そのポストには

TBW らの積極的な登用が望まれる。今後プロジェクトを通じて育成した貴重な人材が、教科書改定や

モニタリング、研修業務で継続して活躍することは、技術面・組織面での自立発展性を語るうえで非

常に重要である。CDD の教科書デザイン担当者（イラストレーター）は、現在プロジェクトと協働し

て活動しており、教科書開発に大きな力となっている。そのため、プロジェクト終了後も同様の業務

を続けられるようにする必要がある。教科書校正者や教科書に使用する写真を撮るカメラマンも CDD

に不在であるため、将来的には雇用することが望ましい。理科教材に関しては、CDD 内に実験室を整

備し、教科書の改訂の際にプロジェクトで購入した実験器具などを継続して活用できると良い。教育
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省から小学校に配布する理科教材の購入に際しては、CDD が教材の選定を行い新教科書で使う教材を

網羅することが望ましい。

(4) 財政面

2018 年度の PNG 側ローカルコストは承認され、財政面での自立発展性が向上した。今後も継続した

予算確保を期待する。今後も JCC と毎年の DNPM の会議を通して、「教科書の導入のための戦略と

計画」に沿った印刷・配布予算や、教員研修などのプロジェクト外で必要な活動予算を PNG 側が確

保することを求める。また、教育省は、2018 年より初等教育の理科教材配布プロジェクトを準備し、

新教科書で使用する実験器具の購入と配布を行う計画を示している。これらの予算確保と実施につい

て、プロジェクトがモニタリングしていく。
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II. プロジェクトモニタリングシート I 、 II

添付資料 1 と 2 を参照のこと。

添付5-4. プロジェクトモニタリングシート(4)
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ト

SBC Standard Based Curriculum 基準達成型カリキュラム

SEOC Senior Officers Conference 全国教育幹部会議

SGD Standard and Guidance Division 標準ガイダンス局

TBW Text Book Writer 教科書執筆者

TED Teacher Education Division 教員教育局

TMT Top Management Team トップ・マネジメント・チーム

TSC Teaching Service Commission 教員サービス委員会
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JICAパプアニューギニア事務所長殿

プロジェクトモニタリングシート（和文要約）

プロジェクト名： パプアニューギニア国理数科教育の質の改善プロジェクト

バージョン: 5 （期間: 2018年 3月～2018年 8月）

氏名: Mr. Walipe Wingi   

職位: Project Director                 
氏名: 伊藤 明徳                              
職位: 総括/教育計画 1                  
提出日: 2018年 9月 28日      

I. 要約

1 進捗状況

1-1 投入

1-1-1. 日本側投入
(1) 専門家派遣
「理数科教育の質の改善プロジェクト」（Project for Improving the Quality of Mathematics and Science 
Education: QUIS-ME）の専門家は、ほぼ計画どおりにパプアニューギニア独立国（Papua New Guinea: 
PNG）へ派遣された。当該期間（2018年 3月～2018年 8月）に派遣された専門家の担当分野と作業
人/月は下表のとおりである。

# 担当分野
累計人/月 (うち 2018年 3月～2018年 8月)

現地作業 国内作業

1 総括/教育計画 1 21.07 (2.97) 0.65 (0.00)

2 副総括/教育計画 2 8.97 (2.00) 1.20 (0.40)

3 教育政策/援助協調 2.70 (0.73) 0.20 (0.00)

4 教科専門家（算数教材作成支援） 10.57 (3.37) 0.00 (0.00)

5 教科専門家（算数教材作成支援補助） 2.73 (0.23) 1.80 (0.00)

6 教科専門家（理科教材作成支援） 4.23 (0.96) 1.65 (0.40)

7 教科専門家（理科教材作成支援補助 1） 11.63 (2.16) 0.00 (0.00)

8 教科専門家（理科教材作成支援補助 2） 1.57 (0.50) 0.00 (0.00)

9 教科書開発（算数） 2.13 (0.53) 6.50 (2.92)

10 教科書開発（理科） 2.10 (0.50) 7.00 (2.97)

11 業務調整 1/研修計画 1/教科書開発補助（理科） 15.43 (3.53) 1.00 (0.00)
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12 業務調整 2/研修計画 2/教科書開発補助（算数） 7.07 (0.74) 0.00 (0.00)

合計 90.20 (18.22) 20.00 (6.69)

(2) 機材
下表のとおり機材の調達はすべて完了している。当該期間には、ラップトップコンピューター1 台の

マザーボードが破損し修理不能になったため、新規に 1台購入し代替とした。

# 機材 調達済み数量 今後の調達数量

1 プロジェクト車両 1台 調達完了

2 コピー機（複合機） 2台 調達完了

3
コンピューター

ラップトップ 21台1

デスクトップ 3台
調達完了

4 小型発電機 1台 調達完了

5 エアコン 5台 調達完了

6 プロジェクター 2台 調達完了

7 フラットスクリーン（テレビ） 2台 調達完了

8 デジタル一眼レフカメラ・レンズ 2台 調達完了

9 双眼実体顕微鏡 0台 予定なし

10 デジタル生物顕微鏡 1台 調達完了

(2018年 8月末日調達分まで)

(3) 一般業務費
当該期間中の一般業務費は以下の支出額が計上され、ほぼ予定どおり執行されている。

年次 期間 日本側支出額 (PGK2)

1年次 累計

（2018年3月～2018年8月）
1,680,732
（405,882）

(4) 本邦研修
「国定教科書開発強化研修」を、2017年 7月に実施した。当該期間中の新たな本邦研修は実施してお
らず、今後の実施計画もない。

(5) 国内研修・第 3国研修
ミャンマーの JICA初等教育カリキュラム改訂プロジェクトとの学び合いを 2017年 8月に実施した。
当該期間中の新たな国内研修・第 3 国研修は実施していない。当初計画していた世界授業研究学会

（World Association of Lesson Studies: WALS）への参加については、教科書開発業務に集中するため、
本プロジェクト期間中の派遣は見送ることとする。

                                           
1 1台はマザーボード破損のため修理不能。
2 パプアニューギニア・キナ（Papua New Guinea Kina）
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1-1-2. PNG側投入

(1) カウンターパートの配置
・ 教科書執筆者（Text Book Writer: TBW）は、算数 6人、理科 6人の 12人体制で欠員なく業務を

継続している。TBW は教員サービス委員会（Teaching Service Commission: TSC）の遠隔教育機
関からの出向という形で、教育省のカリキュラム開発局（Curriculum Development Division: CDD）
に配属され、職位に見合った給与を支給されている。

・ CDDの職員は、基準達成型カリキュラム（Standard Based Curriculum: SBC）の初等高学年（6
～8 年生）のシラバスの最終化や、新教科の道徳のシラバス・教員用指導書の開発で多忙である

が、プロジェクトで実施する研修やワーキンググループの会議へは、空き時間を見て交代で参加

している。

・ CDDに配属されているイラストレーターは、以前は 1人だけだったが、今半期より 3人に増員さ

れプロジェクト活動に参加している。CDDの出版課長も教科書の校正を行うようになった。
・ 普及委員会は、参加の少ないメンバーを入れ替え、16人でオリエンテーション教材の開発を続け

ている。

(2) 施設と機材
・ プロジェクト事務所、理科教材開発室、算数教材開発室の 3室が引き続き提供されている。
・ 教育省予算で、コピー機 1台を事務所用に購入する予定である。

(3) ローカルコスト

・ 2018 年度のプロジェクトのローカルコストは、JICA 教育政策アドバイザーによる教育省内での

予算書の作成支援のほか、国家計画モニタリング省（Department of Natural Planning & Monitoring: 
DNPM）や財務省に配属された JICA個別専門家（開発アドバイザー）の支援もあり、200万キナ
の予算が付いて教育省の口座に入金された。ここからプロジェクトに関連するワークショップの

開催や機材購入のために、約 93万キナが 2018年 8月までに支出された。

・ 2019年度予算では、教科書印刷費や研修費を含む 1850万キナを申請しており、2018年度予算と
同様に、アドバイザーらや教育省とともに DNPMや財務省へのフォローを継続する。

1-2活動 

プロジェクトの活動は、ほぼ予定どおり進捗している。ただし、理科の写真著作権の承認や写真の撮

影、イラストの作成に時間がかかるため、印刷用データの最終化は当初の予定より遅れる見込みであ

る。進捗状況の詳細は、添付資料 2「プロジェクトモニタリングシート II」に記載した。

(1) 活動の重要な変更
活動の変更に関しては、前回のモニタリングシートと同様である。

 活動 1-1. カリキュラム開発局（CDD）、標準ガイダンス局（SGD3）、Eラーニング局（ELD）、

                                           
3標準ガイダンス局（Standard and Guidance Division）は現在、学校査察局（Inspections Division:ID）に名称変更され
ている。
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教員教育局（TED）、試験サービス局（MSD）などとのワーキンググループを形成する。
プロジェクトは、理科・算数・普及の 3 つのワーキンググループに加えて、ステアリング委員会の指
示により「新教科書の導入戦略・計画」のワーキンググループを形成した。

 活動 3-8. 教科書・指導書開発に係るベースライン・エンドライン調査を実施する。
新教科書の効果を検証するための調査を追加する。プロジェクト・デザイン・マトリックス（Project
Design Matrix: PDM）と作業計画（Plan of Operation: PO）の記載も、第 3回合同調整委員会（Joint
Coordinating Committee: JCC）で承認された。

(2) 効率性の考察
効率性に関しては、改善がみられた。

 PNG側のローカルコストも 2018年度は支出され、日本側、PNG側双方の投入は、ほぼ予定どお

り効率的に実施された。

 実施されたすべての活動は、成果 1～4を達成するのに必要な活動である。当初カウンターパート
の配属の遅れにより開始が遅れた活動もあったが、技術移転の結果、カウンターパートの業務効

率も良くなり、教科書開発の速度や質が改善しており、全体では成果達成に大きな影響はなくな

った。

1-3成果
(1) 成果の達成状況
成果の達成状況を下表に示した。プロジェクト期間の約 5 分の 4 が経過し、成果は順を追ってひとつ
ひとつ達成されてきている。

成果 指標 達成状況

成果 1:教科書
の導入のため

の戦略と計画

が 策 定 さ れ

る。

活動 1-2の 5分野
（印刷配布、現職

教員研修、教員養

成、啓発とモニタ

リング、学習評価

システム）を含む

教科書普及にか

かる戦略と計画

が完成している。

教科書の導入のための戦略と計画については、2016 年に第 1
版を策定し、JCCで協議し承認された。その後、印刷・配布コ
ストやオリエンテーション教材の活用法などで計画に変更の

あった部分や、本邦研修などの活動で得た知見を反映させて

2017 年 11 月に第 2 版に改定した。また、2018 年のステアリ
ング委員会と JCCでのコメントを反映し、国定教科書の開発や
改定に関する政策についての計画も追加し、8 月にはワークシ
ョップを開催して教育省幹部職員に今後の計画について啓発

した。

成果 2:SBCに
沿った教科書

の第 1 ドラフ
ト が 完 成 す

る。

G3 から G6 の教
科書のドラフト

が提出されてい

る。

理科と算数の年間指導計画が、シラバスをもとに策定された。

3・4 年生の算数・理科ともにすべての教科書・指導書の第 1
ドラフトを作成した。現在、5・6年生のドラフトを作成してお
り、算数は教科書・指導書ともに 100%、理科は教科書・指導
書いずれも約 90%のドラフト4を作成した。

成果 3:教員・
生徒にとって

使いやすい教

科書・指導書

が完成する。

質の検証に関す

る記録が提出さ

れ、その検証結果

が最終版教科書

に反映されてい

る。

第一次検証は、専門家と TBW がマイクロティーチングを行い、

不備の判明した箇所を修正している。

第二次検証は、パイロット校 10校で 2017年 3月より実施して
おり、パイロット校教員を集めた毎月のフィードバック会議や

TBW による授業観察を通じて改善点を記録し、教科書の改定

に活用している。2017年に 3・4年生分を、2018年は 5・6年

4 章末テスト以外の本文のドラフトは終了している。
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生分を行っている。2018 年からはフィードバック会議の際に

「教科書・指導書の検証ワークショップ」も一緒に開催5してい

る。パイロット校教員が学校で授業をする前に、ワークショッ

プでマイクロティーチング授業を経験することで、教科書・指

導書への教員の理解が深まり、より効果的なフィードバックを

得ることができるようになった。上記の活動で得られたフィー

ドバックに沿って 5・6年生の改定作業を現在進めている。
3・4年生の教材は、カリキュラム開発局職員や TBW が参加す

る 1 週間の「教科書最終化ワークショップ」を 2018 年 8 月ま
でに各教科 2回実施した。最終化されたドラフトは、2018年 6
月に教科書の内容を審査するカリキュラムパネルに提出され、

7月 30日に修正コメントを受け取り、それに従って教科書・指
導書を改定し最終版とした。現在、序章とイラストの作成を含

む、最終版の承認プロセスに入っている。

成果 4:教員が
教科書の使い

方を学ぶオリ

エンテーショ

ン教材が開発

される。

オリエンテーシ

ョン教材が完成

している。

教科書導入のための戦略と計画の一部として、カスケード型の

研修計画が承認されたが、予算不足が懸念されるため、校内研

修を中心とした研修計画に変更した。変更はステアリング委員

会と JCCで承認された。
授業観察シート案を作成し、第二次検証の際に活用して得た知

見をもとに改定した。

上記の研修計画と授業観察シートの観点、教科書・指導書をも

とに、オリエンテーション教材を 2017 年にドラフトした。ま
た、第 3 回 JCC でのコメントを反映し、全体の分量を印刷予

算範囲内になるように削減し、指導書を使い始める前に必ず目

を通して理解しておく必要のある部分と、よりうまく授業をす

るために研修を受けた方が良い部分とに分け、より活用しやす

い教材となるよう改定した。

(2) 成果の変更
成果に関する変更はない。

(3) 有効性と効率性の考察
有効性と効率性に関しては以下のように考察する。

・ 有効性に関しては、順調に「教育省が教科書を導入するための準備が整う」というプロジェクト

目標を達成するために、各成果が発現してきている。

・ 成果 2 の教科書を開発する活動だけでなく、成果 3 で実際のパイロット校での検証活動の授業を
行った結果、教科書・指導書の質が向上し、内容に説得力がでてきた。その結果、教科書・指導

書のコンセプト、内容、様式はカリキュラム審議会（Board of Study）で承認され、教科書・指導
書の最終版も 3・4年生のものから順調に承認のプロセスが進んでいる。

・ 成果 1 で、教科書の導入戦略と計画を教育省と策定することで、国定教科書としての位置づけや
その開発・改定プロセス、カリキュラム、教員研修や評価とも一貫性のある教科書となる必要性

について、教育省が理解し協力的な姿勢を示している。例えば SBCポジションペーパーなどの関
連する政策文書が、教育省で JICA 教育政策アドバイザーらと共に策定され、そこで算出した印

刷・配布予算に合意し、教育省幹部は財務省や DNPMなどへの説明に活用している。それらの啓

                                           
5 2018年 8月までに算数 3回、理科 2回を実施。
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発活動の結果、いままで計上されてこなかったプロジェクトのローカルコストも、2018 年度は

200万キナ付いて支出され、2019年度も予算の付く可能性が高くなった。このように先方の予算
確保へのコミットの改善がみられ、先方政府の予算状況という外部要因に左右されるところがあ

るものの、プロジェクトの有効性に貢献する成果といえる。

・ 成果 4 も、教科書・指導書を使った教え方に関する現職教員向けの研修教材を作成しており、学
校レベルで教科書を活用するために貢献している。

・ 上記の 4 つの成果について、2018 年 8 月に教育省次官は、大臣や全国教育幹部会議（Senior
Education Officers Conference: SEOC）に対して報告し、プロジェクト目標達成のための準備を
進めている。

・ 効率性に関しては、PNG側の 2016、2017年度のローカルコストの支出を除いて、日本側、PNG
側双方の投入は、ほぼ予定どおりに推移しており、徐々にプロジェクトの成果が発現している。

PNG 側の 2018 年度のローカルコスト予算は承認・執行されており、特に効率性に悪影響を及ぼ

す事項はいまのところ見られない。

1-4 プロジェクト目標

(1) プロジェクト目標の達成度
プロジェクト目標「教育省が理数科の教科書・指導書を全国に導入するための準備が整う」の進捗状

況は、以下のとおりである。プロジェクト開始から 2 年が過ぎ、徐々に指標が達成されつつあるとい
える。

指標 達成状況

教科書がカリキュラム審

議会に提出されている。

3・4年生の教科書・指導書の第 1ドラフトが完成した。2017年 4月の
CDD 質の確保委員会のカリキュラムパネルに、ドラフト教科書を提出

し、コメントをもらって改定した。その後、教育省の教材の承認機関で

ある教科アドバイザリー委員会、カリキュラム審議会にも提出し、教科

書のコンセプト、内容、様式などの承認を得た。3・4年生のデスクトッ
プ・パブリッシング（DTP）に出す前のデザイン以外の内容が確定した
最終版と、5・6年生の最終版も同様に、下記の委員会開催の機会に提出
し承認を得る。今後の承認プロセスの現時点での予定は以下のとおり。

承認プロセス 3・4年生の最終版 5・6年生の最終版
カリキュラムパネル 2018年 6月（済み） 2018年 12月

2018年 9月 必要に応じて

教科アドバイザリー

委員会

2018年 9～10月 2019年 1月

カリキュラム審議会 2018年 10月 2019年 2月

順調に指標を達成しつつある。

教科書印刷・配布の予算

が申請されている。
DNPMへ予算確保のための啓発を 2016年 8月から行い、教育省の予算
申請への支援も継続した。

教科書の導入のための戦略と計画の改定版や、SBCポジションペーパー
などの関連する政策文書が教育省で作成され、そこで算出した印刷・配

布予算を教育省幹部とともに DNPMなどへ説明し、予算確保の啓発を行
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った。2019年度予算について、教育省は教科書印刷予算約 1300万キナ
を含む、1,850 万キナを申請しており、その必要性について 2018 年 7
月に DNPMに対して啓発を行った。

徐々に指標を達成しつつある。

教員研修戦略、プログラ

ム、オリエンテーション

教材が完成している。

教員研修戦略をドラフトし、「教科書の導入戦略と計画」に記載した。

JICAと教育省の協議の結果、想定する研修方式を 2017年にカスケード
式研修から校内研修を中心としたものへと改め、上記戦略も改定した。

研修プログラム、オリエンテーション教材を 2017年にドラフトし、2018
年は検証ワークショップや、関係者の意見をもとに改定を加え、最終化

作業を行っている。DVD教材の調整も Eラーニング局と継続している。
順調に指標を達成しつつある。

(2) プロジェクト目標・指標の変更
本モニタリングシートの該当期間中に、プロジェクト目標・指標に関する変更はない。

(3) 妥当性・有効性・インパクト・持続性の考察
(3-1) 妥当性

妥当性の考察に関しては、前回のモニタリングシートから大きな変化は見られなかった。

・ PNG の政策：PNG 政府は、SBC 導入のためのシラバス、教員用指導書、教科書の開発を進めて
おり、本プロジェクトでは、そのうち 3 年生から 6 年生の理科と算数について教科書と指導書の
開発を支援する。PNGの国家教育計画 2015-2019年版（National Education Plan 2015-19）では、
「学習」の章に、シラバス、教員用指導書、生徒用教材の開発戦略が記載されている。基礎教育

完全普及計画 2010-2019年版（Universal Basic Education Plan 2010-2019）にも、「教育の質の
改善」の章に、すべての基礎学校と小学校への教材の配布を、重要な活動の一つとして位置づけ

ている。開発中の国家カリキュラムの枠組みの中で、英語・算数・理科が SBCの優先教科と記載
されている。また、JICA教育政策アドバイザーの尽力により 2017年 6月に発表された教育省の
SBC ポジションペーパーでは、国定教科書としての位置づけが明確に示され、その SBC 導入戦

略も、基本的にプロジェクトの「教科書導入のための戦略と計画」と考えを同じくするものであ

る。これらのことから、本プロジェクトは PNGの政策と合致しているといえる。

・ 日本の援助政策：日本の対 PNG向け国別開発協力方針（2017年）には、「社会サービスの向上」
に関して、国民の生活水準向上のため、「初等教育の教科書開発への支援」に重点を置き、「質

の高い教育」への貢献を進めることが掲げられている。また、2015年に改定された外務省の ODA
大綱には、重点課題の一つである「質の高い成長とそれを通じた貧困撲滅」を支援するために、

「万人のための質の高い教育」を支援することが示されている。2015年に採択された国連の「持
続可能な開発目標」では、目標 4 に「すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生
涯学習の機会を促進する」ことを掲げており、日本政府もその達成に積極的に取り組んでいる。

本プロジェクトにより開発される質の高い教科書を、教育省が全国へ配布することで、PNGの全

生徒に質の高い教育を提供できる。これらのことから、本プロジェクトは日本の援助政策と合致

しているといえる。
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・ 現地のニーズ：PNG政府は新カリキュラムの導入を決定し、小学校向けのシラバス、教員用指導

書を最終化し、教員研修も開始している。ただし、学校レベルで生徒が活用できる教材はなく、

実際の授業に SBCのコンセプトを反映することが、教員にとっても生徒にとっても困難な状況に
ある。そのために、SBCに沿った教科書や指導書の導入には、非常に強い学校現場からのニーズ
がある。プロジェクトでは、教科書を活用することで、実際の授業で SBCを実践できる利点をま
とめた啓発資料を全国の学校向けに作成し、2018年 8月の全国教育幹部会議（SEOC）で配布し
た。

(3-2) 有効性

有効性に関しては、成果が徐々に発現し、徐々に高くなってきているといえる。

・ プロジェクト目標の適切さ：上位目標である新教科書の全国配布のためには、教科書自体の開発・

承認、配布予算の確保、教員研修の準備が不可欠であり、適切な目標であるといえる。

・ プロジェクトデザインの有効性：新教科書の配布戦略、新教科書とそれに沿った教員用指導書、

教員研修用教材の開発は、新教科書の導入による教育の質の向上に不可欠な要素である。これら

のプロジェクトの成果は、プロジェクト目標の到達に直接関連しており、適切なプロジェクトデ

ザインであるといえる。これらについてはそれぞれ成果が順調に発現しており、プロジェクト目

標の達成に必要な成果であることが示されつつある。一方、学習評価の改革や政策面での裏付け、

教員養成課程との一貫性など、上位目標の新教科書の導入とその学校現場での活用に際しては、

教科書導入のための戦略と計画に沿って、教育省により実施される必要がある。啓発活動の継続

の結果、教育省の理解も深まってきている。

(3-3) インパクト

評価するには時期尚早であるが、以下のようなプロジェクトのインパクトが見られた。

 日本人専門家からシラバス、国家カリキュラム基準フレームワーク（National Curriculum Standard 
Framework : NCSF）の教科ごとのベンチマークのドラフトへ助言を行っており、PNG側のシラ

バス開発プロセスに貢献した。

 SBCポジションペーパーに記載されている導入戦略には、例えば学習評価の改革や、カリキュラ
ム政策面での裏付け、現職教員研修、教員養成課程、モニタリングとの一貫性など、プロジェク

トの提唱してきた戦略が多く取り入れられている。

 2017 年 9 月に教育省が実施した SBC 導入研修では、プロジェクトで開発している教科書が紹介
されるとともに、研修内容の一部にプロジェクトで開発しているオリエンテーション教材が使わ

れた。

 他省庁との会合である PNGのリーダーズサミットで教育省次官が、2018年 2月のアジア太平洋

経済協力会議（Asian Pacific Economic Cooperation Conference: APEC）準備会合の教育分科会
で、JICA職員と QUIS-ME専門家が新教科書のサンプルを配布し紹介した。

 パイロット校とノンパイロット校の教員・生徒の学習成果を算数テスト6で計測したところ、教

員・生徒ともに当初はノンパイロット校の成績が上であったが、新教科書を使った授業を 1 年間
続けた結果、パイロット校の教員・生徒ともに成績が統計的に有意にノンパイロット校より向上

                                           
6 理科については、旧カリキュラムと新カリキュラムで、教える内容が大きく異なるため、単純な比較ができない。
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した。

(3-4) 持続性

評価するには時期尚早であるが、持続性を高めるため以下のような活動を少しずつ実施している。

・ 教科書が開発・配布された後に、実際の学校現場で活用されていくには、学校モニタリングを担

当する視学官の協力が不可欠である。プロジェクトではパイロット校の教員研修、ベースライン・

エンドライン調査に視学官も呼び、パイロット校での教科書活用の持続性を高めるよう努めた。

・ 技術面では、当初、能力不足を危惧された TBW であるが、専門家が教科書案を提示し、TBW が

それを PNGのコンテクストに沿って改定するというプロセスを踏むことによって、徐々に教科書

開発能力の向上が見られ、パイロット校教員向けの研修でも講師を務めることができた。また、

パイロット校でのモニタリング活動を通じて、教科知識を増やし授業の流れを分析する力が向上

し、自分たちで教材の改定すべき事項について議論できるようになってきた。その結果、開発さ

れる教科書の質も向上している。自分たちの教科書開発の手法について、SEOC、JCC やステア

リング委員会で発表できるようになり、技術面での持続性も徐々に向上しているといえる。

・ 組織面では、TBW のうち 3 人が中等教育の理数科のカリキュラム委員会委員に選抜され、CDD
は基礎学校から中学校まで一貫して同教科の部署が担当するように組織を改革する予定である。

そのため、中等教育カリキュラムと初等教育カリキュラムの一貫性が保証されることとなった。

また、プロジェクト終了後は、TBW の少なくとも 3人を CDDのカリキュラム職員として雇用し、
残りの TBW は教員養成校の教官として活用することを教育省は検討している。これにより、教

科書の改定作業を引き続き継続していく知見が CDD 組織内に残るとともに、PNG 各州にある教

員養成校に TBW がいることで、新教科書を新任教員へ普及させ、現職教員への普及の核として

活用することも可能になる。

・ 財務面では、プロジェクトのローカルコストが PNG 側で予算化されない事態が続いていたが、

2018 年度は 200 万キナの予算が付き、8 月までに約 70 万キナが執行された。プロジェクトのロ

ゴ、バナー、パンフレット、サンプル教科書などの啓発ツールも完成し、政府関係者への予算確

保の啓発が効果的に実施できるようになり、財務面でも、少しずつ持続性向上の兆しがみられる。

・ オリエンテーション教材の開発では、当初想定していたカスケード型の研修から、教材のインス

トラクションに沿って実施する校内研修へと戦略を変更し、教材のページ数を減らして DVDに必
要な情報は入れるなどして、研修コストの低減に努めた。これにより財務面での持続性の向上が

見込まれる。
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・ 2017 年 9 月の JCC で「教科書の改訂と開発政策と組織編成を含む持続的計画」を策定すること

が協議され、2018年 3月の JCCでプロジェクトの策定する「教科書の導入のための戦略と計画」
の一章として挿入することになった。その計画の一環として CDDは出版課を創設し、教科書の開
発や改定のための編集者やイラストレーターが増員された。

・ 2018 年 8 月には、CDD と政策計画局の代表者により国定教科書に関する上位政策への記載を提

言し、NCSF へ国定教科書を記載し、国定教科書の政策案を作成した。これらの文書は政策改定

コンサルテーションワークショップに提出される予定である。

・ 国定教科書と指導書の導入と活用のために、教育省は国定教科書と指導書の配布の際に、その活

用を支持する次官通達をすべての学校に送る計画である。

・ その他、「4 終了後に向けた PNG 政府の準備」に記載した事項の推移を注意深くモニタリング

していく。

1-5 リスク要因と軽減の対応策

プロジェクトに関連するリスク要因（PDMの外部要因など）と軽減の対応策を下表に示す。

# リスク要因 対応策

1 カウンターパートの異動 カウンターパートの行う教科書の開発・改定と研修の実

施といった業務と、彼らの職位を CDDの組織内に内包
するよう働きかける。異動があった場合は、速やかに新

しい人材を募集する。

2 教科書の印刷・配布や教員研修の予

算の確保（PNG 経済の悪化により教

育予算が減少しており、印刷・配布

の予算の確保に悪影響を及ぼしてい

る）

教科書の印刷・配布や教員研修の予算を確保するため

に、DNPMへの啓発活動や同省職員の JCCやステアリ
ング委員会への招待などの予算確保活動を、教育省と協

働して行う。同省の予算書提出の際にプロジェクトから

も支援する。DNPM と教育省は定期的に予算会議を行

っており、その会議での啓発を継続して行う。

3 モニタリング体制が整備され、継続

して授業を改善する体制が機能して

いる必要性

学校モニタリングでは、校長が授業を、視学官は学校運

営をモニタリングしている。今後、教科書と指導書が学

校に届いた後は、「教科書の導入のための戦略と計画」

に沿って以下の 3点のモニタリングが必要となる。
1) 教科書と指導書が学校に届いたか。
2) 研修が行われたか。
3) 教科書と指導書が管理され、使われているか。

そのために、現在の小学校のモニタリングシステムに変

更がないか注意してモニタリングする。

4 SBC と教科書導入に関する教育政策

の変更

SBC と教科書導入に関する教育政策に変更がないか注

意してモニタリングする。教育省は、本邦研修の知見を

活かし、教科書開発が定着するための政策の策定を予定

している。
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5 NCSF と理科・算数のカリキュラム

（シラバス）の最終化

NCSFと理科・算数のカリキュラム（シラバス）の作成
状況について、注意してモニタリングする。

6 基礎学校（就学前、1年生、2年生）
の算数と理科の教科書がいまだ開発

されていないことによる、前期小学

校課程の生徒の学習準備段階に影響

を及ぼす可能性

3年生の教科書に、基礎学校の内容の復習を多めに盛り
込む。基礎学校への教科書導入について、注意してモニ

タリングする。

7 基礎学校と小学校を統合し、1・6・6
年制への学制の変更

教育省は学制が変わっても、カリキュラム内容は変更し

ない方針を示しているが、学制の変更により、現在の 3
年生から 6年生のカリキュラム内容に変更が生じ、開発
した新教科書の内容を変更する必要が生じる恐れがあ

る。その場合は、内容変更への対策を講じ、プロジェク

トへの影響を最小にできるように、経緯を注意深くモニ

タリングしていく。

8 ベースライン調査結果で明らかにな

った、教員・生徒ともに、教科知識

の想定以上の不足

新教科書では復習の時間を多めにとり、教員向けの補足

情報を指導書に多めに入れる。

現在のように教員が同学年を繰り返し教えるのではな

く、1年生から学年を順番に教員が教えることで、既習
内容を教員も順に理解できるように教育省に提言する。

教員養成校のカリキュラムを、教科知識を強化できる内

容とするように提言する。

1-6 JICAが行った対応策
JICAが実施したリスク要因への対応策を以下に記載する。

# リスク要因 対応策

2 教科書の印刷・配布、教員研修の予

算の確保

→2017年度はプロジェクトのローカ
ルコストの予算が計上されなかった

が、2018年度は 200万キナの承認が
下りた。

JICA 教育政策アドバイザーと 2019 年度の予算申請書
類の作成についても教育省を支援した。

引き続き、ステアリング委員会と JCCに DNPM職員、

財務省幹部も招へいし、予算確保のための情報共有や助

言を受けられるようにする。DNPM や財務省に配属の

JICA 個別専門家を通じて予算確保のフォローアップを

行う。

4 SBC と教科書導入に関する教育政策

の変更

プロジェクトでは、「教科書の導入のための戦略と計画」

の一部に教科書開発・印刷・配布のための政策策定を計

画している。その政策の第 1 ドラフトが 8 月に開発さ
れた。今後は、この政策ドラフトを、JICA 教育政策ア

ドバイザーらとともに教育省トップ・マネジメント・チ

ーム（Top Management Team: TMT）などへ啓発してい
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く。

6 基礎学校（就学前、1年生、2年生）
の算数と理科の教科書がいまだ開発

されていないことによる、前期小学

校課程の生徒の学習準備段階に影響

を及ぼす可能性

3年生の教科書に、基礎学校の内容の復習の時間を多め
に盛り込み、教科書と指導書を作成している。

算数教科書の開発について、JICA 事務所や JICA 教育

政策アドバイザーとともに、「教育のためのグルーバ

ル・パートナーシップ基金」（Global Partnership for
Education Fund: GPEF）の活用、教育省予算の確保、
民間投資家の活用などを教育省第一次官補に働きかけ

た。

8 ベースライン調査結果で明らかにな

った、教員・生徒ともに、教科知識

の想定以上の不足

教員養成校のカリキュラムを、教科知識を強化できる内

容とするように JCCや SEOCで発表し、教育省に提言
した。

1-7 PNG政府が行った対応策

PNG政府の実施したリスク要因への対応策を以下に記載する。

# リスク要因 対応策

1 カウンターパートの異動

算数 TBW の 1 人が罷免され、TBW
が 1人不足した。

教育省は、欠員を再募集し 2017年 10月に TBW が補充

された。

教育省は、出版課長に教科書の英文校正を担当させ、イ

ラストレーターを 1人から 3人に増員した。

2 教科書の印刷・配布、教員研修の予

算の確保

→2017年度はプロジェクトのローカ

ルコストの予算が計上されなかった

が、2018 年度は、200 万キナの承認
が下りた。

プロジェクトと協働して、教育省は 2018年度予算を申
請した。その後、プロジェクトローカルコスト 200 万
キナが承認され、教育省へ支出された。2019 年度も同
様に必要な 1850万キナを申請している。

5 NCSF と理科・算数のカリキュラム

（シラバス）の最終化

→NCSF の一部である教科ごとの習

得すべきベンチマークを教育省が作

成しているが、現在のシラバスとの

食い違いが出ている。

2017 年の 3 月に、CDD 内で NCSF のベンチマークを
現行のシラバスに沿った形とするよう見直し作業の指

示が出ており、2018 年 6 月に NCSF 委員長と CDD で
協議の結果、NCSFの次回の改定まで CDD のシラバス
は変更しない旨、NCSF 委員長と合意した。このため

NCSFと現行のシラバスと食い違いは解決した。

6 基礎学校（就学前、1年生、2年生）
の算数と理科の教科書がいまだ開発

されていないことによる、前期小学

校課程の生徒の学習準備段階に影響

を及ぼす可能性

教育省が 2018 年度予算に申請していた基礎学校 3 年
（就学前～2年生）分の算数教科書の開発・印刷費用が
承認されなかった。教育省は、2019 年度予算または

GPEF や投資家による外部資金を活用し、2018～2019
年に開発が開始できるよう準備している。
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1-8環境社会配慮
JICAのガイドラインによれば、本プロジェクトは社会環境配慮に関しては、カテゴリーCに分類され
るため本項目は特に配慮する必要はない。

1-9 ジェンダー配慮・平和構築・貧困削減関連
教科書と指導書を開発する際に、ジェンダーバランスを考慮した内容や表現（生徒のイラストなど）を選定して

いる。

1-10 その他重要で大きな問題
プロジェクトに関連し影響を与える他の JICA プロジェクトや、カウンターパート・他ドナー・民間セクター・NGO
などの活動について以下に示す。

(1) 国別研修「教育の質の改善」
現在基礎教育分野では、本プロジェクトの他に、カウンターパートであるCDD職員を中心として、カリキュラム
改定と教科書開発について知見を身に付けた人材の育成を目的として、国別研修「教育の質の改善」（2014 
～2019 年、短期・長期）が実施されている。特に教科書開発に関する実践的な知見を身に付けることに主
眼を置く短期研修では、2016年 11～12月に本プロジェクトの CDD職員と TBWが第 2バッチ研修員として
派遣され、鳴門教育大学において指導を受けながら教科書・指導書の一部単元の執筆を進めた。2017 年 5
月には鳴門教育大学の教官がPNGを訪問し、第2バッチ研修員と他のカウンターパートに対し、現地の状況
にあった教科書・指導書の作成方法についてさらに知見を深めた。2017年 11～12月には、8人7の第 2バッ
チ研修員が再度訪日し鳴門教育大学での研修を受講した。

(2) JICA教育政策アドバイザー
2016 年 9 月より、個別専門家の教育政策アドバイザーが教育省に配属された。本プロジェクトは、同専門家
と緊密に連携し、教育省内でのプロジェクト活動や、教科書の印刷・研修の予算確保のために GPEF の紹介
などのアドボカシー活動を支援している。2019 年のローカルコスト予算の承認にあたっては、特に同アドバイ
ザーの申請書類の作成支援や、教育省内での調整活動と DNPM と財務省に派遣された JICA開発アドバイ
ザーの支援が大きな助力となった。

(3) 青年海外協力隊
教科書開発は、特に理科ではPNG固有の生物や環境などの写真を多く掲載する必要がある。プロジェクトで
も、独自に資料収集は行っているが、PNG 全土に派遣されている青年海外協力隊の理数科隊員と連携し、

隊員の任地で撮影した生物などの写真を提供してもらい、効率的に資料収集を進めている。

(4) トレイド・パシフィック社
トレイド・パシフィック（Treid Pacific）社は、PNGの教材開発・印刷会社である。教育省は、QUIS-MEプロジェ
クトの教科書が学校に届くまでの教材として同社と契約を結び、小学校用の英語・算数・理科の教科書を開

発・印刷・配布する。ただし、短期間に開発されその内容は十分に SBC に準じておらず、記載内容にも誤記

                                           
7 前回問題を起こした 3人に代わり別の TBW3人が研修に参加した。
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がみられる。また、2018年8月の時点で、印刷・配布ができておらず、教育省は大きな遅れが生じた場合は、
学校への配布を中止することも検討している。、この教科書は副教材と位置づける次官名のレターを発出し、

本プロジェクトで開発する教科書は国定教科書とする方針である。
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2. 業務日程の遅延と課題

2-1 遅延の詳細

(1) 基礎学校（就学前、1年生、2年生）の算数と理科の教科書がいまだ開発されていない。
(2) プロジェクト期間中に 5・6 年生の教科書の最終化が終了せず、2019 年 4 月まで遅れる見込みで

ある。

2-2 原因

(1) 基礎学校の教科書は民間会社との共同開発を予定しているが、そのための開発予算が不足してい
たため。

(2) 最終化の際の著作権の許諾を得た写真の入手、図表・イラストなどの修正・校閲・印刷データの

デジタル化に、想定していた以上の時間がかかるため。

2-3 取るべき対応策

(1) 3学年の教科書に、基礎学校の内容の復習を多めに盛り込んでいる。教育省は基礎学校分の算数教
科書については、出版社と共同開発したうえでそれを出版社から購入することとしたが、予算が

つかなかったため、2019年度教育省予算や GPEF、外部の投資家の資金を活用してその開発を進
めることを検討している。資金の目途がつけば、2018～2019年に開発を始める。プロジェクトは、
その進捗状況について注意してモニタリングする。

(2) プロジェクト期間を 2019年 4月まで 2カ月延長する。学校で教科書が使われるのは 2020年以降
になるため、遅延の影響はない。

2-4. 責任者と組織の役割
(1) プロジェクトでは教科書開発の際、3年生の教科書に基礎学校の内容の復習を多めに盛り込んでい

る。教育省は 2018年度より資金の調達を試みる。
(2) 教育省とプロジェクト、JICAで JCCの会議などを通して協議し、必要な文書の修正を行う。

添付5-5. プロジェクトモニタリングシート(5)
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３．実施計画の変更

3-1. PO
・ 新教科書の学校現場へのインパクトを確認するために、パイロット校への教科書と指導書の導入

に関するベースライン・エンドライン調査を活動 3-8として追加する。
・ プロジェクト期間を 2019年 8月まで 5.5カ月延長する。
・ 上記の改定は下記の PDMの改定と合わせて実施した。

3-2詳細計画その他の修正
・ PDM 上の標準ガイダンス局（SGD）を学校査察局（ID）とするなど、教育省内の部局名変更に

合わせた改定が必要である。

・ PDM上のベースライン・エンドライン調査の追加、用語の修正、プロジェクト期間の延長につい

ては、2018年 3月の第 3回 JCCで承認された。
・ 上位目標の指標数値について、第 2 回 JCCより検討を開始し、第 4 回 JCCにて下記のように決

定した。その結果をふまえて、下記の指標数値を PDMに組み込んで改定する。

➢ 84%の公立初等学校に理数科の教科書・指導書が配布される。
➢ 教科書・指導書が配布された PNG の教員のうち、90%の教員が授業などで教科書・指導書

を活用する。

添付5-5. プロジェクトモニタリングシート(5)
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４．終了後に向けた PNG政府の準備

(1) 政策・制度面
SBCに沿った新教科書開発の必要性は、いくつかの政策文書で言及されており、その政策的裏付けに
は大きな問題はない。また 2017年 6月に出された SBCポジションペーパーでは、国定教科書の位置
づけも明確に示された。今後、教育法などの法令に記載されることを目標に、必要な政策文書の策定

も進んでいる。教科別のシラバスは、教科書と一貫性のある内容で作成・配布された。しかし、その

上流に位置する PNG 全体の NCSF は、現行のシラバスとの食い違いが見られ、いまだ承認されてい
ないため、シラバスに沿った改定が望まれる。教育省は、本邦研修の知見を活かし、教科書開発・印

刷・配布の政策を計画しているが、その際には QUIS-ME プロジェクトで策定した政策ドラフトの活

用が望まれる。

(2) 技術面
プロジェクトは CDDと関連する教育省の職員に対し、教科書開発に関する技術移転を実施している。
TBW の能力も、ワークショップでの実験指導やデスクトップ・パブリッシング（DTP）ソフトにより
入稿ができるようになるなど徐々に向上し、教科書開発への貢献度が高まっている。また、JCCでプ
ロジェクトの進捗状況を報告するなど、事業運営面の能力も向上している。一方、技術移転後の職員

が本プロジェクトと関係の薄い部署・組織へ異動することは、技術移転の効率性を損なうため、プロ

ジェクト終了後も継続して勤務することが期待される。

開発された教科書が学校レベルで活用されるためには、教育省は評価方法の改善、教員の研修、教科

書政策の立案、モニタリングの改善など、多岐にわたる教科書の導入戦略・計画を確実に実行しなけ

ればならない。開発した教科書を学校で使い始められるように国定教科書に関する政策ドラフトの策

定、オリエンテーションキットの今年度予算による印刷など、確実に教科書を配布し、使い始められ

るような環境整備をプロジェクト期間中に推進する。その他の必要な戦略の実施に教育省に技術面の

不足が生じる場合には、JICA を含む他国への技術協力要請を検討する必要がある。また、PNG では

教員の教科知識のレベルが低い。QUIS-MEプロジェクトでは、教員の使いやすい教科書と教科知識を
学べる指導書を開発しているため、教員の教科知識の向上が期待できる。加えて、現職教員向けに教

科内容の教え方や教具活用の具体例を示すビデオ教材を配布することも、教科書や指導書の効果的な

活用に有用である。将来の教員になる人材に対して、「教科書の導入のための戦略と計画」に記載し

ているように、教員養成校の理数科のカリキュラムの見直しを行い、シラバスと教科書で指導される

教科内容と教具活用の指導を行う必要がある。

(3) 組織面
教育省は、12 人の TBW をプロジェクトに配属し、教科書の執筆を行わせている。プロジェクト終了

後には、TBW を CDD職員や教員養成校教官として雇用する方針を示しており、その履行が望まれる。
今後 CDD 内のカリキュラム職員の体制が、中等教科書の開発や初等教科書の改定を、自分たちで定

期的に実施するために基礎、初等、中等の部署分けから、教科別の部署に改革される。この改革にあ

添付5-5. プロジェクトモニタリングシート(5)
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たり、現在 3人の TBW がカリキュラム職員として増員される計画であるが、さらに多くの TBW がカ

リキュラム職員として増員されることが望ましい。また、教員養成校教官としてパプアニューギニア

教育研修所（Papua New Guinea Education Institute: PNGEI）に TBW が配属された際も、今後の CDD
での教科書開発への参加が望まれるため、CDD と教員教育局（TED）間で、TBW の有効な活用方法

について議論することが望まれる。今後プロジェクトを通じて育成した貴重な人材が、教科書改定や

モニタリング、研修業務で継続して活躍することは、技術面・組織面での持続性を語るうえで非常に

重要である。

CDDの出版課長（教科書校正担当）や、教科書デザイン担当者（イラストレーター）は、現在プロジ
ェクトと協働して活動しており、教科書開発に大きな力となっている。そのため、プロジェクト終了

後も同様の業務を続けられるようにする必要がある。教科書に使用する写真を撮るカメラマンも CDD
に不在であるため、将来的には雇用することが望ましい。理科教材に関しては、CDD内に実験室を整

備し、教科書の改定の際にプロジェクトで購入した実験器具などを継続して活用できるとよい。教育

省から小学校に配布する理科教材の購入に際しては、CDDが教材の選定を行い新教科書で使う教材を
網羅することが望ましい。

(4) 財政面
2018年度の PNG側ローカルコストは承認され、財政面での持続性が向上した。今後も継続した予算

確保を期待する。2018 年度予算の執行状況中間報告では、DNPM や財務省に対して、教育省の第一

次官補（財務）と TBW が中心になって、2019年度予算の重要性についてプレゼンテーションを行う
ことが期待される。今後も毎年の財務省や DNPMとの会議を通して、「教科書の導入のための戦略と

計画」に沿った印刷・配布予算や、教員研修などのプロジェクト外で必要な活動予算を PNG 教育省

が主導して、財務省や DNPM に確保を求めていくことが重要である。また、教育省は、2018 年度よ
り初等教育の理科教材配布プロジェクトを準備し、新教科書で使用する実験器具の購入と配布を行う

計画を示している。これらの予算確保と実施について、プロジェクトがモニタリングしていく。

添付5-5. プロジェクトモニタリングシート(5)
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II. プロジェクトモニタリングシート I 、 II

添付資料 1と 2を参照のこと。

添付5-5. プロジェクトモニタリングシート(5)
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